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本教育プログラムは、文部科学省の教育政策推進事業

委託費による委託事業として、≪学校法人敬心学園 教育研

究開発センター≫が実施した令和 年度「専門職業人材の

最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進

事業」の成果物です。

成果報告書の発刊にあたって

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」にご協力いただい

た関係者をはじめ、皆さまに心より感謝申し上げます。

本事業は、医療・介護分野のフロンティアに取り組む企業・専門学校・公的機関などが連携しスキル・

知識のアップデートのための実践プログラムの開発、およびそのプログラムに基づく講座等が安定的・

持続的に確保できる体制を構築することを目的としています。

世界的な高齢化が進んでいる今日、世界経済はケア経済を構築しなければならない時代になってお

り、それを支えるケア人材の養成が求められています。ケア人材は、直接的な高齢者ケアや保育ケア

だけでなく教育訓練に携わる人々も含まれています。ケア労働をディセントワーク（ 、働き

甲斐のある人間らしい仕事）として確立すること、ケア人材の労働生産性を高めること、およびケアに

従事する人々のウェルビーイング（ 、幸福、福利）」を高める環境を整備することが大きな世

界的課題になっています。

そのような背景の下で、職業教育訓練機関は、学ぶ人々が、ケアという仕事のレベル別の達成能力

（コンピテンシー、責任と裁量権）を獲得するために、どういう知識が分かるようになり、どういうスキル

ができるようになることを目指すのかを、具体的なアウトカムとして設定し、その実現に向けての教育・

訓練プログラムを開発することが求められています。世界の先進国が構成している経済協力開発機構

（ ）は、短期間の限定的な課題の職業教育訓練に対して付与されるマイクロ・クレデンシャル（学

習内容をより細分化して、細分化された単位ごとに個別に認証する方式）が、卒業認定や学士認定の

ような長期間にわたる大きな課題を教育するマクロ・クレデンシャルを基盤とする既存の教育に対する

改革のひとつとして注目されています。そうでなければリカレント教育やりスキリング教育は前進しない

からです。このような大きな世界的潮流を見定めながら、この文科省事業を実施していかなければなり

ません。

から始まって、今や （東南アジア地域の国々が加盟する地域協力機構）にまで普及してい

る資格職業資格枠組み（ ）は、職業資格のみならず准学士、学士、修士、

博士学歴資格の国際的調和化を目指しています。しかし、これに対応して、日本で構想された介護プ

ロフェッショナル段位制度は、現在のところ棚晒しにされているようです。その現状は、現場から変えて

いく必要があります。日本の介護は、歴史的には老人保健福祉行政や介護保険制度によって発展を

促進されたのですが、反面その制度に閉じ込められて、制度外のケアの展開可能性やケア事業の開

発可能性を削いでいたのかもしれません。今回は、そういう残された課題への取り組みの第一歩にな

ったのではないかと思います。今年度は「ケアｘ○○」と題した６講座（介護予防、外出支援、介護
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、マネジメント、ナチュラルセラピー、多様な人との関り）を開設して、参加者とともに未来のケア

にむけての挑戦課題を整理しました。

いよいよ来年度以降の本事業は、介護職のアップデートプログラムの開発を目指しますが、さらに具体

的な取り組みになるでしょう。日本の介護を世界に誇れるようにレベルアップし、ケアに従事する人々

が、あらためてケアの意義を認識し、新しい知識とスキルを活かせるようになり、将来に向けて希望を

持って働けるようになることに寄与する研究開発になればと期待しています。いずれは、この事業で研

究開発されたプログラムが、職業教育訓練校や関連する産業界の新しい事業分野で実用化されていく

ことを、心から願っております。

学校法人敬心学園

職業教育研究開発センター センター長

事業代表 小川全夫
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最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究事業
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ⅠⅠ事事業業概概要要  

１１．．事事業業名名  

これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる最新

技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究事業 

 
２２．．事事業業のの趣趣旨旨・・目目的的  

2025 年問題では、①医療費や介護費の増大 ②現役世代の社会保険料の負担の増大 ③慢性

的な人材不足の 3つが懸念されている。 

 企業は、特に③の「慢性的な人材不足」への対策を考える必要があり、この問題を乗り切るため

には 3つの課題について取り組む必要があると考えられる。 

 1 つ目は、DX 推進である。DX を推進する第一歩としてデジタル化が進み、業務の効率化が可

能になることで、作業時間の短縮、ヒューマンエラーや業務の無駄が削減され、業務効率や収益

向上につながると言われているが、多くは IT 人材を育成し、安定して利用できるシステムの構築

が不十分であり、DXを推進できていない。 

 2 つ目は、幅広い多様な人材確保の他、イノベーションを生み価値創造につながるという考え方

に慣れていない企業が多いのが現状である。 

 3 つ目は、一人ひとりが、リハ職・介護職の専門職としての幅を広げることにより、マルチタスクを

こなせる人材を育成し、生産性の向上ができるようになることである。 

 以上の 3 つの課題を解決するために、医療・介護分野に焦点を当て、最新のことに取り組む企

業・専門学校・公的機関などが連携し、スキル・知識のアップデートのための実践プログラムの開

発と有効性を確認し、講座等が安定的・持続的に確保できる体制を構築することを目的とする。 

 

【【講講座座にに関関すするる基基本本情情報報】】  

基基本本情情報報  内内容容・・目目標標等等  

対象とする職業・分野 
介護職（教育・社会福祉分野）        

リハビリ職（医療分野） 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

現場で活躍する有資格者。 

自分のチャレンジしたいことを介護や医療と結びつ

けることにより更なる視野を広げ専門職としてレベ

ルアップした人材  

対象者のレベル（当該プログラムの内容

に関する基礎知識の有無） 

基本的な知識を要することを必須とする  

プログラム受講後に想定される受講者の

キャリア・受講者が目指す姿 

今のキャリアからステップアップできる人材。現在

の組織の中で自分が今よりも成長することで、より

組織に貢献し、利用者を支援できる姿 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

450人 

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 

72時間 

最大 12時間×6講座(オンデマンド部分は含まな

い）＝最大 72時間 

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 

１か月(オンデマンド含む) 

※講座は 6つ全てを受講する訳ではなく、6つのう

ちから自分が受講したい講座を選択するため基本

的に 6つ受講する受講生は想定していない。 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有・無 

※全体としてどのくらいの学修時間で、E ラーニングで行うか、このうち、オンデマンドでの学修は

どのくらいのボリュームになるかについては、２年目以降のプログラムを開発する為、初年度は実

態調査を行うため、予定としては何時間という想定はしていない。 

実態調査の結果をもとに、受講生の習得度や受講できる時間などについて把握したうえで、時間

を割り出していく。 

 
（（１１））当当該該学学びび直直しし講講座座がが必必要要なな背背景景ににつついいてて  

医医療療・・介介護護ににおおけけるるリリカカレレンントト教教育育のの現現状状  

医療(リハビリ）における資格は、国家資格を一度取得するとその後は個々によって学びの継続

をすることが任されている。実際は個々で学ぶことが出来ておらず、最新の知識にアップデートさ

れていないことが多い。 

 また、介護分野においては、介護現場で働くためのルートはいくつかあるが、卒業や終了後のフ

ォローアップや新しい知識・技術のアップデートできる環境はまだ整備されておらず、目に見えて

スキルアップする職員は非常に少ない。その上、職員一人ひとりが持つ能力や経験もさまざまで

あり、事業所（マネジメントする側）も施設によってマネジメントに関する理解や学びが浅いため、

十分なマネジメントができていない。したがって、人材を育成することもできていない。マネジメント

する側はマネジメントする力をつけるためのリカレント教育を行うことで、バランスがとれかつ安定

した組織統制が図れる。そのことで一般職の方には状況に応じた学びを提供することができる。

だが、このようなプログラムは、現行見えてきていない。 

上記のことから、施設を管理する側のマネジメントの学び直しをするためのリカレント教育が重要

であり、ダイバーシティにも対応するマネジメントへアップデートすることで、職員一人ひとりにあっ

たリカレント教育も提供ができると考えられる。 
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【【講講座座にに関関すするる基基本本情情報報】】  

基基本本情情報報  内内容容・・目目標標等等  
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ｅ-ラーニングの実施の有無 有・無 
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浮浮きき彫彫りりととななっったた課課題題  

当実証研究に必要な背景には大きく分けて 4つの課題がある。 

①①介介護護人人材材不不足足にによよるる介介護護業業務務のの増増大大  

②②IICCTT//DDXX推推進進のの遅遅れれにによよるる業業務務改改善善のの停停滞滞  

③③次次世世代代のの介介護護ののニニーーズズにに合合わわせせたた人人材材不不足足  

④④現現場場でで利利活活用用ででききるるアアフフタターーフフォォロローーのの体体制制  

以下、これらの課題に至った背景および解決策について記載する。 

 

①①介介護護人人材材不不足足にによよるる介介護護業業務務のの増増大大  

厚生労働省は、令和 3年 7月 9日に第 8期介護保険事業計画の介護サービス見込み量等に

基づき、都道府県が推計した介護職員の必要数を公表した。これによれば、2025年度には約

243万人（＋約 32万人（5.3万人/年）の介護職員を確保する必要があると推計されている。(図 1

参照)また政府は、介護施設の人員配置基準を「入居者 3人には職員 1人」と人員配置の基準を

緩和する検討をしているが、介護事業者から介護の質の介護事業者から介護の質の低下や職員

の負担増への懸念が広がっている。 

 加えて、 令和 4年度の公益財団法人介

護労働安定センターが公表した介護労働実

態調査によると、介護の労働者における高齢

化は年々進んでおり、全体の介護事業所で

労働する 65歳以上は 7割、外国人労働者

の受け入れは全体の 2.6%と受け入れ率が低

い結果となっている。 

  以上の結果より、人材を確保するために

は、生産人口の増加が必要であり多様な人

材が重要になってくる。しかし、雇手は人材を確保することだけを考え、介護職員の業務が増大し

ているにもかかわらず処遇を改善する動きが全くないことも理由の一つとして挙げられる。これら

を解決するためには、処遇の改善や新しい人材育成の取り組みが必要である。さらに、介護の魅

力を伝えることで生産人口の増加が必要だと考えられる。 
 

②②IICCTT//DDXX推推進進のの遅遅れれにによよるる業業務務改改善善のの停停滞滞 

労働環境の改善が必要とされる一方で、ICTを導入するコスト面にも問題があるが、介護職の

ICTのスキルの低さが問題となっている。 

 2021年 2月に 1240の事業所を対象とし、労働局が実施した ICT調査では、(図 2参照)感染拡

大している地域が 42.6％。感染が少ない地域では、53.3％と ICT導入がされていない事業所が多

い結果となっており、なかなか ICT導入が浸透されていない現状がある。浸透されない要因として

は 3つあり、1つ目、、介護職が、専門知識以外のスキルを勉強(研修）する機会が少ない。2つ目と

図図１１））厚厚生生労労働働省省 88期期介介護護保保険険事事業業計計画画にに基基づづくく  

介介護護職職員員のの必必要要数数ににつついいててよよりり引引用用  

して挙げられるのは、管理職・介護職の年齢による ICT への関心・理解がないことである。3 つ目

として事業者側は、介護の専門職として採用するため、ICT スキルで採用はしないことであり、業

務以外の新しいことが、さらに負担と感じる人が多いことも現状である。 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

また、同調査で、新型コロナウイルス感染症禍での事業所運営において今後重要と思わ

れるものを事業所全体でみると、（図 3参照）「感染予防資材の備蓄・管理」が 84.5%、「職員

の体温・体調管理」が 82.6％と高かったが、ICTの必要性については、オンラインでの会議

や家族との面会での重要性

が高いという結果になってお

り、ICTについてはこの部分

は必要と感じている事業所が

多いが、ICT機器を活用した

他の業務に関しては、「ICTに

よる介護実施記録の作成が

全体で 36.3％、「ICTによるケ

アの時間の削減」24.9％、そし

て「ICTによる人で不足の解

消」が 22.9％と ICT導入への

抵抗がつよいのか低い結果と

なっている。 

さらに、「介護ロボットの導入によるケアの代用」については、非常に活用意識が低く、

16.4％という結果となっている。以上の調査の結果から、管理職・介護職への ICT への理解

が低く、導入の必要性については、必要であると思いながらも、活用方法などの習得に不安

を抱き、なかなか ICT 導入が浸透されていない現状となっていることがわかる。また、現場で

感感染染がが少少なないい地地域域
5533..33％％  

感感染染がが拡拡大大ししてていいるる地地域域  

4422..66％％  

図２ 

図 3 
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は、記録、行事の準備、入浴・食事等

の介助の準備、各委員会での書類作

成など、直接利用者とかかわる時間

以上に他の業務量が多いが、1 日平

均してどれくらいの専門外の業務をし

ているかの可視化がされていない。し

かし、世間では ICT/DX 推進を進めて

いる中で、実際のところ事業所は、業

務改善点の具体案がされておらず、

ICT/DX を導入した結果、活用のミス

マッチが起こり、なかなか活用できな

い状況にある。これらを解決するためには、ICT/DX 活用と同時に活用のミスマッチを起こさ

ずに ICT が導入できる知識や活用方法を学ぶ人材を施設ごとに増やすことで活用のミスマッ

チを起こさずに業務を改善できるのではないかと考える。そのためにも、即現場で活躍できる

ICT/DX が活用できる人材育成を行う必要があり、これは勤続年数に限らず施設全体で取り

組む必要があると考えられる。 

同様に、医療の業界でも今回のコロナ禍で、"ヘルスケアのデジタル化"の遅れと、その必

要性があらためて浮き彫りとなっており、厚生労働省は、大規模な健康・医療・介護の分野を

有機的に連結したＩＣＴインフラを本格稼働させるべく、厚生労働省内に「データヘルス改革推

進本部」を設置し、データ利活用の前提となるデジタル基盤整備およびサービス創出の重要

度が高まっている。 

 

③③次次世世代代のの介介護護ののニニーーズズにに合合わわせせたた人人材材不不足足 

2025 年団塊の世代といわれる人たちが、80 歳を迎え介護が必要になるとき今後この世代

に対する支援提供の考え方が異なってくると考えられる。 

今後の活力ある超高齢社会の実現にあたっては、知恵やノウハウを豊富に有する「アクテ

ィブシニア」が多く存在するようになることを念頭におき、多くの高齢者が可能な限り長く自立

して暮らし、年齢を問わず、その知恵や経験を活かして積極的に社会参加できるよう、「健康

寿命の延伸」を図ることが重要になってくるため多様なニーズが求められると考えられる。だ

からこそ、今までのサービスの内容では満足しない利用者も増えてくると考えられる。団塊の

世代が介護が必要になるのはあと 10 年後とすると、10 年先に対応できるサービスを構築し

ていく必要があり、受け身的なサ－ビスではなく、ニ－ズの先読みと積極的なサ－ビスの展

開が求められてくる。しかし、現状は介護職のキャリアアップのための研修内容が、集団研修

ばかりでこれからのニ－ズに沿った研修や個々のスキルに合わせた研修が少ない。これは、

施設側の研修に関する情報や知識の不足、つまり管理者としての人材育成マネジメント力が

足りていないことが原因ではないかと考えられる。また、人材不足などにより研修を受講した

出典：IF Lifetime Venturesが作成の図版より引用し、NECで作成 
 

くても受講できない状況もある。職員の個々のスキルと次世代のニ－ズに沿った研修を企

画・実施することで、利用者に対して満足のいくサービスが提供できるようになり、職員の仕

事に対する姿勢も向上し、本来の専門職としてのやりがいや自信につながり離職防止なると

考えられる。また、良い人材の育成やキャリアアップができる環境になれば生産性の向上も

期待される。 

以上のことより当センタ－では、マネジメントの立場にある施設長や管理職層が有効な事

業運営体制の構築し、次世代の介護ニ－ズをキャッチアップし、そこに対する情報の提供か

らスキルを身につけるための学びが提供できるようになることが介護施設経営における課題

解決を図る重要な取り組みなのではないかと考えられる。  

 

④④現現場場でで学学びびをを利利活活用用ででききるるよよううににすするるたためめののアアフフタターーフフォォロローー体体制制 

神奈川県教育福祉振興会 令和 4 年セミナ－アンケ－ト：今後参加したいセミナー53 項目

を当センターが 8つにカテゴリー化し分類した結果、(図 4参照）1位は介護基本的知識 51％、

2位は運営・管理関連 12％、3位は職員メンタル・思考・趣味 10％。半数以上が、既存の介護

分野の知識であることが分かった。 

また、多くの知識や技術を身に

付ける研修を受けても、学びが一

方通行であり、現場で利活用でき

るフォロ－アップ体制が整っていな

いのが現状である。そのため、学

びに対する意欲の低下が生まれ、

新しいものへ挑戦する意欲も低下

してしまう結果になってしまう。 

レバレジ－ズメディカルケア株式

会社「きらケア介護白書 2022・介護

職員調査（表 1参照） 4‐6仕事に求めるもの・価値観」では 1位）人間関係を大切に働けるこ

と 41.5％、2 位）生活に必要な収入が得られること 37.8％、3 位）プライベ－トを大切にできる

こと 36.8％、4 位）仕事が楽しくできること 32.9％、5位）自分らしい生活が送れること 31.7％と

なっている。4位の仕事が楽しくできることに

着目すると例えば、介護職員の持っている

知識及び技術を新しいものにするためのア

ップデートする環境を整える必要があり、更

に既存の資格にプラス α の別の領域の知

識と技術を持つことにより、多様化した利用

者のニ－ズや「心身の状況に応じた介護」

に役立つのではないか、またそれを職員自

図４ 

表１ 
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身が選択できる研修プログラムがあれば、「仕事が楽しい」「自分らしい生活」が送れるので

はないだろうか。  

例えば、アロマを取り入れた介護や身近なお出かけ支援などで、専門的知識の習得により

現在の介護分野の幅が広がっていくことに気付き、そこから新しい学びや学び直そうとするこ

とが生涯学習につながると考えるが、雇用する側の理解や介護職員の役職側のマネジメント

力も必要となる。介護職員でいえば、経験年数や仕事の力量で役職になることが多いため、

マネジメントをしっかり学んできたわけではないなどの課題がある。 

以上の①～④の 4つの課題について、当センタ－では、課題の解決策として(表 2参照）

介護職や医療職（リハビリ）の人材スキル・知識を最新のものにアップデ－トできるリカレント

教育のプログラム（基礎・基本）を開発し、受講後のフォローアップをする体制、そして、これら

の研修を行える人材教育アシスタントティ－チャ－の研修も同時に行うことで、講座等が安定

的・持続的に確保できるプログラムを目指したいと考えている。そして、基礎・基本に留まら

ず、事業終了後もニーズがあれば、応用プログラムの開発にも着手し、さらなる展開をしてい

くことで、この研究が一過性のものにならぬよう継続的な取り組みとしていきたい。  

  

  

課課題題  解解決決策策  

①①介介護護人人材材不不足足にによよるる

介介護護業業務務のの増増大大  

介介護護のの魅魅力力をを伝伝ええるるここととでで、、生生産産人人口口のの増増加加がが見見込込ままれれるる可可

能能性性ががああるるとと考考ええらられれるるたためめ、、力力がが発発揮揮ででききるるたためめのの改改善善やや

新新ししいい人人材材育育成成にに取取りり組組むむ。。  

  

②②IICCTT//DDXX推推進進のの遅遅れれ

にによよるる業業務務改改善善のの停停滞滞  

勤勤続続年年数数にに制制限限をを設設けけずず施施設設全全体体でで IICCTT//DDXX種種類類・・活活用用方方法法

をを学学ぶぶここととでで、、業業務務ににああっったた IICCTT//DDXX導導入入ののミミススママッッチチをを起起ここささ

ずずにに業業務務改改善善方方法法のの研研修修がが必必要要ででああるる。。同同時時にに、、IICCTT//DDXXのの

活活用用方方法法ががいいつつででもも相相談談ででききるるササポポーートト体体制制をを構構築築すするるここととでで

導導入入のの促促進進をを促促すす。。  

  

③③次次世世代代のの介介護護ののニニーー

ズズにに合合わわせせたた人人材材不不足足  

更更にに既既存存のの資資格格ににププララススααのの別別のの領領域域のの知知識識とと技技術術をを持持つつここ

ととにによよりり、、多多様様化化ししたた利利用用者者ののニニーーズズやや「「心心身身のの状状況況にに応応じじたた

介介護護」」にに役役立立つつ職職員員自自身身がが選選択択ででききるる研研修修ププロロググララムムをを開開発発

すするるここととでで「「仕仕事事がが楽楽ししいい」」「「自自分分ららししいい生生活活」」継継続続的的ににアアッッププデデ

ーートトででききるるリリカカレレンントト教教育育のの構構築築実実践践しし対対応応ででききるる人人材材をを育育成成

すするる。。  

そそののたためめにに、、ママネネジジメメンントトのの立立場場ににああるる施施設設長長やや管管理理者者層層がが有有

効効なな事事業業運運営営をを身身にに付付けけるるたためめのの学学びびのの提提供供ををすするる。。  

表２【当センターが 4つの課題に対し打ち出した解決策】 

  

  

33．．事事業業計計画画  

（（１１））具具体体的的なな取取組組のの全全体体像像  

  

  

① アップデ－トプログラム開発のための実態調査を行う。 

６つの既存のプログラムを活用し、これから介護職となる人材と介護職員向けに活用できる 

プログラムであるかを調査する。 

②既存のプログラムの実証実施 

●対象者  

 介護施設の職員および介護福祉士養成校の学生、卒業生 

●実証調査（10月～12月に実証を予定） 

 対象となる人数 

 ・介護・医療施設   30施設 240人程度 

 ・介護福祉士養成校 5校   150人程度 

・エリア別(1か所 20名) 3か所 60人程度 

●調査方法 

次年度のプログラム開発をするため、既存のプログラムが介護職にとって有効的かつアップデ

ートしやすい講座か否かに関するデータを収集する。 

調査方法は、鋼材の内容・受講形態即現場で実践できるか、について、アンケート・インタビュ

ーを行い、プログラムの有効性を検証する。 

●調査結果まとめおよびデータ分析 

（1月～2月に実施予定） 

  実証調査においてプログラムが有用性のあるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに 

受講形態の意識調査も行いその結果をまとめる。 

③成果報告会の実施 （2月に開催予定） 

 全国の介護、医療施設、専門学校を招いた成果報告会の実施。 

 

 

 

 

④④現現場場でで学学びびをを利利活活用用

ででききるるよよううににすするるたためめのの

アアフフタターーフフォォロローー体体制制  

研研修修内内容容ににつついいてて、、現現場場ででのの有有用用性性のの確確認認やや現現場場でで利利活活用用でで

ききるるアアフフタターーフフォォロローーのの場場をを提提供供すするるここととでで、、研研修修をを受受けけたた人人たた

ちちががどどののよよううにに利利活活用用ししたたかかのの事事例例をを共共有有すするる場場やや、、研研修修講講

師師にに相相談談・・質質疑疑応応答答ががででききるる場場をを提提供供すするる。。  
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更更にに既既存存のの資資格格ににププララススααのの別別のの領領域域のの知知識識とと技技術術をを持持つつここ

ととにによよりり、、多多様様化化ししたた利利用用者者ののニニーーズズやや「「心心身身のの状状況況にに応応じじたた

介介護護」」にに役役立立つつ職職員員自自身身がが選選択択ででききるる研研修修ププロロググララムムをを開開発発

すするるここととでで「「仕仕事事がが楽楽ししいい」」「「自自分分ららししいい生生活活」」継継続続的的ににアアッッププデデ

ーートトででききるるリリカカレレンントト教教育育のの構構築築実実践践しし対対応応ででききるる人人材材をを育育成成

すするる。。  

そそののたためめにに、、ママネネジジメメンントトのの立立場場ににああるる施施設設長長やや管管理理者者層層がが有有

効効なな事事業業運運営営をを身身にに付付けけるるたためめのの学学びびのの提提供供ををすするる。。  

表２【当センターが 4つの課題に対し打ち出した解決策】 

  

  

33．．事事業業計計画画  

（（１１））具具体体的的なな取取組組のの全全体体像像  

  

  

① アップデ－トプログラム開発のための実態調査を行う。 

６つの既存のプログラムを活用し、これから介護職となる人材と介護職員向けに活用できる 

プログラムであるかを調査する。 

②既存のプログラムの実証実施 

●対象者  

 介護施設の職員および介護福祉士養成校の学生、卒業生 

●実証調査（10月～12月に実証を予定） 

 対象となる人数 

 ・介護・医療施設   30施設 240人程度 

 ・介護福祉士養成校 5校   150人程度 

・エリア別(1か所 20名) 3か所 60人程度 

●調査方法 

次年度のプログラム開発をするため、既存のプログラムが介護職にとって有効的かつアップデ

ートしやすい講座か否かに関するデータを収集する。 

調査方法は、鋼材の内容・受講形態即現場で実践できるか、について、アンケート・インタビュ

ーを行い、プログラムの有効性を検証する。 

●調査結果まとめおよびデータ分析 

（1月～2月に実施予定） 

  実証調査においてプログラムが有用性のあるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに 

受講形態の意識調査も行いその結果をまとめる。 

③成果報告会の実施 （2月に開催予定） 

 全国の介護、医療施設、専門学校を招いた成果報告会の実施。 

 

 

 

 

④④現現場場でで学学びびをを利利活活用用

ででききるるよよううににすするるたためめのの

アアフフタターーフフォォロローー体体制制  

研研修修内内容容ににつついいてて、、現現場場ででのの有有用用性性のの確確認認やや現現場場でで利利活活用用でで

ききるるアアフフタターーフフォォロローーのの場場をを提提供供すするるここととでで、、研研修修をを受受けけたた人人たた

ちちががどどののよよううにに利利活活用用ししたたかかのの事事例例をを共共有有すするる場場やや、、研研修修講講

師師にに相相談談・・質質疑疑応応答答ががででききるる場場をを提提供供すするる。。  
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①アップデ－トプログラムの開発 

（6月～9月に実証を予定） 

 1 年目の実証の結果を踏まえ、より現場に活用しやすい教育内容を抽出し、ブラッシュアップを

行う。また、受講しやすい受講形態なども考慮した、教育プログラムおよび受講テキストの一部

改訂を行う。 

②開発したアップデ－トプログラムの実証実施 

（9月～12月に実証を予定） 

●対象者  

 介護施設の職員および介護福祉士養成校の学生、卒業生 

●実証調査 対象となる人数 

 ・介護・医療施設   30施設 200人程度 

 ・介護福祉士養成校     5校 150人程度 

・エリア別(1か所 20名) 5か所 100人程度 

●調査方法 

 次年度のプログラムのブラッシュアップをするために必要なデ－タを収集する。開発したプログラ

ムについて、即現場で実践できるかのアンケ－ト・インタビューを行いプログラムの有効性を検証

する。 

●調査結果まとめおよびデ－タ分析 

 （1月～2月に実施予定） 

 実証調査においてプログラムが有用性のあるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに 

受講形態の意識調査も行い、その結果をまとめ、次年度のブラッシュアップ検証を行う。 

③成果報告会の実施 

（2月に開催予定） 

 全国の介護、医療施設、専門学校、企業を招いた成果報告会の実施。3 月に専門学校を卒業し、

就職しプログラムを受講した施設職員を調査する。 

 

 

 

 

①アップデ－トプログラムの完成 

（6月～8月を予定 2年目の調査結果で抽出された課題をもとに内容のブラッシュアップ、教育プ

ログラムおよび受講テキストの一部改訂を行う。また、施設リ－ダ－職、専門学校の教員を対象

に、モジュ－ル型のアシスタントティ－チャ－養成講座マニュアルを作成する。 

※提供するプログラムに関しては、最終的に４つのステップに沿って提供することを想定している。 

②プログラムの実証およびアシスタントティ－チャ－養成講座を開催 

（9月～1月に実証を予定) 

令和 5年・6年度の実証の施設のみならず実装化を見据えて、プログラムの有効性を訴求し、公

募し実証を行う。する。アシスタントティ－チャ－のトライアル講座を開催し、資格制度として制度を

作り講座実施後に認定をする。 

③調査のまとめ、社会実装化の検討 

（1月～2月に実施予定） 

次年度に向け、更なる研究の継続やまたは施設や企業とのパ－トナ－シップを図り、事業終了

後にどう社会実証化していくのかについて仕組みを検討する。 

④最終報告会の実施 

（2月に開催予定） 

全国の介護、医療施設、専門学校、企業を招いた成果報告会の実施。実装化に向け参加した方

へ実装意向調査を行う。 

 

（（２２））本本年年度度のの計計画画  

＜＜提提案案年年度度のの活活動動＞＞  

専門的職業人材を輩出する機関として、これからの高齢社会に対応できる人材育成に必

要な介護・医療分野の現場で利活用できる最新技能アップデ－トプログラム開発を行うた

め、既存の講座を導入し基礎資料となる調査を行う。 

そのために、全国の介護・医療施設・専門学校約 40カ所にむけて既存の講座を提供し、講

座の有効性についての調査を行う。 

また、アップデートプログラムの開発に向けて、基礎データと基礎情報の収集を行い、併せて

2年目以降に具体的なプログラム開発のための組織づくりを行う。 

＜＜提提案案年年度度のの調調査査＞＞ 

■調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

■調査目的 

 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。 

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。 

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。   

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 
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①アップデ－トプログラムの開発 

（6月～9月に実証を予定） 

 1 年目の実証の結果を踏まえ、より現場に活用しやすい教育内容を抽出し、ブラッシュアップを

行う。また、受講しやすい受講形態なども考慮した、教育プログラムおよび受講テキストの一部

改訂を行う。 

②開発したアップデ－トプログラムの実証実施 

（9月～12月に実証を予定） 

●対象者  

 介護施設の職員および介護福祉士養成校の学生、卒業生 

●実証調査 対象となる人数 

 ・介護・医療施設   30施設 200人程度 

 ・介護福祉士養成校     5校 150人程度 

・エリア別(1か所 20名) 5か所 100人程度 

●調査方法 

 次年度のプログラムのブラッシュアップをするために必要なデ－タを収集する。開発したプログラ

ムについて、即現場で実践できるかのアンケ－ト・インタビューを行いプログラムの有効性を検証

する。 

●調査結果まとめおよびデ－タ分析 

 （1月～2月に実施予定） 

 実証調査においてプログラムが有用性のあるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに 

受講形態の意識調査も行い、その結果をまとめ、次年度のブラッシュアップ検証を行う。 

③成果報告会の実施 

（2月に開催予定） 

 全国の介護、医療施設、専門学校、企業を招いた成果報告会の実施。3 月に専門学校を卒業し、

就職しプログラムを受講した施設職員を調査する。 

 

 

 

 

①アップデ－トプログラムの完成 

（6月～8月を予定 2年目の調査結果で抽出された課題をもとに内容のブラッシュアップ、教育プ

ログラムおよび受講テキストの一部改訂を行う。また、施設リ－ダ－職、専門学校の教員を対象

に、モジュ－ル型のアシスタントティ－チャ－養成講座マニュアルを作成する。 

※提供するプログラムに関しては、最終的に４つのステップに沿って提供することを想定している。 

②プログラムの実証およびアシスタントティ－チャ－養成講座を開催 

（9月～1月に実証を予定) 

令和 5年・6年度の実証の施設のみならず実装化を見据えて、プログラムの有効性を訴求し、公

募し実証を行う。する。アシスタントティ－チャ－のトライアル講座を開催し、資格制度として制度を

作り講座実施後に認定をする。 

③調査のまとめ、社会実装化の検討 

（1月～2月に実施予定） 

次年度に向け、更なる研究の継続やまたは施設や企業とのパ－トナ－シップを図り、事業終了

後にどう社会実証化していくのかについて仕組みを検討する。 

④最終報告会の実施 

（2月に開催予定） 

全国の介護、医療施設、専門学校、企業を招いた成果報告会の実施。実装化に向け参加した方

へ実装意向調査を行う。 

 

（（２２））本本年年度度のの計計画画  

＜＜提提案案年年度度のの活活動動＞＞  

専門的職業人材を輩出する機関として、これからの高齢社会に対応できる人材育成に必

要な介護・医療分野の現場で利活用できる最新技能アップデ－トプログラム開発を行うた

め、既存の講座を導入し基礎資料となる調査を行う。 

そのために、全国の介護・医療施設・専門学校約 40カ所にむけて既存の講座を提供し、講

座の有効性についての調査を行う。 

また、アップデートプログラムの開発に向けて、基礎データと基礎情報の収集を行い、併せて

2年目以降に具体的なプログラム開発のための組織づくりを行う。 

＜＜提提案案年年度度のの調調査査＞＞ 

■調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

■調査目的 

 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。 

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。 

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。   

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 
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■■調調査査手手法法  

 ・受講終了時のミニテスト・アンケ－ト調査  

 ・受講後直後へのインタビュ－調査  

 ・受講後の経過アンケ－ト・インタビュ－ 

調査 （1か月後） 

■■調調査査対対象象 

 ・介護・医療施設の管理職、一般職 

 ・養成校学生(2024年度卒業見込み 2年生）及び養成校の卒業生 

■■調調査査項項目目  

 ・受講内容、時間、受講形態 

 ・受講後の有効性や利活用について 

 ・受講後のフォロ－アップについて 

■■分分析析内内容容  

 ・受講生の講座に対するモチベ－ション 

 ・ミニテストによる知識や技術定着率 

 ・施設などの他の研修・セミナーでのフォロ－アップ体制について 

・学習のニーズおよび継続するための受講形態に関するニーズ調査 

・どのようにしたら、地方と都市との差がない、標準化の研修を行えるか？ 

・学習の継続できない理由について、何が不足しているのか？ 

・学習効果の向上について、どのようにしたらアウトプットできるか？ 

・オンデマンドの受講時間はどのくらいが習得でき、継続して受講できるか？ 

■■成成果果（（学学びび直直しし講講座座のの開開設設））  

・調査結果により、抽出された課題をもとに、より密度の濃い学び直しの講座を提供できるプ

ログラム開発の資料とする。 

・アップデートの仕組みについてどのようにしていくか、調査結果をもとにアップデート情報共

有会の開催するための資料とする。 

■■調調査査実実施施体体制制  

 対面で受講 オンラインで受講 ■６つの講座の中から希望

の講座を１つ選択してもらい

受講する。 

■時間帯・曜日等について

は、比較調査を検討している

ため、実証委員会で検討を

行う。 

1回目 神奈川 東京・千葉・神奈川・仙

台・福島・大阪・高知・名

古屋・北海道・長崎・沖

縄・福岡 

＊実証都市が増える可能

性あり 

2回目 東京 

3回目 大阪 

  

  

 

（（３３））  本本年年度度のの取取組組にに関関すするる年年間間ススケケジジュューールル  

10月 

事業開始 

（10月 8日） 

キックオフミーテイング、運営企画委員会同時開催 

プログラム委員会開催 

実証委員会開催 

11月 

受講募集開催 

（上旬） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催 

実証委員会開催 

12月 

実証講座開始 

（上旬） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催 

実証委員会開催 

外部評価委員会開催 

1月 

 

実証講座修了 

（下旬） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催 

実証委員会開催 

外部評価委員会開催 

2月 

成果報告会開催 

（中旬） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催（評価） 

実証委員会開催（評価） 

外部評価委員会開催 （評価）   

3月 

 

 

事業終了 

第 3者評価終了（上旬） 

成果報告書 3月 14日完成 

  

  

４４．．事事業業のの実実施施体体制制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AA．．介介護護予予防防  

BB．．外外出出支支援援  

CC．．介介護護施施設設のの

IICCTT//DDXX  

DD．．ママネネジジメメンントト  

EE．．多多様様なな人人材材とと

のの関関わわりり  

FF．．ナナチチュュララルルセセ

ララピピーー  

DD  CC  EE  BB  AA  

①①運運営営企企画画委委員員会会  

②②ププロロググララムム

開開発発委委員員会会  
③③実実証証委委員員会会  

④④外外部部評評価価委委員員会会  

F 
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■■調調査査手手法法  

 ・受講終了時のミニテスト・アンケ－ト調査  

 ・受講後直後へのインタビュ－調査  

 ・受講後の経過アンケ－ト・インタビュ－ 

調査 （1か月後） 

■■調調査査対対象象 

 ・介護・医療施設の管理職、一般職 

 ・養成校学生(2024年度卒業見込み 2年生）及び養成校の卒業生 

■■調調査査項項目目  

 ・受講内容、時間、受講形態 

 ・受講後の有効性や利活用について 

 ・受講後のフォロ－アップについて 

■■分分析析内内容容  

 ・受講生の講座に対するモチベ－ション 

 ・ミニテストによる知識や技術定着率 

 ・施設などの他の研修・セミナーでのフォロ－アップ体制について 

・学習のニーズおよび継続するための受講形態に関するニーズ調査 

・どのようにしたら、地方と都市との差がない、標準化の研修を行えるか？ 

・学習の継続できない理由について、何が不足しているのか？ 

・学習効果の向上について、どのようにしたらアウトプットできるか？ 

・オンデマンドの受講時間はどのくらいが習得でき、継続して受講できるか？ 

■■成成果果（（学学びび直直しし講講座座のの開開設設））  

・調査結果により、抽出された課題をもとに、より密度の濃い学び直しの講座を提供できるプ

ログラム開発の資料とする。 

・アップデートの仕組みについてどのようにしていくか、調査結果をもとにアップデート情報共

有会の開催するための資料とする。 

■■調調査査実実施施体体制制  

 対面で受講 オンラインで受講 ■６つの講座の中から希望

の講座を１つ選択してもらい

受講する。 

■時間帯・曜日等について

は、比較調査を検討している

ため、実証委員会で検討を

行う。 

1回目 神奈川 東京・千葉・神奈川・仙

台・福島・大阪・高知・名

古屋・北海道・長崎・沖

縄・福岡 

＊実証都市が増える可能

性あり 

2回目 東京 

3回目 大阪 

  

  

 

（（３３））  本本年年度度のの取取組組にに関関すするる年年間間ススケケジジュューールル  

10月 

事業開始 

（10月 8日） 

キックオフミーテイング、運営企画委員会同時開催 

プログラム委員会開催 

実証委員会開催 

11月 

受講募集開催 

（上旬） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催 

実証委員会開催 

12月 

実証講座開始 

（上旬） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催 

実証委員会開催 

外部評価委員会開催 

1月 

 

実証講座修了 

（下旬） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催 

実証委員会開催 

外部評価委員会開催 

2月 

成果報告会開催 

（中旬） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催（評価） 

実証委員会開催（評価） 

外部評価委員会開催 （評価）   

3月 

 

 

事業終了 

第 3者評価終了（上旬） 

成果報告書 3月 14日完成 

  

  

４４．．事事業業のの実実施施体体制制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AA．．介介護護予予防防  

BB．．外外出出支支援援  

CC．．介介護護施施設設のの

IICCTT//DDXX  

DD．．ママネネジジメメンントト  

EE．．多多様様なな人人材材とと

のの関関わわりり  

FF．．ナナチチュュララルルセセ

ララピピーー  

DD  CC  EE  BB  AA  

①①運運営営企企画画委委員員会会  

②②ププロロググララムム

開開発発委委員員会会  
③③実実証証委委員員会会  

④④外外部部評評価価委委員員会会  

F 
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①運営企画委員会 

プロジェクトに参加する当事者を含む多様な関係者による事業の目的、目標、運営方法

の検討・共有を行う。各委員会の調整も行う。 

②プログラム開発委員会 

初年度は、リカレント教育にあった有効と考えられる講座を選定し、2年目以降で、1年

目の実証結果をもとに、新規プログラムを開発し、アシスタント ティ－チャ－用のテキス

トも同時に開発する。また、動画教材に使用する開発も行う。 

また、本年度から次年度のプログラム開発を検討する為に講座ごとに 6つの分科会

を設置し分科会ごとにプログラムの検討を行い、最終的にプログラム開発委員会（全体）

で承認する。 

③実証委員会 

初年度、既存の講座について有効性があるかどうか、また継続して受講できる環境に関

するニーズ調査を行う。2年目は、開発されたプログラムを各施設の職員や専門学校の

学生を対象に実証し、評価を行う。併せて、各施設や専門学校などで導入を考えている

施設の職員や学校の教員のためのアシスタント ティ－チャ－養成講座を実施し、全国

の施設や専門学校で実施できるよう人材育成を行う。 

④外部評価委員会 

プログラムの評価測定を担当するとともに、事業全体への総合評価・検証や助言を行

う。 

 

  

55．．組組織織体体制制  

（（11））教教育育機機関関  

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人 敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

実証協力・実証 

 

東京都 

２ 学校法人 三幸学園                  

東京未来大学福祉保健専門学校 

実証協力 東京都 

３ 学校法人 智帆学園                                                    

琉球リハビリテーション学院(金武校) 

プログラム開発 沖縄県 

４ 学校法人 仙台北学園 

仙台リハビリテーション専門学校 

プログラム開発 宮城県 

５ 学校法人 こおりやま東都学園 

郡山健康科学専門学校 

実証協力プログラム

開発 

福島県 

６ 学校法人 穴吹学園 実証協力・実証 香川県 

  

  （（２２））企企業業・・団団体体  

名称 役割等 都道府県名 

１ 社会福祉法人 敬心福祉会 実証協力 東京都 

２ 社会福祉法人 善光会 運営企画・実証 東京都 

３ 社会福祉法人 千歳会 実証協力・実証 千葉県 

４ 社会福祉法人 南生会 プログラム開発 千葉県 

５ 社会福祉法人 梅仁会 実証協力・実証 長崎県 

６ 株式会社 ビーブリッド 運営企画・プログラム開発 東京都 

７ 株式会社 リエイ 実証・実証協力 千葉県 

８ 株式会社 やさしい手 実証 東京都 

９ 社会福祉法人 伸こう福祉会 プログラム開発 神奈川県 

10 社会福祉法人 今山会 プログラム開発 福岡県 

11 コニカミノルタ株式会社  実証 東京都 

12 株式会社ニチイ学館 実証・実証協力 東京都 

13 株式会社オリーヴ プログラム開発 東京都 

14 株式会社スタジオ ドード プログラム開発 神奈川 

15 株式会社ゆう＆あい プログラム開発 愛知県 

16 国際法務 MKK行政書士事務所 プログラム開発 東京都 

17 株式会社 B.A.O.B 運営企画・プログラム開発 千葉県 

18 株式会社 アライヴテック 実証 東京都 

専門学校 穴吹リハビリテーションカレッジ 

７ 学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション専門学校 

プログラム開発 

実証協力 

北海道 

８ 公立大学法人 山梨県立大学 プログラム開発 山梨県 

９ 学校法人 千葉商科大学 外部評価 千葉県 

10 学校法人 東京聖徳学園 聖徳大学 プログラム開発 千葉県 

11 学校法人 駒澤大学 外部評価 東京都 

12 学校法人 早稲田大学 運営企画 

プログラム開発・実証 

東京都 

13 学校法人 共栄学園 共栄大学 プログラム開発 埼玉県 
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①運営企画委員会 

プロジェクトに参加する当事者を含む多様な関係者による事業の目的、目標、運営方法

の検討・共有を行う。各委員会の調整も行う。 

②プログラム開発委員会 

初年度は、リカレント教育にあった有効と考えられる講座を選定し、2年目以降で、1年

目の実証結果をもとに、新規プログラムを開発し、アシスタント ティ－チャ－用のテキス

トも同時に開発する。また、動画教材に使用する開発も行う。 

また、本年度から次年度のプログラム開発を検討する為に講座ごとに 6つの分科会

を設置し分科会ごとにプログラムの検討を行い、最終的にプログラム開発委員会（全体）

で承認する。 

③実証委員会 

初年度、既存の講座について有効性があるかどうか、また継続して受講できる環境に関

するニーズ調査を行う。2年目は、開発されたプログラムを各施設の職員や専門学校の

学生を対象に実証し、評価を行う。併せて、各施設や専門学校などで導入を考えている

施設の職員や学校の教員のためのアシスタント ティ－チャ－養成講座を実施し、全国

の施設や専門学校で実施できるよう人材育成を行う。 

④外部評価委員会 

プログラムの評価測定を担当するとともに、事業全体への総合評価・検証や助言を行

う。 

 

  

55．．組組織織体体制制  

（（11））教教育育機機関関  

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人 敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

実証協力・実証 

 

東京都 

２ 学校法人 三幸学園                  

東京未来大学福祉保健専門学校 

実証協力 東京都 

３ 学校法人 智帆学園                                                    

琉球リハビリテーション学院(金武校) 

プログラム開発 沖縄県 

４ 学校法人 仙台北学園 

仙台リハビリテーション専門学校 

プログラム開発 宮城県 

５ 学校法人 こおりやま東都学園 

郡山健康科学専門学校 

実証協力プログラム

開発 

福島県 

６ 学校法人 穴吹学園 実証協力・実証 香川県 

  

  （（２２））企企業業・・団団体体  

名称 役割等 都道府県名 

１ 社会福祉法人 敬心福祉会 実証協力 東京都 

２ 社会福祉法人 善光会 運営企画・実証 東京都 

３ 社会福祉法人 千歳会 実証協力・実証 千葉県 

４ 社会福祉法人 南生会 プログラム開発 千葉県 

５ 社会福祉法人 梅仁会 実証協力・実証 長崎県 

６ 株式会社 ビーブリッド 運営企画・プログラム開発 東京都 

７ 株式会社 リエイ 実証・実証協力 千葉県 

８ 株式会社 やさしい手 実証 東京都 

９ 社会福祉法人 伸こう福祉会 プログラム開発 神奈川県 

10 社会福祉法人 今山会 プログラム開発 福岡県 

11 コニカミノルタ株式会社  実証 東京都 

12 株式会社ニチイ学館 実証・実証協力 東京都 

13 株式会社オリーヴ プログラム開発 東京都 

14 株式会社スタジオ ドード プログラム開発 神奈川 

15 株式会社ゆう＆あい プログラム開発 愛知県 

16 国際法務 MKK行政書士事務所 プログラム開発 東京都 

17 株式会社 B.A.O.B 運営企画・プログラム開発 千葉県 

18 株式会社 アライヴテック 実証 東京都 

専門学校 穴吹リハビリテーションカレッジ 

７ 学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション専門学校 

プログラム開発 

実証協力 

北海道 

８ 公立大学法人 山梨県立大学 プログラム開発 山梨県 

９ 学校法人 千葉商科大学 外部評価 千葉県 

10 学校法人 東京聖徳学園 聖徳大学 プログラム開発 千葉県 

11 学校法人 駒澤大学 外部評価 東京都 

12 学校法人 早稲田大学 運営企画 

プログラム開発・実証 

東京都 

13 学校法人 共栄学園 共栄大学 プログラム開発 埼玉県 
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19 株式会社 マイナビ 運営企画・実証 東京都 

20 合同会社 かいご支援サービス 実証・実証協力 神奈川県 

21 公益財団法人 テクノエイド協会 実証 東京都 

22 公益社団法人                      

かながわ福祉サービス振興会 

外部評価 

 

神奈川県 

23 公益社団法人 全国老人保健施設協

会       

外部評価 東京都 

 

（（３３））行行政政機機関関・・そそのの他他  

名称 役割等 都道府県名 

１ 川崎市経済労働局イノベーション推進室 外部評価委員会 神奈川県 

 
（（44））各各機機関関のの役役割割・・協協力力事事項項ににつついいてて  

○○教教育育機機関関  

・医療・福祉・リハビリ系 

（介護福祉士・理学療法士・作業療法士・柔道整復師・鍼灸師）専門学校（7校） 

・大学 （6校） 

①既存のコンテンツを使ったプログラムの開発 

②新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

③それに伴う教材（動画も含む）の作成 

④アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

⑤アシスタントティーチャー養成講座の参加協力 

⑥プログラムを使った実証実施の協力 

⑦効果測定調査実施の協力 

⑧実証実施後のプログラムの評価・改善提案 

○○企企業業・・団団体体  

・対人援助分野・個人 

①開発するプログラムに対する現場視点での助言 

②開発したプログラムの評価 

③アシスタントティーチャー養成講座マニュアル開発協力 

④アシスタントティーチャー養成講座の参加協力 

⑤教育機関同様の実証実施の協力 

⑥実証の効果測定の方法に関する助言 

・IT関係事業者 

①介護職向けの ICT/DXにおける使用上の助言 

②ICT/DX講座プログラム開発協力 

③講座で活用する LMSシステムについての評価・助言 

・・業業界界団団体体  

①業界全体の状況を踏まえてのプログラムに対する評価・助言 

②業界の取り組みとのコラボレーションを検討 

○行政機関、その他 

①プログラムの導入に対する評価・助言 

②プログラムが広く受け入れてもらうための助言 

③事業全体に対する評価 

 

（（５５））事事業業をを実実施施すするる上上でで設設置置すするる会会議議    

会議名① 運営企画委員会 

目的・役割 本プロジェクトに参加する当事者による事業の目的・目標・計画立案、運営

方法の検討を行う。 

検討の 

具体的内容 

・事業全体の企画・運営 

・事業進捗の管理調整 

・事業計画の到達点、評価指標の設定 

・評価基準の確認 

・実証調査・実施・研修会の運営企画 

委員数        9人 開催頻度 2回 

運運営営企企画画委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府 

 

県名 

１ 小林 光俊 

学校法人敬心学園  

理事長 

 

運営企画委員会 

東京都 

２ 小川 全夫 

学校法人敬心学園 

職業教育研究開発 

センター センター長 

運営企画委員会長 

 

東京都 

20

令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   20令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   20 2024/03/11   11:11:382024/03/11   11:11:38



19 株式会社 マイナビ 運営企画・実証 東京都 

20 合同会社 かいご支援サービス 実証・実証協力 神奈川県 

21 公益財団法人 テクノエイド協会 実証 東京都 

22 公益社団法人                      

かながわ福祉サービス振興会 

外部評価 

 

神奈川県 

23 公益社団法人 全国老人保健施設協

会       

外部評価 東京都 

 

（（３３））行行政政機機関関・・そそのの他他  

名称 役割等 都道府県名 

１ 川崎市経済労働局イノベーション推進室 外部評価委員会 神奈川県 

 
（（44））各各機機関関のの役役割割・・協協力力事事項項ににつついいてて  

○○教教育育機機関関  

・医療・福祉・リハビリ系 

（介護福祉士・理学療法士・作業療法士・柔道整復師・鍼灸師）専門学校（7校） 

・大学 （6校） 

①既存のコンテンツを使ったプログラムの開発 

②新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

③それに伴う教材（動画も含む）の作成 

④アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

⑤アシスタントティーチャー養成講座の参加協力 

⑥プログラムを使った実証実施の協力 

⑦効果測定調査実施の協力 

⑧実証実施後のプログラムの評価・改善提案 

○○企企業業・・団団体体  

・対人援助分野・個人 

①開発するプログラムに対する現場視点での助言 

②開発したプログラムの評価 

③アシスタントティーチャー養成講座マニュアル開発協力 

④アシスタントティーチャー養成講座の参加協力 

⑤教育機関同様の実証実施の協力 

⑥実証の効果測定の方法に関する助言 

・IT関係事業者 

①介護職向けの ICT/DXにおける使用上の助言 

②ICT/DX講座プログラム開発協力 

③講座で活用する LMSシステムについての評価・助言 

・・業業界界団団体体  

①業界全体の状況を踏まえてのプログラムに対する評価・助言 

②業界の取り組みとのコラボレーションを検討 

○行政機関、その他 

①プログラムの導入に対する評価・助言 

②プログラムが広く受け入れてもらうための助言 

③事業全体に対する評価 

 

（（５５））事事業業をを実実施施すするる上上でで設設置置すするる会会議議    

会議名① 運営企画委員会 

目的・役割 本プロジェクトに参加する当事者による事業の目的・目標・計画立案、運営

方法の検討を行う。 

検討の 

具体的内容 

・事業全体の企画・運営 

・事業進捗の管理調整 

・事業計画の到達点、評価指標の設定 

・評価基準の確認 

・実証調査・実施・研修会の運営企画 

委員数        9人 開催頻度 2回 

運運営営企企画画委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府 

 

県名 

１ 小林 光俊 

学校法人敬心学園  

理事長 

 

運営企画委員会 

東京都 

２ 小川 全夫 

学校法人敬心学園 

職業教育研究開発 

センター センター長 

運営企画委員会長 

 

東京都 
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３ 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター研究員 

運営企画委員会副委員長 

プログラム開発委員会 

実証委員会 

 

 

 

東京都 

４ 竹下 康平 

株式会社  

ビーブリッド 

代表取締役 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会委員

長 

 

東京都 

５ 宮本 隆史 

社会福祉法人 

善光会 理事 

最高執行責任者  

統括施設局長  

株式会社 

善光総合研究所 

代表取締役社長 

運営企画委員会 

実証委員会委員長 

 

 

 

東京都 

６ 柳沼 亮一 

社会福祉法人三幸福

祉会 営業広報部 部

長 介護DXコンサルテ

ィングチーム シニアマ

ネージャー 

学校法人三幸学園  

東京未来大学  

福祉保育専門学校  

介護福祉科 講師 

運営企画委員会 

実証委員会副委員長 

 

 

 

 

東京都 

７ 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 

人間科学学術院 

人間科学部 講師 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 

実証委員会 

 

 

東京都 

８ 吉田 涼平 株式会社 B・A・O・B 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会副委

員長 

ICT/DX講座 

 

東京都 

９ 笹島 慶太 

株式会社 マイナビ 

未来応援事業本部 

進学情報事業部 

営業統括部 

運営企画委員会 

 

東京都 

 

会議名② プログラム開発委員会 

目的・役割 ・プログラムの企画・開発する。それに伴う教材の企画・開発を行う。 

・６つの分科会に分かれ、分科会ごとにプログラム開発を行いプログラム開発委

員会全体会にて最終検討を行う。 

A．介護予防講座分科会 

B．外出支援講座分科会 

C．介護施設の ICT/DX講座分科会 

D．マネジメント講座分科会 

E．多様な人材との関わり講座分科会 

F．ナチュラルセラピー講座分科会 

検討の 

具体的内容 

①既存のコンテンツを使ったプログラムの開発 

②新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

③それに伴う教材（動画も含む）の作成 

④アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 2１人 開催頻度 5回 

ププロロググララムム開開発発委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県

名 

１ 竹下 康平 

株式会社  

ビーブリッド 

代表取締役 

 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会委員長 

 

東京都 

２ 吉田 涼平 株式会社 B・A・O・B 

運営企画委員会・プログラム開

発委員会副委員長 

ICT/DX講座 

 

東京都 

３ 伊藤 健次 

公立大学法人 

山梨県立大学   

人間福祉学部  

福祉コミュニティ学科 

准教授 

プログラム開発委員会 

介護予防講座分科会 

 

 

山梨県 

４ 菊地 克彦 

学校法人東京聖徳学園 

聖徳大学 

文学部教養 

デザインコース教授 

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 

 

東京都 
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３ 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター研究員 

運営企画委員会副委員長 

プログラム開発委員会 

実証委員会 

 

 

 

東京都 

４ 竹下 康平 

株式会社  

ビーブリッド 

代表取締役 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会委員

長 

 

東京都 

５ 宮本 隆史 

社会福祉法人 

善光会 理事 

最高執行責任者  

統括施設局長  

株式会社 

善光総合研究所 

代表取締役社長 

運営企画委員会 

実証委員会委員長 

 

 

 

東京都 

６ 柳沼 亮一 

社会福祉法人三幸福

祉会 営業広報部 部

長 介護DXコンサルテ

ィングチーム シニアマ

ネージャー 

学校法人三幸学園  

東京未来大学  

福祉保育専門学校  

介護福祉科 講師 

運営企画委員会 

実証委員会副委員長 

 

 

 

 

東京都 

７ 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 

人間科学学術院 

人間科学部 講師 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 

実証委員会 

 

 

東京都 

８ 吉田 涼平 株式会社 B・A・O・B 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会副委

員長 

ICT/DX講座 

 

東京都 

９ 笹島 慶太 

株式会社 マイナビ 

未来応援事業本部 

進学情報事業部 

営業統括部 

運営企画委員会 

 

東京都 

 

会議名② プログラム開発委員会 

目的・役割 ・プログラムの企画・開発する。それに伴う教材の企画・開発を行う。 

・６つの分科会に分かれ、分科会ごとにプログラム開発を行いプログラム開発委

員会全体会にて最終検討を行う。 

A．介護予防講座分科会 

B．外出支援講座分科会 

C．介護施設の ICT/DX講座分科会 

D．マネジメント講座分科会 

E．多様な人材との関わり講座分科会 

F．ナチュラルセラピー講座分科会 

検討の 

具体的内容 

①既存のコンテンツを使ったプログラムの開発 

②新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

③それに伴う教材（動画も含む）の作成 

④アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 2１人 開催頻度 5回 

ププロロググララムム開開発発委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県

名 

１ 竹下 康平 

株式会社  

ビーブリッド 

代表取締役 

 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会委員長 

 

東京都 

２ 吉田 涼平 株式会社 B・A・O・B 

運営企画委員会・プログラム開

発委員会副委員長 

ICT/DX講座 

 

東京都 

３ 伊藤 健次 

公立大学法人 

山梨県立大学   

人間福祉学部  

福祉コミュニティ学科 

准教授 

プログラム開発委員会 

介護予防講座分科会 

 

 

山梨県 

４ 菊地 克彦 

学校法人東京聖徳学園 

聖徳大学 

文学部教養 

デザインコース教授 

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 

 

東京都 
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５ 高橋 利明 TWEC 
プログラム開発委員会 

外出支援講座分科会 

 

千葉県 

６ 櫻井 直人 

学校法人 

仙台北学園  

仙台リハビリテーション 

専門学校  

作業療法学科学科長 

 

プログラム開発委員会 

ナチュラルセラピー講座分科会 

 

 

宮城県 

７ 上江洲 聖 

学校法人智帆学園 

専門学校琉球リハビリテ

ーション学院（金武校） 

作業療法学科教員 

プログラム開発委員会 

介護予防講座分科会 

 

 

沖縄県 

８ 中内 英樹 

学校法人穴吹学園専門

学校 穴吹ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

ｶﾚｯｼ副校長 

プログラム開発委員会 

介護予防講座分科会 
香川県 

９ 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 

人間科学学術院 

人間科学部 講師 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会 

実証委員会 

マネジメント講座分科会 

東京都 

１０ 鳥居 賢一 
株式会社オリーブ 

代表取締役 

プログラム開発委員会 

多様な人との関わり方講座 
東京都 

11 町  亞聖 フリーアナウンサー 
プログラム開発委員会 

外出支援講座分科会 

 

東京都 

12 尾滝 元太 

株式会社ビーブリッド  

経営企画部新規事業推

進チームマネージャー 

プログラム開発委員会 

ICT/DX講座 
千葉県 

１３ 藪中 博章 
株式会社スタジオドード 

代表取締役 

プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座分

科会 

神奈川県 

１４ 前田 みどり 

社会福祉法人  

伸こう福祉会  

クロスハート野七里・栄 

施設長 

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 
神奈川県 

１５ 朝野 愛子 
社会福祉法人 

今山会 統括施設長 

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 
福岡県 

１６ 太原 靖一郎 
学校法人 共栄学園 

共栄大学  

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 
埼玉県 

国際経営学部 准教授 

１７ 光星 きらら 
フリーキャリア 

コンサルタント 

プログラム開発委員会 

ナチュラルセラピー講座分科会 
沖縄県 

１８ 吉田 あい 
株式会社ゆう＆あい 

取締役 

プログラム開発委員会 

多様な人材との関わり方講座

分科会 

愛知県 

１９ 宮田 昌俊  

国際法務 MKK 

宮田行政書士事務所 

代表 

プログラム開発委員会 

多様な人材との関わり方講座

分科会 

東京都 

２０ 角田 大騎 

学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション 

専門学校 

作業療法士科 学科長 

プログラム開発委員会 

介護予防講座分科会 
北海道 

２１ 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発セン

ター研究員 

運営企画委員会副委員長 

プログラム開発委員会 

実証委員会 

 

 

東京都 

  

  

会議名③ 実証委員会        

目的・役割 開発した、教育プログラムとそれに伴う教材を使って実証し検証する。 

検討の 

具体的内容 

以下の項目について実証調査を行う 

①開発されたプログラムを活用した講座を希望する福祉施設の介護職及び専

門学校の学生や、卒業生を対象に実施を行う。 

②習得の効果に関する測定が必要なため、当該講座の試験結果が基本デー

タとなる。講座後その都度、学習効果の測定を精密化する。 

③受講生に対して、プログラムに内容がどこまで習得できたか、研修の改善や

継続の有無に関するアンケートおよびインタビュー調査を行う。 

④今後、開発したプログラムの導入を考えている福祉施設の介護職や専門学

校も教員のためにアシスタントティーチャー養成講座を実施し、全国の福祉施

設や専門学校で実施できるよう人材育成を行う。 

⑤習得効果測定が基本であるので、講座の修了試験【筆記・実技】で効果が明

確になる評価方法を取る。 

⑥アシスタントティーチャー養成マニュアルについて、受講したアシスタントティ

ーチャー候補生の活用能力がどこまで向上したかに関する調査を行う。 
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５ 高橋 利明 TWEC 
プログラム開発委員会 

外出支援講座分科会 

 

千葉県 

６ 櫻井 直人 

学校法人 

仙台北学園  

仙台リハビリテーション 

専門学校  

作業療法学科学科長 

 

プログラム開発委員会 

ナチュラルセラピー講座分科会 

 

 

宮城県 

７ 上江洲 聖 

学校法人智帆学園 

専門学校琉球リハビリテ

ーション学院（金武校） 

作業療法学科教員 

プログラム開発委員会 

介護予防講座分科会 

 

 

沖縄県 

８ 中内 英樹 

学校法人穴吹学園専門

学校 穴吹ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

ｶﾚｯｼ副校長 

プログラム開発委員会 

介護予防講座分科会 
香川県 

９ 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 

人間科学学術院 

人間科学部 講師 

運営企画委員会 

プログラム開発委員会 

実証委員会 

マネジメント講座分科会 

東京都 

１０ 鳥居 賢一 
株式会社オリーブ 

代表取締役 

プログラム開発委員会 

多様な人との関わり方講座 
東京都 

11 町  亞聖 フリーアナウンサー 
プログラム開発委員会 

外出支援講座分科会 

 

東京都 

12 尾滝 元太 

株式会社ビーブリッド  

経営企画部新規事業推

進チームマネージャー 

プログラム開発委員会 

ICT/DX講座 
千葉県 

１３ 藪中 博章 
株式会社スタジオドード 

代表取締役 

プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座分

科会 

神奈川県 
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社会福祉法人  

伸こう福祉会  

クロスハート野七里・栄 

施設長 

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 
神奈川県 

１５ 朝野 愛子 
社会福祉法人 

今山会 統括施設長 

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 
福岡県 

１６ 太原 靖一郎 
学校法人 共栄学園 

共栄大学  

プログラム開発委員会 

マネジメント講座分科会 
埼玉県 

国際経営学部 准教授 

１７ 光星 きらら 
フリーキャリア 

コンサルタント 

プログラム開発委員会 

ナチュラルセラピー講座分科会 
沖縄県 

１８ 吉田 あい 
株式会社ゆう＆あい 

取締役 

プログラム開発委員会 

多様な人材との関わり方講座

分科会 

愛知県 

１９ 宮田 昌俊  

国際法務 MKK 

宮田行政書士事務所 

代表 

プログラム開発委員会 

多様な人材との関わり方講座

分科会 

東京都 

２０ 角田 大騎 

学校法人西野学園  
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専門学校 

作業療法士科 学科長 

プログラム開発委員会 

介護予防講座分科会 
北海道 

２１ 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発セン

ター研究員 

運営企画委員会副委員長 

プログラム開発委員会 

実証委員会 

 

 

東京都 

  

  

会議名③ 実証委員会        

目的・役割 開発した、教育プログラムとそれに伴う教材を使って実証し検証する。 

検討の 

具体的内容 

以下の項目について実証調査を行う 

①開発されたプログラムを活用した講座を希望する福祉施設の介護職及び専

門学校の学生や、卒業生を対象に実施を行う。 

②習得の効果に関する測定が必要なため、当該講座の試験結果が基本デー

タとなる。講座後その都度、学習効果の測定を精密化する。 

③受講生に対して、プログラムに内容がどこまで習得できたか、研修の改善や

継続の有無に関するアンケートおよびインタビュー調査を行う。 

④今後、開発したプログラムの導入を考えている福祉施設の介護職や専門学

校も教員のためにアシスタントティーチャー養成講座を実施し、全国の福祉施

設や専門学校で実施できるよう人材育成を行う。 

⑤習得効果測定が基本であるので、講座の修了試験【筆記・実技】で効果が明

確になる評価方法を取る。 

⑥アシスタントティーチャー養成マニュアルについて、受講したアシスタントティ

ーチャー候補生の活用能力がどこまで向上したかに関する調査を行う。 
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委員数 

             

13人 

 

開催頻度 5回 

実実証証委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 宮本 隆史 

社会福祉法人 

善光会 理事 

最高執行責任者  

統括施設局長  

株式会社 

善光総合研究所 

代表取締役社長 

運営企画委員会 

実証委員会委員長 
東京都 

２ 柳沼 亮一 

社会福祉法人三幸福祉

会  営業広報部  部長 

介護DXコンサルティング

チーム シニアマネージ

ャー 

学校法人三幸学園  

東京未来大学  福祉保

育専門学校  

介護福祉科 講師 

運営企画委員会 

実証委員会副委員長 

 

 

 

 

東京都 

３ 永井 周治 
社会福祉法人 千歳会 

常任理事 
実証委員会 千葉県 

４ 大本 昇 
株式会社アライヴテック 

代表取締役 
実証委員会 

東京都 

５ 酒井 貴文 

株式会社マイナビ  

医療・福祉エージェント 

事業本部 

実証委員会 

東京都 

６ 五島 清国 

公益財団法人 

テクノエイド協会  

企画部 部長                  

実証委員会 東京都 

７ 阿比留 志郎 
社会福祉法人 梅仁会 

理事長 
実証委員会 長崎県 

８ 三浦 雅範 

コニカミノルタ株式会社 

グループ業務執行役員 

QOL ソリューション事業

実証委員会 東京都 

部長 兼 コニカミノルタ

QOL ソリューションズ株

式会社  

代表取締役社長 

９ 坂手 百子 
株式会社リエイ 

取締役管理本部長 
実証委員会 千葉県 

１０ 八子 久美子 

学校法人 敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

学科 国際教育特任マネ

ージャー 

実証委員会 東京都 

１１ 香取 幹 
株式会社やさしい手 

代表取締役 社長  
実証委員会 東京都 

１２ 次田 芳尚 
合同会社かいご支援サ

ービス 代表社員 
実証委員会 神奈川県 

１３ 千石 友明 
株式会社ニチイ学館 

人財開発事業部 
実証委員会 東京都 

１３ 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発センタ

ー研究員 

運営企画委員会副委

員長 

プログラム開発委員会 

実証委員会 

 

 

東京都 

  

  

会議名④ 外部評価委員会 

目的・役割 

【目的】 

外部評価委員会は直接点検・評価を行うことはせず、各プロジェクトが行う

自己点検・評価の結果を総合評価実施することで、評価の有効性、適切性

について第三者の立場から客観的のある評価を行う。 

【役割】 

・計画段階において、目標が明確か、目標を達成したことを測定する評価指

標は適切か、事業がスムーズに進み大きな成果が得られるように助言す

る。・プログラムの評価効果測定を担当するとともに、事業全体への評価・

検証を行う 

検討の 

具体的内容 

・事業企画・運営に関する助言 

・事業運営と成果に関する評価と検証 

・開発した教育プログラムそれに伴う教材の検証 
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る。・プログラムの評価効果測定を担当するとともに、事業全体への評価・

検証を行う 

検討の 

具体的内容 

・事業企画・運営に関する助言 
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委員数 
            

5人 
開催頻度 3回 

外外部部評評価価委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 得永 真人 

公益社団法人 

かながわ福祉サービス振

興会 

事業推進部 部長 

外部評価委員会 神奈川県 

２ 末繁 泰弘 

川崎市経済労働局 

イノベーション推進室 

ウェルフェアイノベーション

担当                

外部評価委員会 神奈川県 

３ 

 

原田 啓一郎 

 

学校法人 駒澤大学 

法学部 教授 
外部評価委員会 東京都 

４ 和田 義人 

学校法人 千葉学園   

千葉商科大学 

人間社会学部 教授 

外部評価委員会 千葉県 

５ 光山  誠 

公益社団法人  

全国老人保健施設協会 

人材対策委員会 

外部評価委員会 大阪府 

  

Ⅱ．事業報告
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（（11））事事業業報報告告

本事業の実施体制は、①運営企画委員会②プログラム開発員会③実証委員会④外部評価委委

員会の 4つの委員会を設置して実施した。

また、合同会議を実施し、各委員会が本年度実施する計画について情報共有を行った。

本年度は、６つの既存のプログラムを活用し、アップデ－トプログラム開発のための実態調査を行

った。
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受講者募集のためにチラシを作成した。（別紙資料１）

募集方法については、Web 広告や委員の紹介、ダイレクトメール等で受講生を募集した。

実証期間 ：令和 5年 12月 9 日（土）～令和 6年 1月 29 日(日)

総受講者数： 269 名

今回の研修開催は、東京、神奈川、大阪の 3 会場で行った。また、2024 年度卒業見込みの養成

校の学生に対しても、能動的に学ぶことのできる(リカレント教育)の講座の提供を、香川と郡山の

養成校にて行った。

香川では、トライアル授業として、実際に教員が受講した講座のプログラムを行い、アシスタントテ

ィーチャーとして教員が座学を担当し、その後、講師が実技の担当をした。郡山では、今年から現

場に就職する学生に対して、外国人介護職とのかかわり方の講座を行った。
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全体的に講座に対するスキル向上へのモチベーションに関しては、80%以上の受講生が「前向き

な気持ちである」と回答しているが、介護予防、介護 ICT/DX,

ナチュラルセラピーに関しては、受講後に「どちらとの言えない」という回答があった。

理由としては、「講座内容を現場で実践できるかわからないから」という回答があった。

講座後に、今回の講座は現場で実践できるものかについては、先のモチベーションの結果と同様

に「どちらともいえない」という回答結果となっている。理由としては、「人的に実践が難しい」「金銭

的に難しい」「内容的に該当しない」などの回答あげられた。

                

      
    

           
       
     

               

           
    

   

                  

受講形態については、全体的にオンデマンド・オンラインと対面が良いという回答が多かった。受

講しやすい環境という面では、人的にも時間的にも余裕がない介護の現場では、いつでも、自分

の空いている時間を使って、出向かなくても学べる環境が受講継続につながるという結果となった。
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全体的に講座に対するスキル向上へのモチベーションに関しては、80%以上の受講生が「前向き

な気持ちである」と回答しているが、介護予防、介護 ICT/DX,

ナチュラルセラピーに関しては、受講後に「どちらとの言えない」という回答があった。

理由としては、「講座内容を現場で実践できるかわからないから」という回答があった。

講座後に、今回の講座は現場で実践できるものかについては、先のモチベーションの結果と同様

に「どちらともいえない」という回答結果となっている。理由としては、「人的に実践が難しい」「金銭

的に難しい」「内容的に該当しない」などの回答あげられた。

                

      
    

           
       
     

               

           
    

   

                  

受講形態については、全体的にオンデマンド・オンラインと対面が良いという回答が多かった。受

講しやすい環境という面では、人的にも時間的にも余裕がない介護の現場では、いつでも、自分

の空いている時間を使って、出向かなくても学べる環境が受講継続につながるという結果となった。
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受講時間や受講回数についても平均して 1～4 時間、1～３回という短期間で希望するという回答

が多かった。このデータをもとに、モジュール式の講座をすることで、回数はともかく、確実に学び

の習得につながる講座を開発する必要があると考えられる。

1 か月後のアンケートでは、介護職へスキル、仕事へのモチベーション、そして今後の研修へのモ

チベーションについても調査を行った。

＊とても前向きな気持ち 41.9％

＊少し前向きな気持ち 44.6％

* 変わらない          12.2％

モチベーションが下がったという回答はなく、モチベーション上がっているとの回答が多かった。

また、今後の研修へのモチベーションについても、調査を実施した結果、

＊とても受けたい  48.6％

＊受けたい    33.8％

＊どちらともいえない 16.2％

研修を受けたいというモチベーションも向上している。

以上の結果から、受講者個人が、学びに対して前向きであること、そして、今回の講座を通

して自分自身の知識や技術のアップデートをしたいという強い気持ちがあるという調査結

果となった。この結果より、知識・技術をアップデートできる内容と受講しやすい環境の改

善が必要となるため、次年度はこの課題をもとに新たなプログラムを開発が必要であると

考えられる。
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受講時間や受講回数についても平均して 1～4 時間、1～３回という短期間で希望するという回答

が多かった。このデータをもとに、モジュール式の講座をすることで、回数はともかく、確実に学び

の習得につながる講座を開発する必要があると考えられる。

1 か月後のアンケートでは、介護職へスキル、仕事へのモチベーション、そして今後の研修へのモ

チベーションについても調査を行った。

＊とても前向きな気持ち 41.9％

＊少し前向きな気持ち 44.6％

* 変わらない          12.2％

モチベーションが下がったという回答はなく、モチベーション上がっているとの回答が多かった。

また、今後の研修へのモチベーションについても、調査を実施した結果、

＊とても受けたい  48.6％

＊受けたい    33.8％

＊どちらともいえない 16.2％

研修を受けたいというモチベーションも向上している。

以上の結果から、受講者個人が、学びに対して前向きであること、そして、今回の講座を通

して自分自身の知識や技術のアップデートをしたいという強い気持ちがあるという調査結

果となった。この結果より、知識・技術をアップデートできる内容と受講しやすい環境の改

善が必要となるため、次年度はこの課題をもとに新たなプログラムを開発が必要であると

考えられる。
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受講しやすい環境の改善

今回受講した施設、学校へインタビュー調査を開始した。

その結果、現場の課題として 3つの課題が出された。

以上の課題を、施設や学校から聞き取った。

人材不足は、慢性化しており、管理する側もどのような人材育成を行う必要があるか

わからない状況であった。また、インタビューを行う中で、一番驚いたのが、ICT/DX 等に

対する受け入れが数年前より全く改善されていないことである。それ以前に、電子機器とい

う機器の操作ができないという基本の基ができていない管理職や介護職が多いということ

である。

このような状況から、どのような研修を受けても、基本の基ができていなければ ICT/DX も

受け入れることができず、改善はされない。こうした、深刻な状況が、現在現場で浮き彫り

なっている課題の実態であった。

以上のことから、上記の課題を踏まえ、対象別に合わせた講座内容に提供が必要であると考

えられる。

（（２２））実実証証報報告告  

実実証証日日程程  

 実証日 講座名 会 場 

1 令和 5年 12月 8日（金） 介護 ICT/DX① Zoom 

2 12月 8日（金） ナチュラルセラピー① Zoom 

3 12月 9日（土） 外出支援 リファレンス大阪駅前第 4ビル貸会議室 

4 12月 9日（土） ナチュラルセラピー② リファレンス大阪駅前第 4ビル貸会議室 

5 12月 10日（日） 介護予防 Zoom 

6 12月 15日（金） 介護 ICT/DX② Zoom 

7 12月 15日（金） ナチュラルセラピー① Zoom 

8 12月 16日（土） ナチュラルセラピー② 
学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

9 
12月 19日（火） 

20日（水） 
インタビュー調査 沖縄 

10 12月 20日（水） 外出支援 
学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

11 令和 6年 1月 9日（火） 多様な人とのかかわり Zoom 

12 1月 11日（木） 介護 ICT/DX① Zoom 

13 1月 14日（日） 介護予防 Zoom 

14 1月 16日（火） 多様な人とのかかわり Zoom 

15 1月 18日（木） ナチュラルセラピー① Zoom 

16 1月 19日（金） ナチュラルセラピー② ウィリング横浜 

17 1月 19日（金） 介護 ICT/DX② Zoom 

18 1月 19日（金） 外出支援 ウィリング横浜 

19 1月 20日（土） 介護予防 
学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

20 1月 21日（日） 介護予防 Zoom 

21 1月 21日（日） マネジメント リファレンス大阪駅前第 4ビル貸会議室 

22 1月 23日（火） 多様な人とのかかわり ウィリング横浜 

23 1月 27日（土） マネジメント エキニア横浜『４L』 

24 1月 28日（日） マネジメント 
学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

25 2月 2日（金） ナチュラルセラピー 
学校法人 穴吹学園 

穴吹パティシエ福祉カレッジ 

26 2月 8日（木） 多様な人とのかかわり 
学校法人こおりやま東都学園 

郡山健康科学専門学校 
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受講しやすい環境の改善

今回受講した施設、学校へインタビュー調査を開始した。

その結果、現場の課題として 3つの課題が出された。

以上の課題を、施設や学校から聞き取った。

人材不足は、慢性化しており、管理する側もどのような人材育成を行う必要があるか

わからない状況であった。また、インタビューを行う中で、一番驚いたのが、ICT/DX 等に

対する受け入れが数年前より全く改善されていないことである。それ以前に、電子機器とい

う機器の操作ができないという基本の基ができていない管理職や介護職が多いということ

である。

このような状況から、どのような研修を受けても、基本の基ができていなければ ICT/DX も

受け入れることができず、改善はされない。こうした、深刻な状況が、現在現場で浮き彫り

なっている課題の実態であった。

以上のことから、上記の課題を踏まえ、対象別に合わせた講座内容に提供が必要であると考

えられる。

（（２２））実実証証報報告告  

実実証証日日程程  

 実証日 講座名 会 場 

1 令和 5年 12月 8日（金） 介護 ICT/DX① Zoom 

2 12月 8日（金） ナチュラルセラピー① Zoom 

3 12月 9日（土） 外出支援 リファレンス大阪駅前第 4ビル貸会議室 

4 12月 9日（土） ナチュラルセラピー② リファレンス大阪駅前第 4ビル貸会議室 

5 12月 10日（日） 介護予防 Zoom 

6 12月 15日（金） 介護 ICT/DX② Zoom 

7 12月 15日（金） ナチュラルセラピー① Zoom 

8 12月 16日（土） ナチュラルセラピー② 
学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

9 
12月 19日（火） 

20日（水） 
インタビュー調査 沖縄 

10 12月 20日（水） 外出支援 
学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

11 令和 6年 1月 9日（火） 多様な人とのかかわり Zoom 

12 1月 11日（木） 介護 ICT/DX① Zoom 

13 1月 14日（日） 介護予防 Zoom 

14 1月 16日（火） 多様な人とのかかわり Zoom 

15 1月 18日（木） ナチュラルセラピー① Zoom 

16 1月 19日（金） ナチュラルセラピー② ウィリング横浜 

17 1月 19日（金） 介護 ICT/DX② Zoom 

18 1月 19日（金） 外出支援 ウィリング横浜 

19 1月 20日（土） 介護予防 
学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

20 1月 21日（日） 介護予防 Zoom 

21 1月 21日（日） マネジメント リファレンス大阪駅前第 4ビル貸会議室 

22 1月 23日（火） 多様な人とのかかわり ウィリング横浜 

23 1月 27日（土） マネジメント エキニア横浜『４L』 

24 1月 28日（日） マネジメント 
学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

25 2月 2日（金） ナチュラルセラピー 
学校法人 穴吹学園 

穴吹パティシエ福祉カレッジ 

26 2月 8日（木） 多様な人とのかかわり 
学校法人こおりやま東都学園 

郡山健康科学専門学校 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 8日（金）  12月 15日（金） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護 ICT/DX 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 2人 

■実証担当者 渡邉みどり 

■講座提供 株式会社善光総合研究所／社会福祉法人善光会 

【実証スケジュール】 

12月 8日（金） 講座名：介護 ICT/DX 1日目 12月 15日（金） 講座名：介護 ICT/DX 2 日

目 

8:40 Zoom 受け入れ 8:40 Zoom 受け入れ 

9:00 実証開始  9:00 実証開始  

16:00 実証終了  16:00 実証終了  

  
 

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
  

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
 

                   
  

  

 

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 8日（金）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 リファレンス大阪第 4ビル 

■受講人数 3人 

■実証担当者 小林英一、長坂愛、 渡邉みどり 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会 

【実証スケジュール】 

12月 8日（金） 講座名：ナチュラルセラピー  月 日（ ） 講座名： 

12:30 会場到着   

13:00 会場準備   

  ■Wi-Fi接続確認   

  ■プロジェクター設置・投影確認   

  ■PC とプロジェクター接続   

  ■マイクチェック   

  ■Zoom開始・録画   

14:00 講師打ち合わせ   

  参加者の出席簿   

  講座資料・教材確認   

  アンケートを行うタイミングの確認   

16:00 実証開始                   

17:00 実証終了   

  片付け   

18:30 終了   

備考  ＊途中休憩あり   
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 8日（金）  12月 15日（金） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護 ICT/DX 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 2人 

■実証担当者 渡邉みどり 

■講座提供 株式会社善光総合研究所／社会福祉法人善光会 

【実証スケジュール】 

12月 8日（金） 講座名：介護 ICT/DX 1日目 12月 15日（金） 講座名：介護 ICT/DX 2 日

目 

8:40 Zoom 受け入れ 8:40 Zoom 受け入れ 

9:00 実証開始  9:00 実証開始  

16:00 実証終了  16:00 実証終了  

  
 

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
  

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
 

                   
  

  

 

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 8日（金）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 リファレンス大阪第 4ビル 

■受講人数 3人 

■実証担当者 小林英一、長坂愛、 渡邉みどり 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会 

【実証スケジュール】 

12月 8日（金） 講座名：ナチュラルセラピー  月 日（ ） 講座名： 

12:30 会場到着   

13:00 会場準備   

  ■Wi-Fi接続確認   

  ■プロジェクター設置・投影確認   

  ■PC とプロジェクター接続   

  ■マイクチェック   

  ■Zoom開始・録画   

14:00 講師打ち合わせ   

  参加者の出席簿   

  講座資料・教材確認   

  アンケートを行うタイミングの確認   

16:00 実証開始                   

17:00 実証終了   

  片付け   

18:30 終了   

備考  ＊途中休憩あり   
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 9日（土）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー、外出支援 

■実証会場 リファレンス大阪第 4ビル 

■受講人数 ナチュラルセラピー 3人、外出支援   5人 

■実証担当者 小林英一、長坂愛、 渡邉みどり 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会  特定非営利活動法人日本トラベルヘルパー協会 

【実証スケジュール】 

【検討事項】・動画視聴の際の音出し 

・スマートフォンで受講した受講生へのアンケート QRコードと URLを同時にチャットで流す。※条件：画面 ONで受講 

12月 9日（土） AM 講座名：外出支援講座 12月 9日（土） PM 講座名：ナチュラルセラピー 

9:00 会場到着 12:00 会場到着 
 

会場準備  会場準備 

  ■■Wi-Fi接続確認   ■Wi-Fi接続確認 

  ■プロジェクター設置・投影確認  ■プロジェクター設置・投影確認 

  ■PC とプロジェクター接続  ■PC とプロジェクター接続 

  ■マイクチェック  ■マイクチェック 

9:30 ■Zoom開始・録画 12:30 ■Zoom開始・録画 
 

講師打ち合わせ  講師打ち合わせ 
 

参加者の出席確認  参加者の出席確認 

  講座資料・教材確認  講座資料・教材確認 

  アンケートを行うタイミングの確認  アンケートを行うタイミングの確認 

9:40 実証開始                 13:00 実証開始                 

15:00 実証終了 15:30 実証終了 

  片付け  片付け 

16:00 終了 16:30 終了 

備考 ＊途中休憩あり  ＊途中休憩あり 

ナチュラルセラピー実証の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外外出出支支援援実実証証のの様様子子  
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 9日（土）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー、外出支援 

■実証会場 リファレンス大阪第 4ビル 

■受講人数 ナチュラルセラピー 3人、外出支援   5人 

■実証担当者 小林英一、長坂愛、 渡邉みどり 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会  特定非営利活動法人日本トラベルヘルパー協会 

【実証スケジュール】 

【検討事項】・動画視聴の際の音出し 

・スマートフォンで受講した受講生へのアンケート QRコードと URLを同時にチャットで流す。※条件：画面 ONで受講 

12月 9日（土） AM 講座名：外出支援講座 12月 9日（土） PM 講座名：ナチュラルセラピー 

9:00 会場到着 12:00 会場到着 
 

会場準備  会場準備 

  ■■Wi-Fi接続確認   ■Wi-Fi接続確認 

  ■プロジェクター設置・投影確認  ■プロジェクター設置・投影確認 

  ■PC とプロジェクター接続  ■PC とプロジェクター接続 

  ■マイクチェック  ■マイクチェック 

9:30 ■Zoom開始・録画 12:30 ■Zoom開始・録画 
 

講師打ち合わせ  講師打ち合わせ 
 

参加者の出席確認  参加者の出席確認 

  講座資料・教材確認  講座資料・教材確認 

  アンケートを行うタイミングの確認  アンケートを行うタイミングの確認 

9:40 実証開始                 13:00 実証開始                 

15:00 実証終了 15:30 実証終了 

  片付け  片付け 

16:00 終了 16:30 終了 

備考 ＊途中休憩あり  ＊途中休憩あり 

ナチュラルセラピー実証の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外外出出支支援援実実証証のの様様子子  
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 10日（日） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護予防 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 7人 

■実証担当者 渡邉みどり 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本介護予防協会 

【実証スケジュール】 

12月 10日（日） 講座名：介護予防 月日（） 講座名： 

9:40 実証開始                   

16:20 実証終了   
  

  

備考  ＊途中休憩あり   

  
 

  

  
 

  

  
 

  
  

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
 

               
  

  

  
 

  

 

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 15日（金）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 12人 

■実証担当者 渡邉みどり、長坂愛 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会 

【実証スケジュール】 

12月 15日（金） 講座名：ナチュラルセラピー  月 日（ ） 講座名： 

15:30 Zoom立ち上げ   
 

講師打ち合せ   

  ■画面共有の確認   

  ■参加者の確認   

15:55 Zoom受け入れ   

16:00 実証開始   

17:00 実証終了   
 

片付け   

17:10 終了   
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 10日（日） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護予防 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 7人 

■実証担当者 渡邉みどり 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本介護予防協会 

【実証スケジュール】 

12月 10日（日） 講座名：介護予防 月日（） 講座名： 

9:40 実証開始                   

16:20 実証終了   
  

  

備考  ＊途中休憩あり   

  
 

  

  
 

  

  
 

  
  

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
 

               
  

  

  
 

  

 

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 15日（金）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 12人 

■実証担当者 渡邉みどり、長坂愛 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会 

【実証スケジュール】 

12月 15日（金） 講座名：ナチュラルセラピー  月 日（ ） 講座名： 

15:30 Zoom立ち上げ   
 

講師打ち合せ   

  ■画面共有の確認   

  ■参加者の確認   

15:55 Zoom受け入れ   

16:00 実証開始   

17:00 実証終了   
 

片付け   

17:10 終了   
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 16日（土）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 学校法人敬心学園 日本福祉教育専門学校 本校舎 

■受講人数 12人 

■実証担当者 小林英一、渡邉みどり 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会   

【実証スケジュール】 

12月 16日（土）  講座名：ナチュラルセラピー 月日（）  講座名： 

12:00 会場到着   
 

会場準備   

  ■■Wi-Fi接続確認    

  ■プロジェクター設置・投影確認   

  ■PC とプロジェクター接続   

  ■マイクチェック   

12:30 ■Zoom開始・録画   
 

講師打ち合わせ   
 

参加者の出席確認   

  講座資料・教材確認   

  アンケートを行うタイミングの確認   

13:00 実証開始                   

15:30 実証終了   
 

片付け   

16:30 終了   

備考 ＊途中休憩あり   

ナチュラルセラピー実証の様子 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 16日（土）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 学校法人敬心学園 日本福祉教育専門学校 本校舎 

■受講人数 12人 

■実証担当者 小林英一、渡邉みどり 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会   

【実証スケジュール】 

12月 16日（土）  講座名：ナチュラルセラピー 月日（）  講座名： 

12:00 会場到着   
 

会場準備   

  ■■Wi-Fi接続確認    

  ■プロジェクター設置・投影確認   

  ■PC とプロジェクター接続   

  ■マイクチェック   

12:30 ■Zoom開始・録画   
 

講師打ち合わせ   
 

参加者の出席確認   

  講座資料・教材確認   

  アンケートを行うタイミングの確認   

13:00 実証開始                   

15:30 実証終了   
 

片付け   

16:30 終了   

備考 ＊途中休憩あり   

ナチュラルセラピー実証の様子 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 19日(火)・20日(水) 

■委託事業名 令和５年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■インタビュー 

講座名 

介護予防講座 

外出支援講座 

■インタビュ会場 12月 19日 沖縄保育専門学校       〒900-0033 沖縄県那覇市久米 1-5-17 

12月 20日 デイサービス てるてる     〒904-2214 安慶名 963番地 1F 

在宅介護サービス ひまわり 〒904-2223沖縄県うるま市具志川 1345-1 

■インタビュ人数  7名 

■実証担当者 小林光俊(運営企画委員) 

宮本隆史(運営企画委員、実証委員会委員長) 

小林英一(事業責任者、運営企画委員会副委員長、プログラム開発委員、実証委員) 

渡邉みどり(プログラム開発コーディネーター) 

【実証スケジュール】 

1122月月 1199日日（（火火））  1122月月 2200日日（（水水））  

13:30 JAL0913 ANA469 沖縄着 13：30 9:00 レンタカーで移動 

14:00 空港からホテルへ移動  

インタビュー打ち合わせ 

9:50 デイサービス てるてる うるま市 到着 

15:30 インタビュー先に移動（徒歩） 10:00 インタビュー調査開始 

16:15 沖縄保育専門学校へ到着 11:30 インタビュー調査終了 

16:30 インタビュー調査開始 12:00 移動～昼食  

午後の打ち合わせ 

18:00 インタビュー調査終了 13:50 在宅介護サービス ひまわり うるま市 到着 

18:10 ホテルへ移動 （徒歩） 

明日の打ち合わせ 

14:00 インタビュー調査開始 

  
16:00 インタビュー調査終了 

  
18:30 ホテル到着 レンタカー返却 

1122月月 2211日日（（木木））  備考 

10：00 チェックアウト 空港へ移動  

11：15 JAL0904 ANA462 羽田着 13：50分 

≪インタビュー≫ 

男男性性（（専専門門学学校校教教員員））  22002233..1122．．  

・沖縄の教育での課題、メリットデメリット 

→職業の理解、介護福祉を目指す学生が少ない。医療分野に目が向いている。先生からも福祉より医療を、というアド

バイスもある。 

→奨学金を使わないと学べない。沖縄全体の困窮。 

→昔と違って学生がおとなしく、介護をやりたいという学生は少ない。小さいころから親が介護をしている姿を見てやりた

いと思った、という学生の 2極化がある。 

→卒業後介護現場に行くと勉強してきているので重宝されている。しかし、学んでない方がマネジメントをやってと言われ

てもできない。卒業後にこうして学ぶ機会があるのはとても良い。 

・介護職員のための研修があるが、施設内では積極的に取り組んでいるのか、人材不足により、そこまでできていない

か。実態はどうか。 

→協会が定期的に開催されている（コロナ前）。現状はわからない。施設で月に 1回勉強会とかはある。 

沖縄では浦添市で活動が活発であり、介護福祉士会の有志がバリアフリーオリンピックなど開催している。卒業生が先

頭に立って活躍している。 

・地域に密着した研修ではなく、介護福祉士全体の課題とする研修はどうか。 

→妻が介護福祉士で現場にいる。研修に積極的なところもあるが、人材不足でそれどころではない。というのが概ねの

意見である。マネジメントをすることができていない。知識も学びもない。そういうところが多そうである。現場で意識づけ

をしないと、学び続けることが大切であることを養成校でも伝えないと厳しい。 

・マネジメントが肝で、そこを改善しないと人材不足を回避できない。そこができている人がどれだけできているのか。施

設単体での要望もある。どんな形態 活用、専門学校卒業生向け 

授業の中で取り組めることはどんなことがあるか。（授業形態、効果など） 

→沖縄県内養成校 2校でヒアリングを聞いてみてもいいと思う。 

・なぜ介護予防を受講されるのか。 

→高校訪問に行くことがあり、身近にいるおじいちゃんやおばあちゃん、デイサービスに通う人がどういったことをやって

いるのか、自分のからだを知るところから興味を持ってもらって、それが必要な人は「介護」、「介護福祉士」とつながって

いくのではないかと思い希望した。 

・効果として、授業や学生募集のために受けるのか。 

→介護予防士という響きがいい。介護予防をいろいろ学べるからいいと思った。 

・ICTやマネジメントは大事かと思うが、どうか。 

→必要性はすごく感じる。現場で働いていたとき手書きからシステムに移行する時期で、苦手意識がある人が多かった。

進化しているので必要かと思う。 

・施設によって特色があるので、その特色に合わせた講座を受けられるといいと思う。 

時期的に国試終わってまでの時間はどうか。 

→地域との連携を行事に入れている。国試後は授業がパンパンである。国試後は厳しいかもしれない。就職先とつなが

る学びは大切なのでタイミングを学校内で確認する。  

・力を入れている施設の情報を紹介してほしい。 

・国試に向けてのモチベーションアップにもなる。学生のうちに火を付けられるといい。やる気がある学生は地方が多い。 

→介護はだれでもできる仕事でない。福祉に向いている子がどこにいるのか。掘り起こしが必要だと感じた。 

・職業の理解、コース設定 対人援助職的側面から入っていくことで福祉のマインドを持った子が入学してくれる。支配因

子をどう排除するか。 

→免許に近い。福祉は誰にでもさせてはいけないという感じがある。 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 19日(火)・20日(水) 

■委託事業名 令和５年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■インタビュー 

講座名 

介護予防講座 

外出支援講座 

■インタビュ会場 12月 19日 沖縄保育専門学校       〒900-0033 沖縄県那覇市久米 1-5-17 

12月 20日 デイサービス てるてる     〒904-2214 安慶名 963番地 1F 

在宅介護サービス ひまわり 〒904-2223沖縄県うるま市具志川 1345-1 

■インタビュ人数  7名 

■実証担当者 小林光俊(運営企画委員) 

宮本隆史(運営企画委員、実証委員会委員長) 

小林英一(事業責任者、運営企画委員会副委員長、プログラム開発委員、実証委員) 

渡邉みどり(プログラム開発コーディネーター) 

【実証スケジュール】 

1122月月 1199日日（（火火））  1122月月 2200日日（（水水））  

13:30 JAL0913 ANA469 沖縄着 13：30 9:00 レンタカーで移動 

14:00 空港からホテルへ移動  

インタビュー打ち合わせ 

9:50 デイサービス てるてる うるま市 到着 

15:30 インタビュー先に移動（徒歩） 10:00 インタビュー調査開始 

16:15 沖縄保育専門学校へ到着 11:30 インタビュー調査終了 

16:30 インタビュー調査開始 12:00 移動～昼食  

午後の打ち合わせ 

18:00 インタビュー調査終了 13:50 在宅介護サービス ひまわり うるま市 到着 

18:10 ホテルへ移動 （徒歩） 

明日の打ち合わせ 

14:00 インタビュー調査開始 

  
16:00 インタビュー調査終了 

  
18:30 ホテル到着 レンタカー返却 

1122月月 2211日日（（木木））  備考 

10：00 チェックアウト 空港へ移動  

11：15 JAL0904 ANA462 羽田着 13：50分 

≪インタビュー≫ 

男男性性（（専専門門学学校校教教員員））  22002233..1122．．  

・沖縄の教育での課題、メリットデメリット 

→職業の理解、介護福祉を目指す学生が少ない。医療分野に目が向いている。先生からも福祉より医療を、というアド

バイスもある。 

→奨学金を使わないと学べない。沖縄全体の困窮。 

→昔と違って学生がおとなしく、介護をやりたいという学生は少ない。小さいころから親が介護をしている姿を見てやりた

いと思った、という学生の 2極化がある。 

→卒業後介護現場に行くと勉強してきているので重宝されている。しかし、学んでない方がマネジメントをやってと言われ

てもできない。卒業後にこうして学ぶ機会があるのはとても良い。 

・介護職員のための研修があるが、施設内では積極的に取り組んでいるのか、人材不足により、そこまでできていない

か。実態はどうか。 

→協会が定期的に開催されている（コロナ前）。現状はわからない。施設で月に 1回勉強会とかはある。 

沖縄では浦添市で活動が活発であり、介護福祉士会の有志がバリアフリーオリンピックなど開催している。卒業生が先

頭に立って活躍している。 

・地域に密着した研修ではなく、介護福祉士全体の課題とする研修はどうか。 

→妻が介護福祉士で現場にいる。研修に積極的なところもあるが、人材不足でそれどころではない。というのが概ねの

意見である。マネジメントをすることができていない。知識も学びもない。そういうところが多そうである。現場で意識づけ

をしないと、学び続けることが大切であることを養成校でも伝えないと厳しい。 

・マネジメントが肝で、そこを改善しないと人材不足を回避できない。そこができている人がどれだけできているのか。施

設単体での要望もある。どんな形態 活用、専門学校卒業生向け 

授業の中で取り組めることはどんなことがあるか。（授業形態、効果など） 

→沖縄県内養成校 2校でヒアリングを聞いてみてもいいと思う。 

・なぜ介護予防を受講されるのか。 

→高校訪問に行くことがあり、身近にいるおじいちゃんやおばあちゃん、デイサービスに通う人がどういったことをやって

いるのか、自分のからだを知るところから興味を持ってもらって、それが必要な人は「介護」、「介護福祉士」とつながって

いくのではないかと思い希望した。 

・効果として、授業や学生募集のために受けるのか。 

→介護予防士という響きがいい。介護予防をいろいろ学べるからいいと思った。 

・ICTやマネジメントは大事かと思うが、どうか。 

→必要性はすごく感じる。現場で働いていたとき手書きからシステムに移行する時期で、苦手意識がある人が多かった。

進化しているので必要かと思う。 

・施設によって特色があるので、その特色に合わせた講座を受けられるといいと思う。 

時期的に国試終わってまでの時間はどうか。 

→地域との連携を行事に入れている。国試後は授業がパンパンである。国試後は厳しいかもしれない。就職先とつなが

る学びは大切なのでタイミングを学校内で確認する。  

・力を入れている施設の情報を紹介してほしい。 

・国試に向けてのモチベーションアップにもなる。学生のうちに火を付けられるといい。やる気がある学生は地方が多い。 

→介護はだれでもできる仕事でない。福祉に向いている子がどこにいるのか。掘り起こしが必要だと感じた。 

・職業の理解、コース設定 対人援助職的側面から入っていくことで福祉のマインドを持った子が入学してくれる。支配因

子をどう排除するか。 

→免許に近い。福祉は誰にでもさせてはいけないという感じがある。 
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・留学生はどうか。 

→国によって違う。中国での国の事情を見越した上で来ている。ネパールの方は明るい。高齢者施設で方言を話し、高

齢者が喜ぶ。人懐っこく入りが上手である。よしあしはある。学ぶことは文化の違いがあり、意見を合わすのが大事だ

が、多少のずれがある。 

・N3 といっても怪しい人もいるがどうか。 

→N３持っていても怪しい人がいる。校内で日本語を勉強する時間を設けているが、実際伝わっていないな、ということは

ある。願書でも難しいことがある。基準に満たしていれば大丈夫ということにしている。 

・留学生、どこの国が多いか。 

→フィリピン、ネパールが多い。ベトナムは少ない。 

・ネパールのコミュニティが強いが。 

→就学資金を借りて永住権がもらえるということが口コミで広がっている。コミュニティがある。ここ数年で沖縄に増えた。

技能実習が多い。ベトナムか多く、ミャンマー、中国がちらほらである。ネパールは入ってきたところである。 

・中国の学生の層はどうか。 

→中国は少なく 1名。日本語講師をしていて興味があり入学してきた。 

デデイイササーービビススててるるててるる  男男性性  外外出出支支援援受受講講予予定定  

・独自の研修はどんなものがあるか。 

→動画研修を行っている。 

・どんなところで役立てているか。 

→法定研修、職員研修、入職時、認知症など。法定研修がメインになっている。 

・ICTの研修はどうか。 

→介護ソフトをいくつか使っている。リハプログラム、計画書作成などで使っている。 

・なぜ今回の講習を選んだが。どう活用したいか。 

→外出支援はデイサービスの屋外活動があり、準備から知識を入れた上で運用したいと思った。 

・外国人の職員はいるか。 

→外国人の受け入れは考えていない。一度話はあった。ミャンマーの人だったがデイサービスで介護技術だけでは難し

くコミュニケーションが大事だと思い、受け入れなった。 

・チームリーダーの年齢は。 

→45歳。チームリーダー一人、リハリーダー、看護リーダー4職種で行っている。PT も OT もいる。 

・今後希望する研修は。 

→通所介護事業なので、入浴、緊急時の対応、リハ、レクリエーションを行っている。レクリエーションの中で外出支援が

使えるかと思って今回受講した。希望する研修は思いつかない。 

・Webでの研修をどこで知ったか。 

→あるのは知っていた。生活相談員の相談が 10年前にあり、その研修で知った。カイポケで見に大阪に行ったときでも

見た。半年に一度くらい案内が送られていた。内容が充実しているので去年の夏に変えた。 

・今後受講しやすい受講形態はどうか。可能性がある時間帯や曜日はどうか。 

→平日の 5～6時がよい。1時間程度。 

・職員さんは全員 PCができそうか。 

→15名いるが 5名くらいができる。 

・Zoom を設定すればアクセスできるか。 

→セッティングをしてからなら受けられる。事業所でオンラインなら受けられる。 

・研修のいかせる基準は。 

→年に一度職員と面談。どうなりたいか、やりたいこと、学びたいことを聞いている。そこで研修を進めている。 

 

・東京と沖縄で比較すると研修はオンラインを使用しないとフィールドが狭まっている、出向かないといけない感じか。 

→そうだと思う。 

・事業所をスタートされてどれくらいたつか。 

→10年になった。 

・以前は何をされていたか。 

→ずっと通所介護。20年になる。デイケアに入職、2年後新規立ち上げの手伝いでデイサービス、一旦デイケアに戻り、

有料老人ホームの立ち上げにかかわり、ここに来た。 

・20年やっている理由は。 

→小中高と野球をやっていた。看護の道も考えたが、親と相談して人と関わる仕事をしたいと思っていた。学校の先生の

勧めもあり福祉の道に進んだ。 

・野球をやっていたからこそチームワークがあり、なにかヒントがあり、マネジメントの質が生活の中に密着していたように

感じたが。 

→介護の仕事は一人でできない。協力が必要で看護師やセラピストやそことの連携がうまくいかないといいものが提供

でいない。質はとても大事にしている。連携だけでなく接遇も大切にしている。 

・やってほしい講座はあるか。 

→ナチュラルセラピー 13時～14時食事後暇にしている人が多い。2年前は職員の独学でオイルハンドマッサージをし

た。セラピーを受講してみるのもいいと思った。 

・例えば来年度、オンデマンドで受講、実践を受けて、翌日利用者さんに受けてもらうこともできる。その中で学生さんも

来てもらってやってみるのはどうか。 

・今この事業での困りごと 

→集客が困っている。ライバルが多い。ケアマネが紹介する。 

・高齢者が増えていないのか？特養が閉鎖、縮小しているところが地方に多いが。 

→高齢者数は変わっていない。選べるというのはあると思う。リハビリがいいところ、認知症対応がしっかりしているとこ

ろ、ゆっくりできるところ。うちは機能訓練に特化した事業所であれもこれもやっていると認知症の人に手が取られ、他の

人に手が回らないことがある。 

・介護度は。 

→５までいる。 

・一日の利用者さんは。 

→20名くらい。職員は 3：1 くらいである。 

（（有有））在在宅宅介介護護ササーービビススひひままわわりり  訪訪問問介介護護ひひままわわりり  

所属と資格、受講講座： 

・男性 総務・現場 介護福祉士 介護予防 

・女性 訪問介護サービス担当責任者 外出支援 

・女性 訪問介護サービス担当責任者 介護福祉士 外出支援 

・施設内でどんな研修をしているか。 

→部署単位でオンデマンドの研修を受けている。 

1本あたり５～10分、実技・講話など部署に合わせて行っている。 

管理者を中心に経営を定例会議で視聴し資料を使って行っている。 

・どこのオンデマンド研修サイトを使っているか。 

→ジョブメドレと年間契約をしている。 
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・留学生はどうか。 

→国によって違う。中国での国の事情を見越した上で来ている。ネパールの方は明るい。高齢者施設で方言を話し、高

齢者が喜ぶ。人懐っこく入りが上手である。よしあしはある。学ぶことは文化の違いがあり、意見を合わすのが大事だ

が、多少のずれがある。 

・N3 といっても怪しい人もいるがどうか。 

→N３持っていても怪しい人がいる。校内で日本語を勉強する時間を設けているが、実際伝わっていないな、ということは

ある。願書でも難しいことがある。基準に満たしていれば大丈夫ということにしている。 

・留学生、どこの国が多いか。 

→フィリピン、ネパールが多い。ベトナムは少ない。 

・ネパールのコミュニティが強いが。 

→就学資金を借りて永住権がもらえるということが口コミで広がっている。コミュニティがある。ここ数年で沖縄に増えた。

技能実習が多い。ベトナムか多く、ミャンマー、中国がちらほらである。ネパールは入ってきたところである。 

・中国の学生の層はどうか。 

→中国は少なく 1名。日本語講師をしていて興味があり入学してきた。 

デデイイササーービビススててるるててるる  男男性性  外外出出支支援援受受講講予予定定  

・独自の研修はどんなものがあるか。 

→動画研修を行っている。 

・どんなところで役立てているか。 

→法定研修、職員研修、入職時、認知症など。法定研修がメインになっている。 

・ICTの研修はどうか。 

→介護ソフトをいくつか使っている。リハプログラム、計画書作成などで使っている。 

・なぜ今回の講習を選んだが。どう活用したいか。 

→外出支援はデイサービスの屋外活動があり、準備から知識を入れた上で運用したいと思った。 

・外国人の職員はいるか。 

→外国人の受け入れは考えていない。一度話はあった。ミャンマーの人だったがデイサービスで介護技術だけでは難し

くコミュニケーションが大事だと思い、受け入れなった。 

・チームリーダーの年齢は。 

→45歳。チームリーダー一人、リハリーダー、看護リーダー4職種で行っている。PT も OT もいる。 

・今後希望する研修は。 

→通所介護事業なので、入浴、緊急時の対応、リハ、レクリエーションを行っている。レクリエーションの中で外出支援が

使えるかと思って今回受講した。希望する研修は思いつかない。 

・Webでの研修をどこで知ったか。 

→あるのは知っていた。生活相談員の相談が 10年前にあり、その研修で知った。カイポケで見に大阪に行ったときでも

見た。半年に一度くらい案内が送られていた。内容が充実しているので去年の夏に変えた。 

・今後受講しやすい受講形態はどうか。可能性がある時間帯や曜日はどうか。 

→平日の 5～6時がよい。1時間程度。 

・職員さんは全員 PCができそうか。 

→15名いるが 5名くらいができる。 

・Zoom を設定すればアクセスできるか。 

→セッティングをしてからなら受けられる。事業所でオンラインなら受けられる。 

・研修のいかせる基準は。 

→年に一度職員と面談。どうなりたいか、やりたいこと、学びたいことを聞いている。そこで研修を進めている。 

 

・東京と沖縄で比較すると研修はオンラインを使用しないとフィールドが狭まっている、出向かないといけない感じか。 

→そうだと思う。 

・事業所をスタートされてどれくらいたつか。 

→10年になった。 

・以前は何をされていたか。 

→ずっと通所介護。20年になる。デイケアに入職、2年後新規立ち上げの手伝いでデイサービス、一旦デイケアに戻り、

有料老人ホームの立ち上げにかかわり、ここに来た。 

・20年やっている理由は。 

→小中高と野球をやっていた。看護の道も考えたが、親と相談して人と関わる仕事をしたいと思っていた。学校の先生の

勧めもあり福祉の道に進んだ。 

・野球をやっていたからこそチームワークがあり、なにかヒントがあり、マネジメントの質が生活の中に密着していたように

感じたが。 

→介護の仕事は一人でできない。協力が必要で看護師やセラピストやそことの連携がうまくいかないといいものが提供

でいない。質はとても大事にしている。連携だけでなく接遇も大切にしている。 

・やってほしい講座はあるか。 

→ナチュラルセラピー 13時～14時食事後暇にしている人が多い。2年前は職員の独学でオイルハンドマッサージをし

た。セラピーを受講してみるのもいいと思った。 

・例えば来年度、オンデマンドで受講、実践を受けて、翌日利用者さんに受けてもらうこともできる。その中で学生さんも

来てもらってやってみるのはどうか。 

・今この事業での困りごと 

→集客が困っている。ライバルが多い。ケアマネが紹介する。 

・高齢者が増えていないのか？特養が閉鎖、縮小しているところが地方に多いが。 

→高齢者数は変わっていない。選べるというのはあると思う。リハビリがいいところ、認知症対応がしっかりしているとこ

ろ、ゆっくりできるところ。うちは機能訓練に特化した事業所であれもこれもやっていると認知症の人に手が取られ、他の

人に手が回らないことがある。 

・介護度は。 

→５までいる。 

・一日の利用者さんは。 

→20名くらい。職員は 3：1 くらいである。 

（（有有））在在宅宅介介護護ササーービビススひひままわわりり  訪訪問問介介護護ひひままわわりり  

所属と資格、受講講座： 

・男性 総務・現場 介護福祉士 介護予防 

・女性 訪問介護サービス担当責任者 外出支援 

・女性 訪問介護サービス担当責任者 介護福祉士 外出支援 

・施設内でどんな研修をしているか。 

→部署単位でオンデマンドの研修を受けている。 

1本あたり５～10分、実技・講話など部署に合わせて行っている。 

管理者を中心に経営を定例会議で視聴し資料を使って行っている。 

・どこのオンデマンド研修サイトを使っているか。 

→ジョブメドレと年間契約をしている。 
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・研修はどうやって決めているか。人選など基準 

→一般職員が研修に出るのは厳しい。入所時に虐待防止の動画を見てもらっている。 

部署内で動画が短いので見てもらっている。 

管理職も抜けると厳しいので、動画を見てもらっている。 

・なぜその講座を選んだのか。 

→介護予防を受けたが、仕事内でリハビリと関わることがあった。ストレッチの仕方など知りたかった。 

→訪問介護の部門でトラベルヘルパーを受けてみて。今後の業務にいかせればいいと思った。 

→やったことのない科目だったので、利用者さんのためになればいいと思って受講を希望した。 

・ICTや外国人のことで興味はどうか。 

→来年春先、外国人採用を進めている。項目の中で多様も気になっている。 

技能実習生、指導者と生活指導の講習を受けてもらうことを考えている。職員に理解を深めたいと思う。 

・職員の中で ICTの問題は。 

→タブレットでペーパレス化をようやくスタートした。タブレットの使い方がわからない、パソコンもできない方が多いのが

現状である。 

スマートホンの利用はできる。 

・Zoomはどうか。 

→コロナの時は何度か Zoomを使ったが。リアルの会議が多い。温度差があるので緊急時以外 Zoomを使用していな

い。 

・オンラインに否定的な人もいると思うがどうか。 

→否定的ではないが、覚えられない。産業医面談でオンラインを取り入れている。リンクを送ってもなかなか覚えてもらえ

ない。 

・タブレット以外で介護ロボや機器を活用する考えは。 

→検討に入っていない。 

・ナチュラルセラピーに興味、デイサービスのまったり時間に取り入れたいものはあるか。 

→アロマで石鹸づくりをやったことがある。動画であれば役立つ。 

・6つ以外であったらいい講座は。 

→調理実習を動画で見て、他がどうしているか知りたい。 

・何を知りたいかにもよる。予算、時間、基礎などアンケートに入れてほしい。ヘルパーさんの年齢は。 

→50～70歳。 

・課題は 

→ヘルパーさん独自でかかわるとその人の概念になるので、時短になるなど伝えたい。 

・訪問介護は時間が短いが。 

→メニューが決まっているのでマンネリ化する。時間配分もあるし、利用者さんを楽しませたいがそれができないのが歯

がゆい。 

・デイサービスの課題は。 

→管理職など責任を担いたくない若者が多く、次の育成が課題である。 

・管理者研修は独自で行っているか。 

→プログラムで視点を学んでもらう。他社から責任者を呼んで研修を受けてもらっている。 

・チームリーダーの年齢層は。 

→30歳代半ばが多い 

・なぜ管理者になりたくないのか。 

→自分の時間。管理者をみて、自分はそうしたくないと思う。 

 

・みなさんは管理者層になるのか。 

→男性：ずっと断ってきた。やらざるを得なくなった。 

→女性：求められてもやらない。自分のライフスタイルをメインにする。家のことなど。 

・前職は。 

→男性：製造系 

・転職の機は 

→リハビリに興味があり勉強した。機能訓練に近いことに興味があった。デイサービスにもいろいろなスタイルがある。そ

の中でも自分に合っていると思った。 

→女性：エステ。通所だとマッサージが使える。もともと通所で働いたことがあり、エステティシャンをやって、そのあとヘ

ルパーさんから。 

→女性：スーパーの販売。親の面倒を見るためにヘルパーの講習を受けて奥が深くて無理だと思ったが、離婚をきっか

けになにもわからないまま 10年くらいたっている。介護の仕事は魅力を感じている。 

・人材不足は離職者が多いのか、なり手が少ないのか。 

→両方である。大半は多職種に行く。金銭面が問題だからである。 

・会社として困っている、改善したいことはあるか。 

→人である。確保と定着が課題である。 

・介護を受ける人の募集は。 

→それは大丈夫である。ライバル会社はけっこうある。 

・サービス提供の魅力は。 

→社長が理学療法士。リハビリにこだわりがあり、魅力になっている。介護度にわけてカバーできる施設を持っているの

が強みである。 

・一番受講しやすい時間帯は。 

→業務内なら参加するが、業務外なら帰る。業務内の時間は厳しい。業務は 17時半までである。 

 いろん事業所があり定例会がある。一つの部署としてやることは可能かもしれない。 
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・研修はどうやって決めているか。人選など基準 

→一般職員が研修に出るのは厳しい。入所時に虐待防止の動画を見てもらっている。 

部署内で動画が短いので見てもらっている。 

管理職も抜けると厳しいので、動画を見てもらっている。 

・なぜその講座を選んだのか。 

→介護予防を受けたが、仕事内でリハビリと関わることがあった。ストレッチの仕方など知りたかった。 

→訪問介護の部門でトラベルヘルパーを受けてみて。今後の業務にいかせればいいと思った。 

→やったことのない科目だったので、利用者さんのためになればいいと思って受講を希望した。 

・ICTや外国人のことで興味はどうか。 

→来年春先、外国人採用を進めている。項目の中で多様も気になっている。 

技能実習生、指導者と生活指導の講習を受けてもらうことを考えている。職員に理解を深めたいと思う。 

・職員の中で ICTの問題は。 

→タブレットでペーパレス化をようやくスタートした。タブレットの使い方がわからない、パソコンもできない方が多いのが

現状である。 

スマートホンの利用はできる。 

・Zoomはどうか。 

→コロナの時は何度か Zoomを使ったが。リアルの会議が多い。温度差があるので緊急時以外 Zoomを使用していな

い。 

・オンラインに否定的な人もいると思うがどうか。 

→否定的ではないが、覚えられない。産業医面談でオンラインを取り入れている。リンクを送ってもなかなか覚えてもらえ

ない。 

・タブレット以外で介護ロボや機器を活用する考えは。 

→検討に入っていない。 

・ナチュラルセラピーに興味、デイサービスのまったり時間に取り入れたいものはあるか。 

→アロマで石鹸づくりをやったことがある。動画であれば役立つ。 

・6つ以外であったらいい講座は。 

→調理実習を動画で見て、他がどうしているか知りたい。 

・何を知りたいかにもよる。予算、時間、基礎などアンケートに入れてほしい。ヘルパーさんの年齢は。 

→50～70歳。 

・課題は 

→ヘルパーさん独自でかかわるとその人の概念になるので、時短になるなど伝えたい。 

・訪問介護は時間が短いが。 

→メニューが決まっているのでマンネリ化する。時間配分もあるし、利用者さんを楽しませたいがそれができないのが歯

がゆい。 

・デイサービスの課題は。 

→管理職など責任を担いたくない若者が多く、次の育成が課題である。 

・管理者研修は独自で行っているか。 

→プログラムで視点を学んでもらう。他社から責任者を呼んで研修を受けてもらっている。 

・チームリーダーの年齢層は。 

→30歳代半ばが多い 

・なぜ管理者になりたくないのか。 

→自分の時間。管理者をみて、自分はそうしたくないと思う。 

 

・みなさんは管理者層になるのか。 

→男性：ずっと断ってきた。やらざるを得なくなった。 

→女性：求められてもやらない。自分のライフスタイルをメインにする。家のことなど。 

・前職は。 

→男性：製造系 

・転職の機は 

→リハビリに興味があり勉強した。機能訓練に近いことに興味があった。デイサービスにもいろいろなスタイルがある。そ

の中でも自分に合っていると思った。 

→女性：エステ。通所だとマッサージが使える。もともと通所で働いたことがあり、エステティシャンをやって、そのあとヘ

ルパーさんから。 

→女性：スーパーの販売。親の面倒を見るためにヘルパーの講習を受けて奥が深くて無理だと思ったが、離婚をきっか

けになにもわからないまま 10年くらいたっている。介護の仕事は魅力を感じている。 

・人材不足は離職者が多いのか、なり手が少ないのか。 

→両方である。大半は多職種に行く。金銭面が問題だからである。 

・会社として困っている、改善したいことはあるか。 

→人である。確保と定着が課題である。 

・介護を受ける人の募集は。 

→それは大丈夫である。ライバル会社はけっこうある。 

・サービス提供の魅力は。 

→社長が理学療法士。リハビリにこだわりがあり、魅力になっている。介護度にわけてカバーできる施設を持っているの

が強みである。 

・一番受講しやすい時間帯は。 

→業務内なら参加するが、業務外なら帰る。業務内の時間は厳しい。業務は 17時半までである。 

 いろん事業所があり定例会がある。一つの部署としてやることは可能かもしれない。 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 20日（水）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 外出支援 

■実証会場 日本福祉教育専門学校 

■受講人数 外出支援   14人 

■実証担当者 内田和宏、仲野ふみ 

■講座提供 特定非営利活動法人日本トラベルヘルパー協会 

【実証スケジュール】 

12月 20日（水） AM 講座名：外出支援講座 月日（）  講座名： 

9:00 会場到着   
 

会場準備   

  ■■Wi-Fi接続確認    

  ■プロジェクター設置・投影確認   

  ■PC とプロジェクター接続   

  ■マイクチェック   

9:30 ■Zoom開始・録画   
 

講師打ち合わせ   
 

参加者の出席確認   

  講座資料・教材確認   

  アンケートを行うタイミングの確認   

9:40 実証開始                   

15:30 実証終了   

  片付け   

16:00 終了   

備考 ＊途中休憩あり   

外出支援実証の様子 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 5年 12月 20日（水）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 外出支援 

■実証会場 日本福祉教育専門学校 

■受講人数 外出支援   14人 

■実証担当者 内田和宏、仲野ふみ 

■講座提供 特定非営利活動法人日本トラベルヘルパー協会 

【実証スケジュール】 

12月 20日（水） AM 講座名：外出支援講座 月日（）  講座名： 

9:00 会場到着   
 

会場準備   

  ■■Wi-Fi接続確認    

  ■プロジェクター設置・投影確認   

  ■PC とプロジェクター接続   

  ■マイクチェック   

9:30 ■Zoom開始・録画   
 

講師打ち合わせ   
 

参加者の出席確認   

  講座資料・教材確認   

  アンケートを行うタイミングの確認   

9:40 実証開始                   

15:30 実証終了   

  片付け   

16:00 終了   

備考 ＊途中休憩あり   

外出支援実証の様子 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 9日（火）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 多様な人とのかかわり 

■実証会場 学校法人敬心学園 日本福祉教育専門学校 本校舎・Zoom 

■受講人数 8人 

■実証担当者 小林英一、仲野ふみ、長坂愛 

■講座提供 プログラム開発 多様な人とのかかわり講座分科会 

講師：鳥居、吉田 

【実証スケジュール】 

1月 9日（火）  講座名：多様な人とのかかわり 月日（）  講座名： 

12:40 Zoom立ち上げ   

12:50 講師打ち合わせ   
 

講座資料・教材確認    
 

参加者の出席確認   

  Zoom開始・録画   

13:00 実証開始                   

16:00 実証終了   

  来週の打合せ   

16:15 終了   

    

    

    

    

    

    

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 11日（木） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護 ICT/DX 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 53人 

■実証担当者 小林英一 仲野ふみ 

■講座提供 株式会社善光総合研究所／社会福祉法人善光会 

【実証スケジュール】 

1月 11日（木） 講座名：介護 ICT/DX 1日目   

8:40 Zoom 受け入れ   

9:00 実証開始    

16:00 実証終了    
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 9日（火）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 多様な人とのかかわり 

■実証会場 学校法人敬心学園 日本福祉教育専門学校 本校舎・Zoom 

■受講人数 8人 

■実証担当者 小林英一、仲野ふみ、長坂愛 

■講座提供 プログラム開発 多様な人とのかかわり講座分科会 

講師：鳥居、吉田 

【実証スケジュール】 

1月 9日（火）  講座名：多様な人とのかかわり 月日（）  講座名： 

12:40 Zoom立ち上げ   

12:50 講師打ち合わせ   
 

講座資料・教材確認    
 

参加者の出席確認   

  Zoom開始・録画   

13:00 実証開始                   

16:00 実証終了   

  来週の打合せ   

16:15 終了   

    

    

    

    

    

    

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 11日（木） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護 ICT/DX 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 53人 

■実証担当者 小林英一 仲野ふみ 

■講座提供 株式会社善光総合研究所／社会福祉法人善光会 

【実証スケジュール】 

1月 11日（木） 講座名：介護 ICT/DX 1日目   

8:40 Zoom 受け入れ   

9:00 実証開始    

16:00 実証終了    
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 14日（日） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護予防 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 6人 

■実証担当者 渡邉みどり 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本介護予防協会 

【実証スケジュール】 

1月 14日（日） 講座名：介護予防 月日（） 講座名： 

9:40 実証開始                   

16:20 実証終了   
  

  

備考  ＊途中休憩あり   

  
 

  

  
 

  

  
 

  
  

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
 

               
  

  

  
 

  
  

  
 

    

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 16日（火）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 多様な人とのかかわり 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 7人 

■実証担当者 小林英一、仲野ふみ、長坂愛 

■講座提供 プログラム開発 多様な人とのかかわり講座分科会 

講師：鳥居、吉田 

【実証スケジュール】 

1月 16日（火）  講座名：多様な人とのかかわり 月日（）  講座名： 

12:40 Zoom立ち上げ   

12:50 講師打ち合わせ   
 

講座資料・教材確認    
 

参加者の出席確認   

  Zoom開始・録画   

13:00 実証開始                   

16:00 実証終了   

  講師打合せ   

16:15 終了   
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 14日（日） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護予防 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 6人 

■実証担当者 渡邉みどり 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本介護予防協会 

【実証スケジュール】 

1月 14日（日） 講座名：介護予防 月日（） 講座名： 

9:40 実証開始                   

16:20 実証終了   
  

  

備考  ＊途中休憩あり   

  
 

  

  
 

  

  
 

  
  

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
 

               
  

  

  
 

  
  

  
 

    

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 16日（火）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 多様な人とのかかわり 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 7人 

■実証担当者 小林英一、仲野ふみ、長坂愛 

■講座提供 プログラム開発 多様な人とのかかわり講座分科会 

講師：鳥居、吉田 

【実証スケジュール】 

1月 16日（火）  講座名：多様な人とのかかわり 月日（）  講座名： 

12:40 Zoom立ち上げ   

12:50 講師打ち合わせ   
 

講座資料・教材確認    
 

参加者の出席確認   

  Zoom開始・録画   

13:00 実証開始                   

16:00 実証終了   

  講師打合せ   

16:15 終了   
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 18日（木）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 12人 

■実証担当者 長坂愛 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会 

【実証スケジュール】 

1月 18日（木） 講座名：ナチュラルセラピー  月 日（ ） 講座名： 

15:30 Zoom立ち上げ   
 

講師打ち合せ   
 

■画面共有の確認   
 

■参加者の確認   

15:55 Zoom受け入れ   

16:00 実証開始   

17:00 実証終了   

17:10 終了   

    
  

  
  

  
  

  
  

  

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 19日（金）  

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 外出支援  ナチュラルセラピー ICT/DX 

■実証会場 ウィリング横浜  

■受講人数 外出支援 対面 3人 オンライン 14人/ ナチュラルセラピー 12人/ ICT/DX 53人 

■実証担当者 櫻井 直人  プログラム開発委員 ナチュラルセラピー分科会  

光星 きらら  プログラム開発委員 ナチュラルセラピー分科会 

角田 大騎  プログラム開発委員 介護予防分科会  

小林 英一  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

長坂 愛    非常勤コーデネーター 

渡邉みどり  プログラム開発コーデネーター 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本トラベルヘルパー協会 

一般社団法人自然セラピスト協会 

株式会社善光総合研究所／社会福祉法人善光会 

【実証スケジュール】 

1月 19日（金） 講座名：外出支援   1月 19日（金） 講座名：ナチュラルセラピー 

9:00 会場到着・会場準備 9:00 会場準備 

  ■プロジェクター設置・投影確認  ■プロジェクター設置・投影確認 

  ■Wi-Fi PC とプロジェクター接続  ■Wi-Fi PC とプロジェクター接続 

  ■マイクチェック Zoom開始・録画  ■マイクチェック Zoom開始・録画 
 

講師打ち合わせ 11:00 実証同行委員との打ち合わせ 

  参加者の出席簿 資料・教材確認 12:30 講師打ち合わせ 

9:40 実証開始                  参加者の出席簿 資料・教材確認 

15:30 実証終了 13:00 実証開始  

  片付け 15:30 実証終了 片付け 

16:00 終了 16:00～17:00 ナチュラルセラピー分科会 

備考  ＊途中休憩あり  介護予防分科会打ち合わせ 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 18日（木）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 12人 

■実証担当者 長坂愛 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会 

【実証スケジュール】 

1月 18日（木） 講座名：ナチュラルセラピー  月 日（ ） 講座名： 

15:30 Zoom立ち上げ   
 

講師打ち合せ   
 

■画面共有の確認   
 

■参加者の確認   

15:55 Zoom受け入れ   

16:00 実証開始   

17:00 実証終了   

17:10 終了   

    
  

  
  

  
  

  
  

  

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 19日（金）  

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 外出支援  ナチュラルセラピー ICT/DX 

■実証会場 ウィリング横浜  

■受講人数 外出支援 対面 3人 オンライン 14人/ ナチュラルセラピー 12人/ ICT/DX 53人 

■実証担当者 櫻井 直人  プログラム開発委員 ナチュラルセラピー分科会  

光星 きらら  プログラム開発委員 ナチュラルセラピー分科会 

角田 大騎  プログラム開発委員 介護予防分科会  

小林 英一  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

長坂 愛    非常勤コーデネーター 

渡邉みどり  プログラム開発コーデネーター 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本トラベルヘルパー協会 

一般社団法人自然セラピスト協会 

株式会社善光総合研究所／社会福祉法人善光会 

【実証スケジュール】 

1月 19日（金） 講座名：外出支援   1月 19日（金） 講座名：ナチュラルセラピー 

9:00 会場到着・会場準備 9:00 会場準備 

  ■プロジェクター設置・投影確認  ■プロジェクター設置・投影確認 

  ■Wi-Fi PC とプロジェクター接続  ■Wi-Fi PC とプロジェクター接続 

  ■マイクチェック Zoom開始・録画  ■マイクチェック Zoom開始・録画 
 

講師打ち合わせ 11:00 実証同行委員との打ち合わせ 

  参加者の出席簿 資料・教材確認 12:30 講師打ち合わせ 

9:40 実証開始                  参加者の出席簿 資料・教材確認 

15:30 実証終了 13:00 実証開始  

  片付け 15:30 実証終了 片付け 

16:00 終了 16:00～17:00 ナチュラルセラピー分科会 

備考  ＊途中休憩あり  介護予防分科会打ち合わせ 
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1月 19日（金） 講座名：ICT/DX  2日目 【課題】 

①テキスト、アンケート、ZoomURLの送付時期 

当日届いていないなどの問い合わせがあった。 

②対面の会場に辿り着けない受講生がいた。 

③講師側 PPT などの資料がなく、当日共有できなかっ

た。 

④外出支援の受講後の課題提出についてのアナウンス

が足らず受講生から問い合わせがあった。 

⑤Zoomの操作自体ができない講師・受講生がいた。 

【改善点】 

① について 

＊申し込み返信時、講座開催の 1 週間前後にテキスト、

アンケート、ZoomURLを送ることをアナウンスする。 

＊募集締め切りを 1 週間前にし、受講 1 週間前にテキス

ト、アンケート、ZoomURL、事前課題が全てセットで送

り前日にリマインドで再び上記に詳細を送る。 

②対面の会場については、部屋番号、アクセス方法をよ

り細かく提示する。 

③講座で共有する資料は事前に作成する。 

④受講後の流れについて、資格取得までの流れを作成し

講座後に案内する。 

⑤Zoom の操作の説明動画を作成し事前に学習してきて

もらう。 

8:40 Zoom 受け入れ 

9:00 実証開始  

16:00 実証終了  

   

  

   

   

  

  

   

  

備考  ＊途中休憩あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出支援実証の様子 

 

                                        

  

 

 

 

  

  

  

  

ナナチチュュララルルセセララピピーー実実証証のの様様子子  
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1月 19日（金） 講座名：ICT/DX  2日目 【課題】 

①テキスト、アンケート、ZoomURLの送付時期 

当日届いていないなどの問い合わせがあった。 

②対面の会場に辿り着けない受講生がいた。 

③講師側 PPT などの資料がなく、当日共有できなかっ

た。 

④外出支援の受講後の課題提出についてのアナウンス

が足らず受講生から問い合わせがあった。 

⑤Zoomの操作自体ができない講師・受講生がいた。 

【改善点】 

① について 

＊申し込み返信時、講座開催の 1 週間前後にテキスト、

アンケート、ZoomURLを送ることをアナウンスする。 

＊募集締め切りを 1 週間前にし、受講 1 週間前にテキス

ト、アンケート、ZoomURL、事前課題が全てセットで送

り前日にリマインドで再び上記に詳細を送る。 

②対面の会場については、部屋番号、アクセス方法をよ

り細かく提示する。 

③講座で共有する資料は事前に作成する。 

④受講後の流れについて、資格取得までの流れを作成し

講座後に案内する。 

⑤Zoom の操作の説明動画を作成し事前に学習してきて

もらう。 

8:40 Zoom 受け入れ 

9:00 実証開始  

16:00 実証終了  

   

  

   

   

  

  

   

  

備考  ＊途中休憩あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出支援実証の様子 

 

                                        

  

 

 

 

  

  

  

  

ナナチチュュララルルセセララピピーー実実証証のの様様子子  
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 20日（土）  

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護予防 

■実証会場 学校法人敬心学園 日本福祉教育専門学校 高田校舎 234号室 

■受講人数  16人 

■実証担当者 角田 大騎   プログラム開発委員 介護予防分科会 

光星 きらら  プログラム開発委員  ナチュラルセラピー分科会 

柳沼 亮一  実証委員 

八子 久美子 実証委員 

渡邉みどり  プログラム開発コーディネーター 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本介護予防協会 

【実証スケジュール】 

1月 20日（土） 講座名：介護予防  【課題】 

① スクーリングの内容について、主催者側と内容
の共有ができていなかった。 

② セッティングのレイアウトについて事前の共有
ができていなかった 

③ スクーリング欠席者の補講についての対応。 

④ ほとんどの参加者が学生であり、介護職の参
加が少なかったためアンケート質問内容に答

えられなかった。 

【改善点】 

① 事前共有をする。 

② レイアウトなども確認し会場の広さも検討す
る。 

③ 期限を決めて受講してもらい、受講終了の連
絡を主催者側にもらう。 

④ 学生も回答しやすい質問にする。 

9:00 会場到着・会場準備 

  ■Wi-Fi接続確認 

  ■プロジェクター設置・投影確認 

  ■PC とプロジェクター接続 

  ■マイクチェック 

  ■Zoom開始・録画 

9:30 講師打ち合わせ 

  参加者の出席簿・講座資料・教材確認 

  インタビューを行う受講生の選出 

9:40 実証開始                 

16:30 実証終了 

16:30 インタビュー 

17:30 片付け・終了 

備考  ＊途中休憩あり 

 

受講生インタビュー 

インタビュー項目 

１：今回開催した 6つの講座の中で、なぜ、この講座を受講したのか？ 

２：この講座の良かった点・改善してほしい点はなにか？ 

３：この講座は現場で活用できると思いますか？ 

3:：できると答えた人：どのような場面でそれが活用できると思うか？ 

 できないと答えた人：なぜ、活用できないと思うのか？ 

4:：介護職の視点から、ほかにどのようなプログラムを追加したら、介護職が行う介護予防に 

なると思うか？ 

５：講座の時間についてどうだったか？受講継続しやすい時間はどれくらい？ 

６：オンラインとスクーリングの配分について、受講継続しやすい配分や時間はどれくらい？ 

７：事前課題について、申し込みからどれくらい前に届いていたら準備できますか？ 

８：今回の講座を他人に進めたいと思いますか？ 

  

  

介介護護予予防防実実証証のの様様子子  
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 20日（土）  

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護予防 

■実証会場 学校法人敬心学園 日本福祉教育専門学校 高田校舎 234号室 

■受講人数  16人 

■実証担当者 角田 大騎   プログラム開発委員 介護予防分科会 

光星 きらら  プログラム開発委員  ナチュラルセラピー分科会 

柳沼 亮一  実証委員 

八子 久美子 実証委員 

渡邉みどり  プログラム開発コーディネーター 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本介護予防協会 

【実証スケジュール】 

1月 20日（土） 講座名：介護予防  【課題】 

① スクーリングの内容について、主催者側と内容
の共有ができていなかった。 

② セッティングのレイアウトについて事前の共有
ができていなかった 

③ スクーリング欠席者の補講についての対応。 

④ ほとんどの参加者が学生であり、介護職の参
加が少なかったためアンケート質問内容に答

えられなかった。 

【改善点】 

① 事前共有をする。 

② レイアウトなども確認し会場の広さも検討す
る。 

③ 期限を決めて受講してもらい、受講終了の連
絡を主催者側にもらう。 

④ 学生も回答しやすい質問にする。 

9:00 会場到着・会場準備 

  ■Wi-Fi接続確認 

  ■プロジェクター設置・投影確認 

  ■PC とプロジェクター接続 

  ■マイクチェック 

  ■Zoom開始・録画 

9:30 講師打ち合わせ 

  参加者の出席簿・講座資料・教材確認 

  インタビューを行う受講生の選出 

9:40 実証開始                 

16:30 実証終了 

16:30 インタビュー 

17:30 片付け・終了 

備考  ＊途中休憩あり 

 

受講生インタビュー 

インタビュー項目 

１：今回開催した 6つの講座の中で、なぜ、この講座を受講したのか？ 

２：この講座の良かった点・改善してほしい点はなにか？ 

３：この講座は現場で活用できると思いますか？ 

3:：できると答えた人：どのような場面でそれが活用できると思うか？ 

 できないと答えた人：なぜ、活用できないと思うのか？ 

4:：介護職の視点から、ほかにどのようなプログラムを追加したら、介護職が行う介護予防に 

なると思うか？ 

５：講座の時間についてどうだったか？受講継続しやすい時間はどれくらい？ 

６：オンラインとスクーリングの配分について、受講継続しやすい配分や時間はどれくらい？ 

７：事前課題について、申し込みからどれくらい前に届いていたら準備できますか？ 

８：今回の講座を他人に進めたいと思いますか？ 

  

  

介介護護予予防防実実証証のの様様子子  
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 21日（日） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護予防 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 11人 

■実証担当者 渡邉みどり 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本介護予防協会 

【実証スケジュール】 

1月 21日（日） 講座名：介護予防 月日（） 講座名： 

9:40 実証開始                   

16:20 実証終了   
  

  

備考  ＊途中休憩あり   

  
 

  

  
 

  

  
 

  
  

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
 

               
  

  
  

  
 

    

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 21日（日）  

■委託事業名 令和 6 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 マネジメント 

■実証会場 リファレンス大阪第 4ビル 

■受講人数 11人 

■実証担当者 菊地 克彦  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

前田 みどり プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

朝野 愛子  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

太原 靖一郎 プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

内田 和宏  実証コーディネーター マネジメント講座分科会委員 

小林 英一  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

■講座提供 プログラム開発 マネジメント講座分科会 

講師：菊地、前田、朝野、太原、内田 

【実証スケジュール】 

1月 21日（日） 講座名：マネジメント  

12:00 会場到着・会場準備 
 

■Wi-Fi接続確認、プロジェクター設置・投影確認、PC とプロジェクター接続 、マイクチェック 

  ■ビデオ開始・録画 
 

講師打ち合わせ 

  参加者の出席簿 

  講座資料・教材確認 

  アンケートを行うタイミングの確認 

13:00 実証開始                 

19:00 実証終了 

  片付け 

18:30 終了 

備考 ＊途中休憩あり 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 21日（日） 

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 介護予防 

■実証会場 Zoom 

■受講人数 11人 

■実証担当者 渡邉みどり 

■講座提供 特定非営利活動法人 日本介護予防協会 

【実証スケジュール】 

1月 21日（日） 講座名：介護予防 月日（） 講座名： 

9:40 実証開始                   

16:20 実証終了   
  

  

備考  ＊途中休憩あり   

  
 

  

  
 

  

  
 

  
  

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  
 

               
  

  
  

  
 

    

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 21日（日）  

■委託事業名 令和 6 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 マネジメント 

■実証会場 リファレンス大阪第 4ビル 

■受講人数 11人 

■実証担当者 菊地 克彦  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

前田 みどり プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

朝野 愛子  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

太原 靖一郎 プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

内田 和宏  実証コーディネーター マネジメント講座分科会委員 

小林 英一  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

■講座提供 プログラム開発 マネジメント講座分科会 

講師：菊地、前田、朝野、太原、内田 

【実証スケジュール】 

1月 21日（日） 講座名：マネジメント  

12:00 会場到着・会場準備 
 

■Wi-Fi接続確認、プロジェクター設置・投影確認、PC とプロジェクター接続 、マイクチェック 

  ■ビデオ開始・録画 
 

講師打ち合わせ 

  参加者の出席簿 

  講座資料・教材確認 

  アンケートを行うタイミングの確認 

13:00 実証開始                 

19:00 実証終了 

  片付け 

18:30 終了 

備考 ＊途中休憩あり 
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受講生インタビュー（2名）マネジメント経験者（5年以上・10年以上） 

１：今回開催した 6つの講座の中で、なぜ、この講座を受講したのか？ 

・会社から言われてきた。 

２：この講座の良かった点・改善してほしい点はなにか？ 

・非常に今の仕事に役に立つ話だった。具体的で明日から出来る内容だったからよかった。長時間だと思ったが、あっ

という間だった。資料がすべて手元にあるわけではないため、目が悪くてスクリーンが見えないときがあった。日頃か

ら面談をしているため、そういう人には自分の振り返りをしながら出来たので、とても良かったと思う。面談やマネジメ

ント経験がない人には少し難しいかもしれない。 

・会社指示で参加したが、これほど頭が整理された、仕事に役立つ、マネジメント総論の講義は受けたことがない。初

めてマネジメントをした人には難しいかもしれないが、経験者としては総論として網羅されたため、非常に勉強になっ

た。 

３：この講座は現場で活用できると思いますか？ 

・ロールプレイ、話の聞き方、話の割合、面談のやり方など、明日からすぐに使える内容だった。 

・自分のリーダシップスタイルを知ることができた。リーダシップスタイルで２番が多く、それが課題であることが明らか

になったのでよかった。そういったことを踏まえて、整理することができた。 

４：介護職管理職としての視点から、ほかにどのようなプログラムを追加したら、介護職へのマネジメントできるようになる

と思うか？  

・運営・経営の経営の話を学びたい。一般的な経営ではなく、介護施設の経営というジャンルであれば受けてみたい。

普段、経営に関して学ぶ機会は OJTが多い。介護業界の社会情勢や制度などを踏まえ、将来を踏まえた介護事業

所の経営をどうするか、といったプログラムには興味がある。 

・介護現場に応募してくる人は精神に問題を抱えた方も多く、優しい人（逆に言えばガラスのハートの人）も多い。Z世

代、シニア層も多い。そういう人への関わり方に悩んでいる人が多い。そういう介護施設に応募してくる職員の人の特

性を踏まえたマネジメント講座があると興味深い。 

５：講座の時間についてどうだったか？受講継続しやすい時間はどれくらい？ 

・内容的には充実してたが、時間が足りなかったと思う。それぞれ 1時間に 5分程度息抜きが欲しい。 

・充実していてよかったが、丸 1日にしてもよいのではと思った。会社の仕事として研修に来るときは、半日ではなくて

も、1日単位の方が参加しやすいかもしれない。 

６：オンラインとスクーリングの配分について、受講継続しやすい配分や時間はどれくらい？ 

・この内容だったら、対面でやった方がよいと思う。 

７：事前課題について、申し込みからどれくらい前に届いていたら準備できますか？ 

・特に問題なし。分量も丁度良いと思う。 

 

ママネネジジメメンントト実実証証のの様様子子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 23日（火）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 多様な人とのかかわり 

■実証会場 ウィリング横浜 

■受講人数 1人 

■実証担当者 長坂愛 

■講座提供 プログラム開発 多様な人とのかかわり講座分科会 

講師：吉田 

【実証スケジュール】 

1月 23日（火）  講座名：多様な人とのかかわり 月日（）  講座名： 

12:30 会場設営   
 

講師打ち合わせ   
 

講座資料・教材確認    
 

参加者の出席確認   

  Zoom開始・録画   

13:00 実証                   

    

 ※対面での受講希望があり準備を

行ったが、当日キャンセルとなっ

た。 
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受講生インタビュー（2名）マネジメント経験者（5年以上・10年以上） 

１：今回開催した 6つの講座の中で、なぜ、この講座を受講したのか？ 

・会社から言われてきた。 

２：この講座の良かった点・改善してほしい点はなにか？ 

・非常に今の仕事に役に立つ話だった。具体的で明日から出来る内容だったからよかった。長時間だと思ったが、あっ

という間だった。資料がすべて手元にあるわけではないため、目が悪くてスクリーンが見えないときがあった。日頃か

ら面談をしているため、そういう人には自分の振り返りをしながら出来たので、とても良かったと思う。面談やマネジメ

ント経験がない人には少し難しいかもしれない。 

・会社指示で参加したが、これほど頭が整理された、仕事に役立つ、マネジメント総論の講義は受けたことがない。初

めてマネジメントをした人には難しいかもしれないが、経験者としては総論として網羅されたため、非常に勉強になっ

た。 

３：この講座は現場で活用できると思いますか？ 

・ロールプレイ、話の聞き方、話の割合、面談のやり方など、明日からすぐに使える内容だった。 

・自分のリーダシップスタイルを知ることができた。リーダシップスタイルで２番が多く、それが課題であることが明らか

になったのでよかった。そういったことを踏まえて、整理することができた。 

４：介護職管理職としての視点から、ほかにどのようなプログラムを追加したら、介護職へのマネジメントできるようになる

と思うか？  

・運営・経営の経営の話を学びたい。一般的な経営ではなく、介護施設の経営というジャンルであれば受けてみたい。

普段、経営に関して学ぶ機会は OJTが多い。介護業界の社会情勢や制度などを踏まえ、将来を踏まえた介護事業

所の経営をどうするか、といったプログラムには興味がある。 

・介護現場に応募してくる人は精神に問題を抱えた方も多く、優しい人（逆に言えばガラスのハートの人）も多い。Z世

代、シニア層も多い。そういう人への関わり方に悩んでいる人が多い。そういう介護施設に応募してくる職員の人の特

性を踏まえたマネジメント講座があると興味深い。 

５：講座の時間についてどうだったか？受講継続しやすい時間はどれくらい？ 

・内容的には充実してたが、時間が足りなかったと思う。それぞれ 1時間に 5分程度息抜きが欲しい。 

・充実していてよかったが、丸 1日にしてもよいのではと思った。会社の仕事として研修に来るときは、半日ではなくて

も、1日単位の方が参加しやすいかもしれない。 

６：オンラインとスクーリングの配分について、受講継続しやすい配分や時間はどれくらい？ 

・この内容だったら、対面でやった方がよいと思う。 

７：事前課題について、申し込みからどれくらい前に届いていたら準備できますか？ 

・特に問題なし。分量も丁度良いと思う。 

 

ママネネジジメメンントト実実証証のの様様子子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 23日（火）  

■委託事業名 令和 5年度「専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 多様な人とのかかわり 

■実証会場 ウィリング横浜 

■受講人数 1人 

■実証担当者 長坂愛 

■講座提供 プログラム開発 多様な人とのかかわり講座分科会 

講師：吉田 

【実証スケジュール】 

1月 23日（火）  講座名：多様な人とのかかわり 月日（）  講座名： 

12:30 会場設営   
 

講師打ち合わせ   
 

講座資料・教材確認    
 

参加者の出席確認   

  Zoom開始・録画   

13:00 実証                   

    

 ※対面での受講希望があり準備を

行ったが、当日キャンセルとなっ

た。 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 27日 (土) 

■委託事業名 令和５年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 マネジメント 

■実証会場 エキニア横浜 The point 『４L』 

■受講人数 11人 

■実証担当者 菊地 克彦  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

朝野 愛子  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

太原 靖一郎 プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

内田 和宏  実証コーディネーター マネジメント講座分科会委員 

千石 友明  実証委員 

長坂 愛   事務局 

■講座提供 プログラム開発 マネジメント講座分科会 

講師：菊地、朝野、太原、内田 

【実証スケジュール】 

1月 27日（土） 講座名：マネジメント  

12:00 会場到着・会場準備 
 

■Wi-Fi 接続確認、プロジェクター設置・投影確認、PC とプロジェクター接続 、マイクチェ

ック 

  ■ビデオ開始・録画 
 

講師打ち合わせ 

  参加者の出席簿 

  講座資料・教材確認 

  アンケートを行うタイミングの確認 

13:00 実証開始                 

19:00 実証終了 

  片付け 

19:30 終了 

備考 ＊途中休憩あり 

 

受講生インタビュー（２名、施設長 3年以上、管理者 1年以上） 

インタビュー項目 

１：今回開催した 6つの講座の中で、なぜ、この講座を受講したのか？ 

・会社から管理者向けにお知らせがあったため。 

・ご自身が昨年 6月から管理していて外部の講座に参加してみたかったため。 

２：この講座の良かった点・改善してほしい点はなにか？ 

・よかった点は自身のマネジメントの課題点がみつかり、明日から実践できそうなことがあった点である。グル

ープワークは他施設、多職種の人と交流が出来たらさらによかった。リーダシップスタイルについて、２の項

目が多かったことに気がついたのはよかった。時間が長かったので、最初はあまり乗り気がしないなかでの

参加だったが、講義は楽しかったので時間はすぐに過ぎた。自分はデイサービスで働いているが、事例とし

ては共通する点は多かったので気にならず勉強することができた。 

・マネジメントの概論として聞いたことがあるものもあったが、今回さらに細かいことを知れたのでよかった。知

ってはいる知識を実行できていなことを気づくことができた。終わりの時間が少し遅いので、朝からしていた

だいた方が私は都合がよい。 

３：この講座は現場で活用できると思いますか？ 

・コミュニケーションは質より量ということを再確認できたので、再度意識してコミュニケーションを試みたいと思

っている。 

・現場で活かせそうな気はしている。席の位置関係を意識してみる。働きかけることも、質より量が大事である

こと、理念の伝え方、相手の理解の確認をきちんと行おうと思った。 

４：介護職管理職としての視点から、ほかにどのようなプログラムを追加したら、介護職へのマネジメントできるよ

うになると思うか？  

・デイサービスで使えるテーブルレクレーションの講座があると嬉しい。 

・今はマネジメントに興味があるので、自分にとって本講座が有意義であった。 

５：講座の時間についてどうだったか？受講継続しやすい時間はどれくらい？ 

・聞いているだけではない講座だったので、ちょうどよかった。 

・ちょうどよかった。 

６：オンラインとスクーリングの配分について、受講継続しやすい配分や時間はどれくらい？ 

・対面の方がよい。 

・対面の方がよい。 

７：事前課題について、申し込みからどれくらい前に届いていたら準備できますか？ 

・そこまで難しくなかったのし、量も丁度良かった。 

・負担にならなく、ちょうどよかった。 

８：今回の講座を他人に進めたいと思いますか？ 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 27日 (土) 

■委託事業名 令和５年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 マネジメント 

■実証会場 エキニア横浜 The point 『４L』 

■受講人数 11人 

■実証担当者 菊地 克彦  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

朝野 愛子  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

太原 靖一郎 プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

内田 和宏  実証コーディネーター マネジメント講座分科会委員 

千石 友明  実証委員 

長坂 愛   事務局 

■講座提供 プログラム開発 マネジメント講座分科会 

講師：菊地、朝野、太原、内田 

【実証スケジュール】 

1月 27日（土） 講座名：マネジメント  

12:00 会場到着・会場準備 
 

■Wi-Fi 接続確認、プロジェクター設置・投影確認、PC とプロジェクター接続 、マイクチェ

ック 

  ■ビデオ開始・録画 
 

講師打ち合わせ 

  参加者の出席簿 

  講座資料・教材確認 

  アンケートを行うタイミングの確認 

13:00 実証開始                 

19:00 実証終了 

  片付け 

19:30 終了 

備考 ＊途中休憩あり 

 

受講生インタビュー（２名、施設長 3年以上、管理者 1年以上） 

インタビュー項目 

１：今回開催した 6つの講座の中で、なぜ、この講座を受講したのか？ 

・会社から管理者向けにお知らせがあったため。 

・ご自身が昨年 6月から管理していて外部の講座に参加してみたかったため。 

２：この講座の良かった点・改善してほしい点はなにか？ 

・よかった点は自身のマネジメントの課題点がみつかり、明日から実践できそうなことがあった点である。グル

ープワークは他施設、多職種の人と交流が出来たらさらによかった。リーダシップスタイルについて、２の項

目が多かったことに気がついたのはよかった。時間が長かったので、最初はあまり乗り気がしないなかでの

参加だったが、講義は楽しかったので時間はすぐに過ぎた。自分はデイサービスで働いているが、事例とし

ては共通する点は多かったので気にならず勉強することができた。 

・マネジメントの概論として聞いたことがあるものもあったが、今回さらに細かいことを知れたのでよかった。知

ってはいる知識を実行できていなことを気づくことができた。終わりの時間が少し遅いので、朝からしていた

だいた方が私は都合がよい。 

３：この講座は現場で活用できると思いますか？ 

・コミュニケーションは質より量ということを再確認できたので、再度意識してコミュニケーションを試みたいと思

っている。 

・現場で活かせそうな気はしている。席の位置関係を意識してみる。働きかけることも、質より量が大事である

こと、理念の伝え方、相手の理解の確認をきちんと行おうと思った。 

４：介護職管理職としての視点から、ほかにどのようなプログラムを追加したら、介護職へのマネジメントできるよ

うになると思うか？  

・デイサービスで使えるテーブルレクレーションの講座があると嬉しい。 

・今はマネジメントに興味があるので、自分にとって本講座が有意義であった。 

５：講座の時間についてどうだったか？受講継続しやすい時間はどれくらい？ 

・聞いているだけではない講座だったので、ちょうどよかった。 

・ちょうどよかった。 

６：オンラインとスクーリングの配分について、受講継続しやすい配分や時間はどれくらい？ 

・対面の方がよい。 

・対面の方がよい。 

７：事前課題について、申し込みからどれくらい前に届いていたら準備できますか？ 

・そこまで難しくなかったのし、量も丁度良かった。 

・負担にならなく、ちょうどよかった。 

８：今回の講座を他人に進めたいと思いますか？ 
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・眠くならない、楽しい講座として勧めることができる。 

・勧めたいと思う。神奈川で研修しているという先生もいただので、他の研修も調べてみたい。本で見るのと実

際に聞くのは違うので、対面でやっていただいたほうがよい。 

 

ママネネジジメメンントト実実証証のの様様子子  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 28日（日）  

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 マネジメント 

■実証会場 日本福祉教育専門学校 本校舎 142教室 

■受講人数 24人 

■実証担当者 菊地 克彦  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

朝野 愛子  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

太原 靖一郎 プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

内田 和宏  実証コーディネーター マネジメント講座分科会委員 

渡邉みどり  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

伊藤 健次  プログラム開発委員 

■講座提供 プログラム開発 マネジメント講座分科会 

講師：菊地、朝野、太原、内田 

【実証スケジュール】 

1月 28日（日） 講座名：マネジメント  

12:00 会場到着・会場準備 
 

■Wi-Fi 接続確認、プロジェクター設置・投影確認、PC とプロジェクター接続 、マイクチェ

ック 

  ■ビデオ開始・録画 
 

講師打ち合わせ 

  参加者の出席簿 

  講座資料・教材確認 

  アンケートを行うタイミングの確認 

13:00 実証開始                 
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・眠くならない、楽しい講座として勧めることができる。 

・勧めたいと思う。神奈川で研修しているという先生もいただので、他の研修も調べてみたい。本で見るのと実

際に聞くのは違うので、対面でやっていただいたほうがよい。 

 

ママネネジジメメンントト実実証証のの様様子子  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 1月 28日（日）  

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 マネジメント 

■実証会場 日本福祉教育専門学校 本校舎 142教室 

■受講人数 24人 

■実証担当者 菊地 克彦  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

朝野 愛子  プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

太原 靖一郎 プログラム開発 マネジメント講座分科会委員 

内田 和宏  実証コーディネーター マネジメント講座分科会委員 

渡邉みどり  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

伊藤 健次  プログラム開発委員 

■講座提供 プログラム開発 マネジメント講座分科会 

講師：菊地、朝野、太原、内田 

【実証スケジュール】 

1月 28日（日） 講座名：マネジメント  

12:00 会場到着・会場準備 
 

■Wi-Fi 接続確認、プロジェクター設置・投影確認、PC とプロジェクター接続 、マイクチェ

ック 

  ■ビデオ開始・録画 
 

講師打ち合わせ 

  参加者の出席簿 

  講座資料・教材確認 

  アンケートを行うタイミングの確認 

13:00 実証開始                 
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19:00 実証終了 

  片付け 

19:30 終了 

備考 ＊途中休憩あり 

 

受講生インタビュー（プログラム開発委員） 

・現場での実践が目標である場合、太原先生以外の２つの講座にもスキルトレーニングの演習内容がよく入った

方がよりよいと思った。講義内容としては充実しているが、演習増やしてもよいかと思った。 

・6時間一本勝負は厳しいのではないか。例えば、1時限を 3時間にして、講義+演習として 3日に分けるという

のもよいのではないか。今日は現場を知らない管理者が多い印象であった。「現場を知らないマネジメント職

向け」と「現場経験をしてのマネジメント職」によって学ぶべきことは違うと思う。福祉のベースはあるけどマネ

ジメントがない、企業マネジメントは知っているが福祉ベースはないなど、人によって内容を変えたり、順番を

変えてもよいのではないか。例えば、今日のような参加者だった場合は、朝野先生→菊地先生→太原先生と

いう順番で学んでもよいのではないか。 

 

ママネネジジメメンントト実実証証のの様様子子  

  

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 2月 2日（金）  

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 穴吹パティシエ福祉カレッジ 

■受講人数 ナチュラルセラピー 24人 

■実証担当者 仲野 ふみ  事務局 

長坂 愛    非常勤コーディネーター 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会 

 

【実証スケジュール】 

2月 2日（金） 講座名：ナチュラルセラピー 月日（） 講座名： 

13:00 ・会場準備   

  ■プロジェクター設置・投影確認   

  ■Wi-Fi PC とプロジェクター接続   

  ■マイクチェック    

13:30 ・実証開始（講義）   

14:30 教材準備・設営   

15:00 実証開始（実技）                   

16:30 実証終了   

 片付け   

17:00 終了   

    

備考  ＊途中休憩あり   
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19:00 実証終了 

  片付け 

19:30 終了 

備考 ＊途中休憩あり 

 

受講生インタビュー（プログラム開発委員） 

・現場での実践が目標である場合、太原先生以外の２つの講座にもスキルトレーニングの演習内容がよく入った

方がよりよいと思った。講義内容としては充実しているが、演習増やしてもよいかと思った。 

・6時間一本勝負は厳しいのではないか。例えば、1時限を 3時間にして、講義+演習として 3日に分けるという

のもよいのではないか。今日は現場を知らない管理者が多い印象であった。「現場を知らないマネジメント職

向け」と「現場経験をしてのマネジメント職」によって学ぶべきことは違うと思う。福祉のベースはあるけどマネ

ジメントがない、企業マネジメントは知っているが福祉ベースはないなど、人によって内容を変えたり、順番を

変えてもよいのではないか。例えば、今日のような参加者だった場合は、朝野先生→菊地先生→太原先生と

いう順番で学んでもよいのではないか。 

 

ママネネジジメメンントト実実証証のの様様子子  

  

 

令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 2月 2日（金）  

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 ナチュラルセラピー 

■実証会場 穴吹パティシエ福祉カレッジ 

■受講人数 ナチュラルセラピー 24人 

■実証担当者 仲野 ふみ  事務局 

長坂 愛    非常勤コーディネーター 

■講座提供 一般社団法人自然セラピスト協会 

 

【実証スケジュール】 

2月 2日（金） 講座名：ナチュラルセラピー 月日（） 講座名： 

13:00 ・会場準備   

  ■プロジェクター設置・投影確認   

  ■Wi-Fi PC とプロジェクター接続   

  ■マイクチェック    

13:30 ・実証開始（講義）   

14:30 教材準備・設営   

15:00 実証開始（実技）                   

16:30 実証終了   

 片付け   

17:00 終了   

    

備考  ＊途中休憩あり   
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受講生インタビュー（以前ナチュラルセラピーを受講された先生） 

質質問問１１：：今今回回のの授授業業をを行行っっててのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

・悪かった点として、基本的には多国籍であったため、香りやその他も含めて、文化が国によって違うので、事前

に知っておくとよかったと感じた。 

・時期は、理想的であった。ある程度、介護の基礎の部分を理解したうえで、生活支援としての手段を学べてい

ると思う。入学して間もない方だと、混乱すると思う。 

質質問問２２：：授授業業をを行行っってて、、介介護護福福祉祉学学科科のの学学生生にに提提供供ででききそそううかか？？ままたたそそれれににつついいててのの理理由由  

・受講者が、大人の方であれば、家族や周囲の方へという手段になるが、若年層に関しては、“どこで使えばよ

いのだろう”となると思う。また、1（講師）対 60（学生）での講義は厳しい。サポートの教員が必須である。少数で

グループ分けして、見回りながら行うのであれば、出来るかなと感じる。 

・授業の中では、手浴・足浴・入浴の部分でのバージョンアップ、介護予防のレクリエーションという部分でアロマ

での介入の取り入れ、生活支援の応用バージョンでのアロマの導入が検討される。 

質質問問３３：：来来年年、、同同様様のの講講座座をを受受けけたたいいとと思思ううかか  

この講座に限らず、“受けて、学んで、自信をつけることで、伝えられる技術になる”ので、今はまだ質問などの

対応ができないので、引き続き学びたいと思う。 

質質問問４４：：介介護護福福祉祉学学科科ととししてて、、今今後後どどののよよううなな内内容容をを学学生生にに学学んんででほほししいいかか  

・現在、外国人の国家資格取得に向けての講義に特化している部分があるため、取得できる資格も減っている

現状である。 

・日本人の学生に関しては、今後の働き方なども見据えて、様々な視点を増やしてほしい。また、卒業した際に、

誇れる知識や技術を持ってもらいたい。例えば、選択科目の一種として、ナチュラルセラピーのコースを受講す

るなどの方法ができれば、理想かなと感じる。 

質質問問５５：：今今回回のの受受講講内内容容にに加加ええてて、、必必要要なな項項目目ははああるるかか？？  

認知症の方に特化した支援方法についてなどがあるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナナチチュュララルルセセララピピーー実実証証のの様様子子  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川インタビュー調査＠大豊福祉会 2024年 2月 2日（金）15:00～16：00   

インタビュー担当者：小林英一（事業責任者兼プログラム開発委員）、渡邉みどり（コーディネーター） 

理事長 

秋山クリニックという香川町にある医療と介護の施設もある。デイケアの管理者が穴吹リハビリ専門学校の卒業

生で校長から講座紹介があり、そのチラシをみておおとよ荘の人たちが行った方がいいと思い、つながった。 

受講料が無料というのはありがたい。 

→（理事長）1回の研修では実践にいかせない。 

・課題はあるのは前提で実施した。対象者にばらつきがあり、今後対象別にしたいと考えている。 

→現場から管理者なのか、そうではないのかで変わってくる。考え方を切り替える必要がある。介護職の人を管

理職におくときショックの壁をどう乗り越えさせたら良いか。大事である。 

習熟度によってわけるのは良いと思う。 
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受講生インタビュー（以前ナチュラルセラピーを受講された先生） 
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女性 役職：看護師兼人事担当  受講講座：多様な人とのかかわり 

・受講してどうだったか。 

→1月からベトナム人の受け入れがあったのでタイミングが良かった。 

初めて受講をした。外国人がどのようにして入ってくるのかがわかってとても良かった。吉田さんの最後の動画

は涙が出そうになった。 

・講座後どうか。 

→最初手探りでやっていたが、彼もいろいろなことを背負ってやってきているんだということがよくわかった。こう

いったことを今後教えていかないといけないと思う。 

→（理事長）：食事会をしましたね 

→吉田さんの話は、我々と同じ目線で話をしてくれたので、経験でこうしていこうという目標ができた。 

・受け入れ前の不安要素はあったか。 

→国内の転職で受け入れまで 2・3か月でやってきた。早くに来た。ゼロから教えなくてよかった。入門編的なとこ

ろからでよかった。4月に 2名インドネシアの方がやってくる。完全に未経験なので不安である。 

・1回戻る予定の子は特定技能で現地からくる子より、日本語・生活レベルもよい。 

→ネパール人は 2人いたが一人はやめた。 

・今後講座に入れてほしい要素は。 

→受け入れてからのかかわり方、接し方、コミュニケーションの取り方を現場の人にも教えていきたい。 

・他の人にこの講座を勧めたいか 

→勧めたい、一人で受けるにはもったいなかった。 

・課題が 3 つある。研修が成り立たない、人材不足、ICT 導入だと思うとが、ICT、人材育成など他の困りごとは

あるか。 

→タイピング、タブレット導入ができていない。年齢層高めの職員が多い。ICT 化を進めているが、職員がついて

これていない。取りこぼしなくやるのは難しいと思っている。 

・職員にティーチングする職員を育成するのがいいと思うが、その辺はどうか。 

→しなくてはいけないことはわかっているが、60歳過ぎて新しいことをやることに不安を感じている。 

男性 役職：介護付き高齢者住宅のリーダー（2月から）受講講座：マネジメント 

・以前にこういった研修は受けたことがあるか。 

→介護では受けたことはない。 

・前職は。 

→宝石の卸など。船井総研の研修や社内研修は受けていた。 

・介護のマネジメント研修はどうだったか。 

→介護に特化したものだけでなく、職員とのかかわりあいなど、自分にとっては実りのあるものだった。現場にフ

ィードバックできておらず、どう活かせばいいか困っている。具体的にどうかかわればいいかは迷っている。 

・講座の悪かった点は。 

→時間がタイトだった。休み時間もなく緊張感もあったが、現場での会話のコミュニケーションのやりとりみたいな

ものをもう少し増やしてもらいたい。もっと現場レベルの実践的なものを介護に特化していてもよいと思う。 

・扱いにくい職員に対してどうしたらいいか、といった問題行動のある職員に対する質問があった。 

→どういった答えだったのか。 

・話をする、順序だてた介護現場への持っていき方などだった。 

→知らない会社、施設と話をする時間もなかった。大阪に行くなら朝からでもよかった。時間とお金を費やしてい

くので、もう少し話をしたかった。 

・受講後心がけたことは。 

→まだできていない。マネジメントの話を聞いて、自分ができていないことに気づいた。テーマを持って謙虚さを

持って接したい。 

・経験差によってわけた講座の方が良いか。 

→その方が良い。 

管理もできていないのに管理者というのは。。。 

・もっと受けやすいようにし、現場にいかしてほしい。受講形態などどういったものが良いか。 

→対面はなかなか時間が取りづらい。他の会社の人はどうだったのか。 

・研修として会社から業務の一環として来ている人もいる。自分の休みで来ている人もいる。 

・リーダーの立場での困りごと 

→12 月に異動となった。コミュニケーションが取れていない。指示をする立場だが業務を深く理解できていない。

もともと特養にいてやってきたが、正直なじめていない。それが自分の課題である。うまく自分が把握できていな

い。思っているようには何も進まない。 

・課題がご自身にあるか。 

→みんなと仲良くしていきたいが、現状何もできていない。理事長と話をして、改善していきたい。 

・来年度も受けてもらえるか。 

→必要であれば行きたいと思うが、費用（交通費）が掛かる。オンデマンドでも受講できるのであればいいと思う。

対面もよいが、聞いてるだけの講義であれば、テキストやオンデマンドで学べる。そうしてもらえると活用したいと

思う。 

・大阪の受講生の年齢層はどうだったか。 

→30、40、50代だった。 

・どの層の人も同じような悩みがあった。 

→コミュニケーションをしたかったが、終わった後の座談、ティータイムが欲しかった。 

 身近な悩みについて話をしたい。 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

実証報告書 

■実証実施日 令和 6年 2月 8日(木) 

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 多様な人とのかかわり 

■実証会場 学校法人こおりやま東都学園 郡山健康科学専門学校 

■受講人数 26人 

■実証担当者 小林 光俊  運営企画委員 

鳥居 賢一  プログラム開発 多様な人とのかかわり分科会委員 

吉田 愛    プログラム開発 多様な人とのかかわり分科会委員マ 

櫻井 直人  プログラム開発 ナチュラルセラピー講座分科会委員 

八子久美子  実証委員  

小林 英一  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

渡邉 みどり プログラム開発コーディネーター 

■講座提供 プログラム開発 多様な人とのかかわり講座分科会 

講師：鳥居賢一、吉田愛  

【実証スケジュール】 

2月 8日（木） 講座名：多様な人とのかかわり 13:00～14:10 実証終了 

10:00～10:10 会場到着・会場準備 14:10～14:20 片付け 
 

■Wi-Fi 接続確認、プロジェクター設

置・投影確認、PC とプロジェクター接

続 、マイクチェック 

14:20～16:10 学生との座談会 

「ミライの介護についてチェレ

ンジしてほしいこと」 

10:10～10:40 講師打ち合わせ 16:10～16:20 アンケート実施・片付け 

参加者の出席簿 16:20～17:20 多様な人とのかかわり方分

科会 

講座資料・教材確認 17:30 撤収 

アンケートを行うタイミングの確認   

10:40～12:10 実証開始                   

12:10～13:00 昼食   

    

 

実実証証のの様様子子  
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 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■実証講座名 多様な人とのかかわり 

■実証会場 学校法人こおりやま東都学園 郡山健康科学専門学校 

■受講人数 26人 

■実証担当者 小林 光俊  運営企画委員 

鳥居 賢一  プログラム開発 多様な人とのかかわり分科会委員 

吉田 愛    プログラム開発 多様な人とのかかわり分科会委員マ 

櫻井 直人  プログラム開発 ナチュラルセラピー講座分科会委員 

八子久美子  実証委員  

小林 英一  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

渡邉 みどり プログラム開発コーディネーター 

■講座提供 プログラム開発 多様な人とのかかわり講座分科会 

講師：鳥居賢一、吉田愛  

【実証スケジュール】 

2月 8日（木） 講座名：多様な人とのかかわり 13:00～14:10 実証終了 

10:00～10:10 会場到着・会場準備 14:10～14:20 片付け 
 

■Wi-Fi 接続確認、プロジェクター設

置・投影確認、PC とプロジェクター接

続 、マイクチェック 

14:20～16:10 学生との座談会 

「ミライの介護についてチェレ

ンジしてほしいこと」 

10:10～10:40 講師打ち合わせ 16:10～16:20 アンケート実施・片付け 

参加者の出席簿 16:20～17:20 多様な人とのかかわり方分

科会 

講座資料・教材確認 17:30 撤収 

アンケートを行うタイミングの確認   

10:40～12:10 実証開始                   

12:10～13:00 昼食   

    

 

実実証証のの様様子子  
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

調査報告書 

■実証実施日 令和 6年 2月 9日(金) 

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■調査名 令和 4年文部科学省委託事業 専修学校による地域産業中核人材養成事業とのコラボレー

ションの可能性についての調査 

■参加目的 仙台リハビリテーション専門学校が開発する、発達障害者への就職指導プログラムについ

て、次年度開発するプログラムの必要な情報収集とコラボレーション(発達障碍者へのかかわ

り方)の可能性を探る。 

■調査会場 学校法人仙台北学園 仙台リハビリテーション専門学校 

TKガーデンシティー仙台 

■参加者 小林 光俊  運営企画委員 

八子久美子  実証委員  

小林 英一  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

渡邉 みどり プログラム開発コーディネーター 

【実証スケジュール】 

2月 9日（金） 
 

10:00～10:10 仙台リハビリテーション専門学校到着 

10:10～12:10 専修学校による地域産業中核人材養成事業のこれまでの事業の経過について概要の説

明を受ける 

12:10～13:10 昼食 

13:10～13:50 TKガーデンシティー仙台へ移動              

14:00～16:00 令和 4年文部科学省委託事業 専修学校による地域産業中核人材養成事業会議参加 

16:30～17:30 仙台リハビリテーション専門学校への質疑応答と今後の可能性についての話し合い。 

17:30 終了 

 

 

専修学校による地域産業中核人材養成事業のこれまでの事業の経過について概要の説明を受ける 

事業名：知的障害特別支援学校高等部と専門学校の有機的連携の開発と実証 

仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校のの事事業業はは、、介介護護職職人人材材をを高高等等教教育育よよりり学学習習すするるププロロググララムムでであありり、、本本事事業業のの  

対対象象ででああるる、、介介護護職職にに当当ててははままるる。。以以上上ののここととかからら、、仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校ととののココララボボレレーーシショョンンががでで

ききなないいかかににつついいててままずずはは、、事事業業のの概概要要のの説説明明をを受受けけたた。。  

【背景と課題】 

 高等部と専門学校の連携は、こうした知的障害者の進学先の整備及び職業教育の充実化という課題を解決

するための有効な方法になりうる。トータル 5年間の一貫型職業教育プログラムは、高等部卒業後の選択肢の

１つとして「専門学校への進学」を示すことになり、これまで少なかった知的障害者の専門学校への進学を促進

できる。また、5年間の学びを通して、職業・職種の専門的な知識や実務的な技能、職業人としての基本的な態

度・姿勢を身につけることで、職業や職場への適応力が高まり、早期に離職する者の減少にもつながるものと期

待できる。これは専門学校への進学が難しい生徒にとってもメリットは大きく、一貫プログラムの中の 3年間とは

いえ充実した職業教育を受けることで、社会に出て職業人として働き続ける上での基盤となる能力を培える。 

 

【各学年で実施するプログラムの概要(予定)】 

＜高等部 1年生＞ 授業時間：30時間 

①職業キャリア基礎学習 

②社会人基礎学習（「ビジネスマナー」や「メンタルヘルス」等） 

 

＜高等部 2年生＞ 授業時間：30時間 

①職業キャリア＆社会人基礎学習の振り返り 

②職業基礎学習（3年次の進路選択に向けて、介護福祉の仕事内容や魅力などを学習） 

 

＜高等部 3年生＞ 授業時間（選択科目）：30時間 

①介護福祉基礎（施設見学など学外演習も取り入れ、専門学校につながる専門基礎を学習） 

 

＜専門学校 1年生＞ 授業時間：150時間 

①専門知識・技能の補強学習 

②社会人基礎力の養成（コミュニケーションや自己管理、金銭管理、生活管理など） 

③継続学習への支援 

 

＜専門学校 2年生＞ 授業時間：150時間以上 

①専門知識・技能の補強学習 

②資格取得学習（介護福祉士資格の取得を目標に、試験対策を実施） 

③継続学習への支援 

④就職支援学習 
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令和 5年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」 

調査報告書 

■実証実施日 令和 6年 2月 9日(金) 

■委託事業名 令和 5 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事

業」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「アップデ－トプログラム開発のための既存の講座を活用した実態調査」 

調査目的 アップデ－トプログラム開発するために、実態調査を行い、情報やデータを収集する。  

 1）専門職として基礎能力が効果的・効率的に身につくプログラムをつくるための基礎データ

を収集する。  

 2）プログラムが有効的かどうかまた、必要かどうかのデータを収集する。    

 3）既存の講座が現場で利活用されているかについて情報収集を行う。 

■調査名 令和 4年文部科学省委託事業 専修学校による地域産業中核人材養成事業とのコラボレー

ションの可能性についての調査 

■参加目的 仙台リハビリテーション専門学校が開発する、発達障害者への就職指導プログラムについ

て、次年度開発するプログラムの必要な情報収集とコラボレーション(発達障碍者へのかかわ

り方)の可能性を探る。 

■調査会場 学校法人仙台北学園 仙台リハビリテーション専門学校 

TKガーデンシティー仙台 

■参加者 小林 光俊  運営企画委員 

八子久美子  実証委員  

小林 英一  事業責任者 運営企画委員会副委員長 プログラム開発委員 実証委員 

渡邉 みどり プログラム開発コーディネーター 

【実証スケジュール】 

2月 9日（金） 
 

10:00～10:10 仙台リハビリテーション専門学校到着 

10:10～12:10 専修学校による地域産業中核人材養成事業のこれまでの事業の経過について概要の説

明を受ける 

12:10～13:10 昼食 

13:10～13:50 TKガーデンシティー仙台へ移動              

14:00～16:00 令和 4年文部科学省委託事業 専修学校による地域産業中核人材養成事業会議参加 

16:30～17:30 仙台リハビリテーション専門学校への質疑応答と今後の可能性についての話し合い。 

17:30 終了 

 

 

専修学校による地域産業中核人材養成事業のこれまでの事業の経過について概要の説明を受ける 

事業名：知的障害特別支援学校高等部と専門学校の有機的連携の開発と実証 

仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校のの事事業業はは、、介介護護職職人人材材をを高高等等教教育育よよりり学学習習すするるププロロググララムムでであありり、、本本事事業業のの  

対対象象ででああるる、、介介護護職職にに当当ててははままるる。。以以上上ののここととかからら、、仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校ととののココララボボレレーーシショョンンががでで

ききなないいかかににつついいててままずずはは、、事事業業のの概概要要のの説説明明をを受受けけたた。。  

【背景と課題】 

 高等部と専門学校の連携は、こうした知的障害者の進学先の整備及び職業教育の充実化という課題を解決

するための有効な方法になりうる。トータル 5年間の一貫型職業教育プログラムは、高等部卒業後の選択肢の

１つとして「専門学校への進学」を示すことになり、これまで少なかった知的障害者の専門学校への進学を促進

できる。また、5年間の学びを通して、職業・職種の専門的な知識や実務的な技能、職業人としての基本的な態

度・姿勢を身につけることで、職業や職場への適応力が高まり、早期に離職する者の減少にもつながるものと期

待できる。これは専門学校への進学が難しい生徒にとってもメリットは大きく、一貫プログラムの中の 3年間とは

いえ充実した職業教育を受けることで、社会に出て職業人として働き続ける上での基盤となる能力を培える。 

 

【各学年で実施するプログラムの概要(予定)】 

＜高等部 1年生＞ 授業時間：30時間 

①職業キャリア基礎学習 

②社会人基礎学習（「ビジネスマナー」や「メンタルヘルス」等） 

 

＜高等部 2年生＞ 授業時間：30時間 

①職業キャリア＆社会人基礎学習の振り返り 

②職業基礎学習（3年次の進路選択に向けて、介護福祉の仕事内容や魅力などを学習） 

 

＜高等部 3年生＞ 授業時間（選択科目）：30時間 

①介護福祉基礎（施設見学など学外演習も取り入れ、専門学校につながる専門基礎を学習） 

 

＜専門学校 1年生＞ 授業時間：150時間 

①専門知識・技能の補強学習 

②社会人基礎力の養成（コミュニケーションや自己管理、金銭管理、生活管理など） 

③継続学習への支援 

 

＜専門学校 2年生＞ 授業時間：150時間以上 

①専門知識・技能の補強学習 

②資格取得学習（介護福祉士資格の取得を目標に、試験対策を実施） 

③継続学習への支援 

④就職支援学習 
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仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校へへのの質質疑疑応応答答とと今今後後のの可可能能性性ににつついいてて  

【敬心学園 職業教育研究開発センター】 

仙台リハビリテーション専門学校が取り組んでいる、事業の内容について、本事業が次年度に開発する障がい

を持つひととのかかわり方(発達障がい)にとても良いヒントがあった。 

各学年で実施するプログラムの対象は、知的障がい対象であり、雇い側のプログラムはきちんとした形で開発を

されていない。だからこそ、このように障害を持っている人たちがこのように就職や技能などの習得をしているこ

とについて 

外国人介護職のプログラムと同様に、これから障がい者を受け入れる施設、すでに障がい者を受け入れている

施設 

に向けてのプログラムを開発することで両者が理解をして、介護の現場の戦力になる可能性が大きいと感じた。 

次年度、仙台リハビリテーション専門学校が開発する、＜高等部 3年生＞ 授業時間（選択科目）：30時間 

① 介護福祉基礎について、本事業でも情報提供をしたいと考えている。 

また、ぜひ、本事業が開発するプログラムの内容に、仙台リハビリテーション専門学校が取り組んでいるプログ

ラムに 

ついて紹介させてほしいと考えている。 

 

【仙台リハビリテーション専門学校】 

こちらも、互いの事業の発展につながるのであればぜひとも協力できるところはしていきたい。 

また、こちらの課題についても助言等をお願いしたいと考えている。 

 

結論 

＊次年度の計画に仙台リハビリテーション専門学校とのコラボレーションを行い、社会実装化の実現を図る。 

 

（（３３））次次年年度度にに向向けけててのの課課題題

本本年年度度のの振振りり返返りりとと次次年年度度にに向向けけてて 分分科科会会別別

（（１１））介介護護予予防防講講座座分分科科会会

包括的なプログラムになってしまったため、受講者の対象をどう設定していくかが主な課題である。

介護予防でも一次予防、二次予防、三次予防などがあるため、どの介護予防に合わせるのか検

討していきたい。現場の介護職がより現場で使える知識やスキルについて、モジュール方式で行

っていきたい。テキストについてもそれらを踏まえて行っていきたい。

（（２２））外外出出支支援援講講座座分分科科会会

トラベルヘルパーのプログラムをブラッシュアップした。コロナや人材不足の影響でヘルパーが現

場での実践するのが難しいことが課題であった。高齢者の生活を豊かにしていくことを学ぶことに

意義があった。来年度以降もトラベルヘルパー協会とタッグを組んで行っていきたい。来年度は受

講時間の短縮や実地での実践も取り入れて行っていきたい。（

（（３３））介介護護施施設設のの IICCTT//DDXX  講講座座分分科科会会

今年はプログラムが有効かどうかの調査を主な目的とした。9割もの受講生のモチベーションが高

まった。ただ、実際に現場使えるかどうかの回答は 5 割であった。モチベーションは上がったが、

現場で使える回答は少なかった。今年度は現場で使いづらいことわかったため、来年度は実際に

現場で使えるようにしていきたい。

（（４４））ママネネジジメメンントト講講座座分分科科会会

今回は座学の時間が長かったため、来年度に向けて実践・ワークショップといった、アウトプットの

割合をより多くしていきたい。頭の整理を行う座学的講座と、行動の変容を促す実践的講座の割

合を検討して、うまく組み合わせることで、より効果的にしていきたい。キャリアカウンセリングなど

84

令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   84令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   84 2024/03/11   11:11:592024/03/11   11:11:59
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現場で使える回答は少なかった。今年度は現場で使いづらいことわかったため、来年度は実際に

現場で使えるようにしていきたい。

（（４４））ママネネジジメメンントト講講座座分分科科会会

今回は座学の時間が長かったため、来年度に向けて実践・ワークショップといった、アウトプットの

割合をより多くしていきたい。頭の整理を行う座学的講座と、行動の変容を促す実践的講座の割
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も取り入れながら行っていきたい。

（（５５））ナナチチュュララルルセセララピピーー講講座座分分科科会会

主にアロマを使った取り組みを行った。アロマの効果を示していきたい。次年度は、まずは知って

もらう、勉強してもらう、使ってもらう、現場で使ってもらえるようにしていきたい。目に見えない部分

の効果や行動、日常生活場面の効果も検証していきたい。若い世代への普及に力を入れていき

たい。

（（６６））多多様様なな人人材材ととのの関関わわりり講講座座分分科科会会

今回は外国人をターゲットに検討した。外国人の受け入れ方、受け入れ先とミスマッチがないよう

に即戦力の外国人を採用することをポイントにプログラムを行った。オンラインと専門学校を対象

に行った。実際に受け入れている事業所には前向きに受講していただけた。専門学校の学生は

外国人と仲良くしたいといった様子がうかがえた。今回はベトナムとフィリピンに限定されてしまっ

た。今後は具体的な事例検討なども取り入れていきたい。高齢者や障害者の方なども含めたプロ

グラムにしていきたい。

次次年年度度にに開開発発すするるアアッッププデデーートトププロロググララムム講講座座にに向向けけてて

介護職が、受講継続できかつアップデートできる講座を開発するためには、大きく分けて 3 つの条

件を設定していく必要がある。

１１））受受講講形形態態

２２））講講座座にに合合わわせせたた受受講講レレベベルルのの設設定定

３３））現現場場でで実実践践ででききるる活活用用方方法法やや意意義義

この 3 つ条件のうち、最も講座の開発のベースとして考えなければならないことがある。

それが、内閣府が提唱している≪介護

プロフェッショナル」のキャリア段位≫で

ある。介護職のキャリアを7つの段階に

分けることで、介護職のキャリアレベル

を明確に示しているものである。このキ

ャリア段階をベースとして、受講生のレ

ベルに合わせた講座が展開できれば、

介護職が受講継続できかつアップデー

トできるプログラムの提供ができると考

えられる。

例えば、キャリア段階に合わせ管理職

の研修を行うことで、 レベルに合わせたマネジメントに関する理解や学びを深めることができ、バ

ランスがとれかつ安定した組織統制が図れ

状況に応じた学びを提供することができるのではないかと考えられる。

成果報告会の報告

令和 年 月 （金）、令和 年度文部科学省委託事業「専門職業人材の最新技能アップデートプログラム

の開発」における「これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究」の成果報告会

が、対面およびオンラインにて同時開催された。参加者は対面 名、オンライン 名、計 名であった。元日

本テレビアナウンサー（プログラム開発委員）の町亞聖氏の進行で、成果報告会がスタートした。
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も取り入れながら行っていきたい。
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主にアロマを使った取り組みを行った。アロマの効果を示していきたい。次年度は、まずは知って

もらう、勉強してもらう、使ってもらう、現場で使ってもらえるようにしていきたい。目に見えない部分

の効果や行動、日常生活場面の効果も検証していきたい。若い世代への普及に力を入れていき

たい。

（（６６））多多様様なな人人材材ととのの関関わわりり講講座座分分科科会会

今回は外国人をターゲットに検討した。外国人の受け入れ方、受け入れ先とミスマッチがないよう

に即戦力の外国人を採用することをポイントにプログラムを行った。オンラインと専門学校を対象

に行った。実際に受け入れている事業所には前向きに受講していただけた。専門学校の学生は

外国人と仲良くしたいといった様子がうかがえた。今回はベトナムとフィリピンに限定されてしまっ

た。今後は具体的な事例検討なども取り入れていきたい。高齢者や障害者の方なども含めたプロ

グラムにしていきたい。

次次年年度度にに開開発発すするるアアッッププデデーートトププロロググララムム講講座座にに向向けけてて

介護職が、受講継続できかつアップデートできる講座を開発するためには、大きく分けて 3 つの条

件を設定していく必要がある。

１１））受受講講形形態態

２２））講講座座にに合合わわせせたた受受講講レレベベルルのの設設定定

３３））現現場場でで実実践践ででききるる活活用用方方法法やや意意義義

この 3 つ条件のうち、最も講座の開発のベースとして考えなければならないことがある。

それが、内閣府が提唱している≪介護

プロフェッショナル」のキャリア段位≫で

ある。介護職のキャリアを7つの段階に

分けることで、介護職のキャリアレベル

を明確に示しているものである。このキ

ャリア段階をベースとして、受講生のレ

ベルに合わせた講座が展開できれば、

介護職が受講継続できかつアップデー

トできるプログラムの提供ができると考

えられる。

例えば、キャリア段階に合わせ管理職

の研修を行うことで、 レベルに合わせたマネジメントに関する理解や学びを深めることができ、バ

ランスがとれかつ安定した組織統制が図れ

状況に応じた学びを提供することができるのではないかと考えられる。

成果報告会の報告

令和 年 月 （金）、令和 年度文部科学省委託事業「専門職業人材の最新技能アップデートプログラム

の開発」における「これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究」の成果報告会

が、対面およびオンラインにて同時開催された。参加者は対面 名、オンライン 名、計 名であった。元日

本テレビアナウンサー（プログラム開発委員）の町亞聖氏の進行で、成果報告会がスタートした。
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開開会会のの挨挨拶拶

学校法人敬心学園 理事長 小林光俊

介護を取り巻く環境は厳しい状況にある。介護や福祉とは人間や

社会を科学することを通じて人の幸せを求める学問である。

人のために尽くすことこそ人の道である。人の生きる道をサポートし、

人のために生きる道が介護や福祉の原点であると思う。

委員の皆さまならびに連携企業様にご協力、ありがとうございました。

本本年年度度のの実実証証報報告告

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター プログラム開発コーディネーター 渡邉 みどり

本年度の事業目的、事業計画、事業実施体制、実証の様子、アンケート結果報告、本年度の課題と次年度

の課題について報告を行った。

■目的

アップデートプログラム開発のための実態調査を行う。 つの既存のプログラムを活用し、これから介護職とな

る人材と介護職員向けに活用できるプログラムであるか調査する。

■対象者

介護施設の職員及び介護福祉士養成校の学生・卒業生

■実証調査

令和 （ ）年 月～令和 （ ）年 月

■調査方法

①次年度のプログラム開発をするために必要な

データを収集する。

②既存のプログラムについて、即現場で実践できる

について、アンケート・インタビューを行い、

プログラムの有効性を検証する。

■調査結果まとめおよびデータ分析

実証調査においてプログラムが有用性のあるかど

うかについて分析を行う。また、実証とともに

受講形態の意識調査も行いその結果をまとめる。

■実証報告

総受講生数 名

■本年度の課題と次年度に向けた課題

【本年度の課題】

講座内容・受講形態の見直しが必要

【次年度に向けた課題】

介護職が受講継続できかつアップデートできるプログラムの開発

座座談談会会

プログラムの中盤では座談会を開催し、吉田涼平氏の進行で「３年後、５年後のミライの介護業界について語

ろう！」 をテーマに、以下の方々よりそれぞれの話を伺った。

テーマ① 「これからの介護施設における が不可欠な理由」

介護 企業の立場から

実証委員会委員長 宮本隆史氏 （社会福祉法人善光会 理事 最高執行責任者）、

テーマ②「施設におけるマネジメントの必要性とは」

介護施設のマネジメントに関わる立場から

プログラム開発委員会 マネジメント分科会 朝野愛子氏 （社会福祉法人今山会 統括施設長）

テーマ③「外国人含めた新しい仲間たちとの協働とは」

外国人受け入れ企業の立場から

プログラム開発委員会

多様な人とのかかわり分科会 鳥居賢一氏 （株式会社オリーヴ 代表取締役）

次次年年度度のの展展望望

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター 事業責任者 小林 英一より、新たなるチャレンジへの思い

が語られた。

閉閉会会のの挨挨拶拶

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター センター長・事業代表 小川全夫より閉会のあいさつがあり、

成果報告会を閉会した。
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開開会会のの挨挨拶拶

学校法人敬心学園 理事長 小林光俊

介護を取り巻く環境は厳しい状況にある。介護や福祉とは人間や

社会を科学することを通じて人の幸せを求める学問である。

人のために尽くすことこそ人の道である。人の生きる道をサポートし、

人のために生きる道が介護や福祉の原点であると思う。

委員の皆さまならびに連携企業様にご協力、ありがとうございました。

本本年年度度のの実実証証報報告告

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター プログラム開発コーディネーター 渡邉 みどり

本年度の事業目的、事業計画、事業実施体制、実証の様子、アンケート結果報告、本年度の課題と次年度

の課題について報告を行った。

■目的

アップデートプログラム開発のための実態調査を行う。 つの既存のプログラムを活用し、これから介護職とな

る人材と介護職員向けに活用できるプログラムであるか調査する。

■対象者

介護施設の職員及び介護福祉士養成校の学生・卒業生

■実証調査

令和 （ ）年 月～令和 （ ）年 月

■調査方法

①次年度のプログラム開発をするために必要な

データを収集する。

②既存のプログラムについて、即現場で実践できる

について、アンケート・インタビューを行い、

プログラムの有効性を検証する。

■調査結果まとめおよびデータ分析

実証調査においてプログラムが有用性のあるかど

うかについて分析を行う。また、実証とともに

受講形態の意識調査も行いその結果をまとめる。

■実証報告

総受講生数 名

■本年度の課題と次年度に向けた課題

【本年度の課題】

講座内容・受講形態の見直しが必要

【次年度に向けた課題】

介護職が受講継続できかつアップデートできるプログラムの開発

座座談談会会

プログラムの中盤では座談会を開催し、吉田涼平氏の進行で「３年後、５年後のミライの介護業界について語

ろう！」 をテーマに、以下の方々よりそれぞれの話を伺った。

テーマ① 「これからの介護施設における が不可欠な理由」

介護 企業の立場から

実証委員会委員長 宮本隆史氏 （社会福祉法人善光会 理事 最高執行責任者）、

テーマ②「施設におけるマネジメントの必要性とは」

介護施設のマネジメントに関わる立場から

プログラム開発委員会 マネジメント分科会 朝野愛子氏 （社会福祉法人今山会 統括施設長）

テーマ③「外国人含めた新しい仲間たちとの協働とは」

外国人受け入れ企業の立場から

プログラム開発委員会

多様な人とのかかわり分科会 鳥居賢一氏 （株式会社オリーヴ 代表取締役）

次次年年度度のの展展望望

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター 事業責任者 小林 英一より、新たなるチャレンジへの思い

が語られた。

閉閉会会のの挨挨拶拶

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター センター長・事業代表 小川全夫より閉会のあいさつがあり、

成果報告会を閉会した。
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外外部部評評価価委委員員会会評評価価報報告告ままととめめ

（（１１））総総評評

当事業は、「専門職業人材の最新技能アップデートプログラムの開発」である。

これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる最新 技

能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究事業である。

当該年度においては、計画書でも触れているが、事業の主旨・目的としては以下の通りである。

目前に迫っている「２０２５年問題」においては、

①医療費や介護費の増大

②現役世代の社会保険料の負担の増大

③慢性的な人材不足

以上の３つが懸念されている。

さらにその先にある２０４０年問題を迎えるにあたっては、具体的に機能を果たす地域共生などの施策

を早々に整備する必要性に迫られることも予見される。

①については、医療や介護の給付費が２０２５年度には 規模で、６４５．６兆円（２０４０年度は

７９０兆円を超える）とされており、国家予算の約６倍規模となる。団塊の世代全員が７５歳になる２０２

５年、２０～６４歳の現役世代が大幅に減少する２０４０年に向けて、介護分野の社会保障給付は増

大していく傾向があり、限られた資源（人材や環境、経営ノウハウ等）を活用し、継続的な運営を図る必

要に迫られる。

②においては、少子高齢化社会、就業人口減、生産人口減といった状況からも分かる通り、いわゆる

「現役世代」が高齢者を支える構図がこれまで以上に負担の大きいものとなることも十分に予見される。

今後の日本経済の維持成長を図る上では、③の「慢性的な人材不足」への対策を考える必要があり、

この問題を乗り切るため には上記の３つの課題について考え、対策を講じる必要があると考えられる。福

祉業界は特に、経営資源＝「人材」として捉えられることも多い。一方で、人材確保や育成、定着にお

いては、前述の就業人口減、生産人口減 といった状況の中、近い将来、福祉業界はおろか、サービス

業全体、全産業においても人材確保が困難な状況となることも予見される。限られた資源（ヒト・モノ・カ

ネ）にてサービス提供を図る上で、一つの方策として、 推進が挙げられる。 を推進する第一歩として

デジタル化のさらなる普及、「生産性向上」「業務効率化」を図ることでサービスの質維持・向上に役立つ

とされているが、 リテラシーを高める必要があり、その為の人材確保や育成、安定して利用できるシステ

ムの構築などが十分でないといった課題もある。

また、②については、少子高齢化社会、就業・生産人口の減少に伴い、政府財政への圧迫といった

点も懸念とされる。

③については、②と同様に、就業人口減少、このことは全産業に言えることであるが、サービス業、とり

わけ福祉業界においては顕著である。今後、限られた資源の中で、これまで通り、福祉現場においてサー

ビスを提供する為には、経営者や管理者、スタッフひとり一人の意識変革と同時に、デジタル化の推進を

図り、「ムダ・ムリ・ムラ」をなくした業務遂行が求められる。さらには、「介護人材不足による介護業務の

増大」、「 推進の遅れによる業務改善の停滞」、「次世代の介護のニーズに合わせた人材不足」、

「現場で利活用できるアフターフォローの体制」といった課題が背景には存在し、それらを解決する為には、

経営者の中長期の健全な経営計画の策定と同時に、そこで働くスタッフの学びが必要となる。

これまでの事業報告でも述べられてきたが、現場における の活用においては、利便性や有効

性を訴求することも必要であるが、実際に機器等を使用するスタッフに対して、情報提供やトレーニングな

どの教育が不可欠である。すなわち現場スタッフが「理解と納得」を持ってもらい、サービス提供の一助とし

て機器を活用するといった認識が必要となる。 推進のほか、介護人材を量と質の両面から確保

する為、国と地域が二人三脚で、「参入促進」「資質の向上」「労働環境・処遇の改善」を進めるための

対策（（介介護護人人材材確確保保にに向向けけたた対対策策））注注１１に総合的・計画的に取り組むことも必要となる。

本事業は、令和５年度より、令和７年度までの３カ年にかけて、実態調査・実証、プログラム開発、プ

ログラム実証、プログラムの完成、人材養成、調査まとめ、最終報告を予定しており、各年度の事業計

画案に基づいて遂行する。３カ年の事業計画に基づき、各委員会を構成し、年度ごとの成果を果たすべ

く活動を行っている。本事業においては、こうした課題や懸念の解決策として各委員会委員の尽力のもと、

策定を行っている。

実施体制においては、①運営企画委員会 ②教育プログラム開発委員会 ③実証委員会 ④外部

評価委員会 にて実証結果において、多角的な視点から課題抽出、問題提起、助言等を行っている。

外部評価委員会においては、①②③が行う検証結果を客観的な視点から評価を行うことが目的となっ

ている。また、委員会横断連絡会議を設置し、各委員会の活動を共有するとともに、各委員会へ報告

事項に対しての助言や提案などを行っている。

本年度の活動については、限られた期間の中、各委員会及び事務局の尽力により無事、事業遂

行が出来たと評価をしている。一方で、各委員会及び成果報告会においても、各委員より建設的な意

見が呈され、次年度以降の事業遂行に活かす所存である。

注１ 「介護人材確保に向けた対策」は厚生労働省の施策として、「介護に関する入門的研修」「人材

育成等に取り組む介護事業者の認証評価制度」「介護現場における多様な働き方導入モデ

ル」「介護の仕事の魅力発信などによる普及啓発」「介護人材確保地域戦略会議」などがある。
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外外部部評評価価委委員員会会評評価価報報告告ままととめめ

（（１１））総総評評

当事業は、「専門職業人材の最新技能アップデートプログラムの開発」である。

これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる最新 技

能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究事業である。

当該年度においては、計画書でも触れているが、事業の主旨・目的としては以下の通りである。

目前に迫っている「２０２５年問題」においては、

①医療費や介護費の増大

②現役世代の社会保険料の負担の増大

③慢性的な人材不足

以上の３つが懸念されている。

さらにその先にある２０４０年問題を迎えるにあたっては、具体的に機能を果たす地域共生などの施策

を早々に整備する必要性に迫られることも予見される。

①については、医療や介護の給付費が２０２５年度には 規模で、６４５．６兆円（２０４０年度は

７９０兆円を超える）とされており、国家予算の約６倍規模となる。団塊の世代全員が７５歳になる２０２

５年、２０～６４歳の現役世代が大幅に減少する２０４０年に向けて、介護分野の社会保障給付は増

大していく傾向があり、限られた資源（人材や環境、経営ノウハウ等）を活用し、継続的な運営を図る必

要に迫られる。

②においては、少子高齢化社会、就業人口減、生産人口減といった状況からも分かる通り、いわゆる

「現役世代」が高齢者を支える構図がこれまで以上に負担の大きいものとなることも十分に予見される。

今後の日本経済の維持成長を図る上では、③の「慢性的な人材不足」への対策を考える必要があり、

この問題を乗り切るため には上記の３つの課題について考え、対策を講じる必要があると考えられる。福

祉業界は特に、経営資源＝「人材」として捉えられることも多い。一方で、人材確保や育成、定着にお

いては、前述の就業人口減、生産人口減 といった状況の中、近い将来、福祉業界はおろか、サービス

業全体、全産業においても人材確保が困難な状況となることも予見される。限られた資源（ヒト・モノ・カ

ネ）にてサービス提供を図る上で、一つの方策として、 推進が挙げられる。 を推進する第一歩として

デジタル化のさらなる普及、「生産性向上」「業務効率化」を図ることでサービスの質維持・向上に役立つ

とされているが、 リテラシーを高める必要があり、その為の人材確保や育成、安定して利用できるシステ

ムの構築などが十分でないといった課題もある。

また、②については、少子高齢化社会、就業・生産人口の減少に伴い、政府財政への圧迫といった

点も懸念とされる。

③については、②と同様に、就業人口減少、このことは全産業に言えることであるが、サービス業、とり

わけ福祉業界においては顕著である。今後、限られた資源の中で、これまで通り、福祉現場においてサー

ビスを提供する為には、経営者や管理者、スタッフひとり一人の意識変革と同時に、デジタル化の推進を

図り、「ムダ・ムリ・ムラ」をなくした業務遂行が求められる。さらには、「介護人材不足による介護業務の

増大」、「 推進の遅れによる業務改善の停滞」、「次世代の介護のニーズに合わせた人材不足」、

「現場で利活用できるアフターフォローの体制」といった課題が背景には存在し、それらを解決する為には、

経営者の中長期の健全な経営計画の策定と同時に、そこで働くスタッフの学びが必要となる。

これまでの事業報告でも述べられてきたが、現場における の活用においては、利便性や有効

性を訴求することも必要であるが、実際に機器等を使用するスタッフに対して、情報提供やトレーニングな

どの教育が不可欠である。すなわち現場スタッフが「理解と納得」を持ってもらい、サービス提供の一助とし

て機器を活用するといった認識が必要となる。 推進のほか、介護人材を量と質の両面から確保

する為、国と地域が二人三脚で、「参入促進」「資質の向上」「労働環境・処遇の改善」を進めるための

対策（（介介護護人人材材確確保保にに向向けけたた対対策策））注注１１に総合的・計画的に取り組むことも必要となる。

本事業は、令和５年度より、令和７年度までの３カ年にかけて、実態調査・実証、プログラム開発、プ

ログラム実証、プログラムの完成、人材養成、調査まとめ、最終報告を予定しており、各年度の事業計

画案に基づいて遂行する。３カ年の事業計画に基づき、各委員会を構成し、年度ごとの成果を果たすべ

く活動を行っている。本事業においては、こうした課題や懸念の解決策として各委員会委員の尽力のもと、

策定を行っている。

実施体制においては、①運営企画委員会 ②教育プログラム開発委員会 ③実証委員会 ④外部

評価委員会 にて実証結果において、多角的な視点から課題抽出、問題提起、助言等を行っている。

外部評価委員会においては、①②③が行う検証結果を客観的な視点から評価を行うことが目的となっ

ている。また、委員会横断連絡会議を設置し、各委員会の活動を共有するとともに、各委員会へ報告

事項に対しての助言や提案などを行っている。

本年度の活動については、限られた期間の中、各委員会及び事務局の尽力により無事、事業遂

行が出来たと評価をしている。一方で、各委員会及び成果報告会においても、各委員より建設的な意

見が呈され、次年度以降の事業遂行に活かす所存である。

注１ 「介護人材確保に向けた対策」は厚生労働省の施策として、「介護に関する入門的研修」「人材

育成等に取り組む介護事業者の認証評価制度」「介護現場における多様な働き方導入モデ

ル」「介護の仕事の魅力発信などによる普及啓発」「介護人材確保地域戦略会議」などがある。
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（（２２））本本委委員員会会のの役役割割

【【目目的的】】

外部評価委員会は直接点検・評価を行うことはせず、各プロジェクトが行う自己点検・評価の結果を総

合評価実施することで、評価の有効性、適切 性について第三者の立場から客観的のある評価を行う。

【【役役割割】】

・計画段階において、目標が明確か、目標を達成したことを測定する評価 指標は適切か、事業がスム

ーズに進み大きな成果が得られるように助言する。

・プログラムの評価効果測定を担当するとともに、事業全体への評価・検証を行う

【【検検討討のの具具体体的的なな内内容容】】

①事業の企画・運営に関する助言

②事業の運営と成果に関する評価・検証

③開発した教育プログラムそれに伴う教材の検証

（（３３））評評価価方方法法ににつついいてて

各委員会の遂行した事業において、評価項目に基づいて評価を行う。当該年度においては、

①事業計画に基づき、各委員会それぞれの活動計画（年次計画・研究調査計画等）を立案できたか

②各委員会で立案したそれぞれの計画に基づき、予定通り遂行できていたか

③事業計画書・各活動計画と実施された内容は合理的に適合していたか

④各委員会が、それぞれの活動実績について適切に振り返りを行っていたか

⑤各委員会で行った振り返りに基づく次年度計画は妥当性があるか（現実的か、目標と行動計画が合

致しているか） の５つの項目について、エビデンスを元に評価を行った。

（（４４））運運営営企企画画委委員員会会にに対対すするる評評価価

外部評価委員会として、（４）において以下の評価を行った。

運営企画委員会の設置目的は、本プロジェクトに参加する当事者を含む多様な関係者による事業の

目的、目標、運営方法の検討・共有を行い、各委員会の調整も行うことにある。

その意義と観点から①～⑤について評価を行った。

①事業全体の企画・運営 ・事業進捗の管理調整 が出来たか。

⇒企画・運営が出来ている。初回に本事業の意義と各委員会座長からの目指すゴールについて言及が

あり、事業遂行の為のベクトル合わせが出来た。

②事業進捗の管理調整が 出来たか。

⇒管理調整が出来ている。

③事業計画の到達点、評価指標の設定 が出来たか。

⇒いずれも出来ている。具体的な実施計画についても初回で触れることが出来ており、参加委員の理

解も深まった。

④評価基準の確認 が出来たか。

⇒基準の確認が出来ている。

⑤実証調査が出来たか。

⇒限られた時間ではあったが、年度内の目標については到達出来た。

⑤実施出来たか。

⇒同上。実施出来た。

⑥研修会の運営企画が出来たか。

⇒運営企画が出来ている。短期間での実施となった為、実施回やエリアによっては差異が生じたものの、

参加人数は一定数あり、実施が出来ている。

（（５５））教教育育ププロロググララムム開開発発委委員員会会にに対対すするる評評価価

外部評価委員会として、（５）において以下の評価を行った。

教育プログラム開発委員会の設置目的は、

①プログラムの企画・開発する。それに伴う教材の企画・開発を行う。

⇒多岐に渡った企画であったが、特にデジタル活用は昨今の人材不足、サービスの低下を懸念する現場

においては、支援の一助となるものとして認識されつつあり、 ・ 推進の必要性を持って行っている

ことが理解できた。十分に実施されている。

②６つの分科会に分かれ、分科会ごとにプログラム開発を行いプログラム開発委員会全体会にて最終検

討を行う。

⇒年々、現場で求められる知識は多様化している。プログラムは多岐に渡るが必要であり、十分に議論

がなされ、検討されたことが理解できた。

以降、計３回の教育プログラム開発委員会では、各委員からこれまでの経験や実績から多くの示唆が

あった。カリキュラムの再構築、また実証に協力を頂く学生等の数に偏りがあった講座については、是正を

求める意見もあり、実証ではあるが、内容とその結果・検証を見越した体制づくりを構築できている。

大きな気づきとしては、講座を受講するにあたってのモチベーションをどこにするか、この委員会では、受講

生からのアンケート結果など、本事業にて求められる結果に限らず、今後の介護業界のゆくえや本質につ

いて議論をされたと思う。

尚、それぞれ、 ～ までの分科会を設置している。

．介護予防講座分科会

．外出支援講座分科会

．介護施設の 講座分科会

．マネジメント講座分科会

．多様な人材との関わり講座分科会

．ナチュラルセラピー講座分科会
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（（２２））本本委委員員会会のの役役割割

【【目目的的】】

外部評価委員会は直接点検・評価を行うことはせず、各プロジェクトが行う自己点検・評価の結果を総

合評価実施することで、評価の有効性、適切 性について第三者の立場から客観的のある評価を行う。

【【役役割割】】

・計画段階において、目標が明確か、目標を達成したことを測定する評価 指標は適切か、事業がスム

ーズに進み大きな成果が得られるように助言する。

・プログラムの評価効果測定を担当するとともに、事業全体への評価・検証を行う

【【検検討討のの具具体体的的なな内内容容】】

①事業の企画・運営に関する助言

②事業の運営と成果に関する評価・検証

③開発した教育プログラムそれに伴う教材の検証

（（３３））評評価価方方法法ににつついいてて

各委員会の遂行した事業において、評価項目に基づいて評価を行う。当該年度においては、

①事業計画に基づき、各委員会それぞれの活動計画（年次計画・研究調査計画等）を立案できたか

②各委員会で立案したそれぞれの計画に基づき、予定通り遂行できていたか

③事業計画書・各活動計画と実施された内容は合理的に適合していたか

④各委員会が、それぞれの活動実績について適切に振り返りを行っていたか

⑤各委員会で行った振り返りに基づく次年度計画は妥当性があるか（現実的か、目標と行動計画が合

致しているか） の５つの項目について、エビデンスを元に評価を行った。

（（４４））運運営営企企画画委委員員会会にに対対すするる評評価価

外部評価委員会として、（４）において以下の評価を行った。

運営企画委員会の設置目的は、本プロジェクトに参加する当事者を含む多様な関係者による事業の

目的、目標、運営方法の検討・共有を行い、各委員会の調整も行うことにある。

その意義と観点から①～⑤について評価を行った。

①事業全体の企画・運営 ・事業進捗の管理調整 が出来たか。

⇒企画・運営が出来ている。初回に本事業の意義と各委員会座長からの目指すゴールについて言及が

あり、事業遂行の為のベクトル合わせが出来た。

②事業進捗の管理調整が 出来たか。

⇒管理調整が出来ている。

③事業計画の到達点、評価指標の設定 が出来たか。

⇒いずれも出来ている。具体的な実施計画についても初回で触れることが出来ており、参加委員の理

解も深まった。

④評価基準の確認 が出来たか。

⇒基準の確認が出来ている。

⑤実証調査が出来たか。

⇒限られた時間ではあったが、年度内の目標については到達出来た。

⑤実施出来たか。

⇒同上。実施出来た。

⑥研修会の運営企画が出来たか。

⇒運営企画が出来ている。短期間での実施となった為、実施回やエリアによっては差異が生じたものの、

参加人数は一定数あり、実施が出来ている。

（（５５））教教育育ププロロググララムム開開発発委委員員会会にに対対すするる評評価価

外部評価委員会として、（５）において以下の評価を行った。

教育プログラム開発委員会の設置目的は、

①プログラムの企画・開発する。それに伴う教材の企画・開発を行う。

⇒多岐に渡った企画であったが、特にデジタル活用は昨今の人材不足、サービスの低下を懸念する現場

においては、支援の一助となるものとして認識されつつあり、 ・ 推進の必要性を持って行っている

ことが理解できた。十分に実施されている。

②６つの分科会に分かれ、分科会ごとにプログラム開発を行いプログラム開発委員会全体会にて最終検

討を行う。

⇒年々、現場で求められる知識は多様化している。プログラムは多岐に渡るが必要であり、十分に議論

がなされ、検討されたことが理解できた。

以降、計３回の教育プログラム開発委員会では、各委員からこれまでの経験や実績から多くの示唆が

あった。カリキュラムの再構築、また実証に協力を頂く学生等の数に偏りがあった講座については、是正を

求める意見もあり、実証ではあるが、内容とその結果・検証を見越した体制づくりを構築できている。

大きな気づきとしては、講座を受講するにあたってのモチベーションをどこにするか、この委員会では、受講

生からのアンケート結果など、本事業にて求められる結果に限らず、今後の介護業界のゆくえや本質につ

いて議論をされたと思う。

尚、それぞれ、 ～ までの分科会を設置している。

．介護予防講座分科会

．外出支援講座分科会

．介護施設の 講座分科会

．マネジメント講座分科会

．多様な人材との関わり講座分科会

．ナチュラルセラピー講座分科会
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また、 ～ までの分科会では以下の内容を検討している。尚、教育プログラム開発委員会委員は、

それぞれが２～４つの分科会に属し、企画に携わっており、それぞれの経験や専門性を生かした関わりが

なされていた。

○既存のコンテンツを使ったプログラムの開発

○新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発

○それに伴う教材（動画も含む）の作成

○アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成

（（６６））実実証証委委員員会会にに対対すするる評評価価

外部評価委員会として、（６）において以下の評価を行った。

実証委員会の目的は、開発した教育プログラムと、それに伴う教材を使って実証し、検証することにある。

委員会では、実証の内容と進め方、検証方法、協力体制の確認など、以下の項目①～⑥について、

実証調査を行った。

①開発されたプログラムを活用した講座を希望する福祉施設の介護職及び専門学校の学生や、卒業

生を対象に実施を行う。

⇒限られた時間ではあったが概ね実施出来た。

②習得の効果に関する測定が必要なため、当該講座の試験結果が基本データとなる。講座後、その都

度、学習効果の測定を精密化する。

⇒実施出来た。受講生の層や数にバラツキがあり、データの精緻化については課題がある。

③受講生に対して、プログラムに内容がどこまで習得できたか、研修の改善や継続の有無に関するア

ンケートおよびインタビュー調査を行う。

⇒受講生の生声が盛り込まれており、実施する側やプログラムを提供する側との意識の違いに気付かさ

れた。

④今後、開発したプログラムの導入を考えている福祉施設の介護職や専門学校も教員のためにアシスタ

ントティーチャー養成講座を実施し、全国の福祉施設や専門学校で実施できるよう人材育成を行う。

⇒知識を身に付けることはこれまでの生活で経験がある（学校生活や仕事などを通じて）が、「教え方を

学ぶ」ことは本質的に難しい。知識を身に付けて、同時に教え方やこういった反応に対しては、こうした対

応が望ましいなどケーススタディを入れて育成に目を向けるようにしていきたいので、次年度以降、さらに

期待をしたい。

⑤習得効果測定が基本であるので、講座の修了試験【筆記・実技】で効果が明確になる評価方法を

取る。

⇒筋道や具体的な方策については議論を尽くしたと思う。実施に次年度以降、効果測定やフィードバッ

クの内容などを確立する必要がある。

⑥アシスタントティーチャー養成マニュアルについて、受講したアシスタントティーチャー候補生の活用能力

がどこまで向上したかに関する調査を行う。

⇒最終的には客観的な指標が必要となり、調査方法や実施時期などが決まれば実装にいては慎重に

実施する必要がある。調査の目的と記載をするモチベーションを加味した内容とする必要がある。

（（７７））全全体体をを通通じじててのの評評価価

介護業界を取り巻く環境は厳しいものがある。「２０２５年問題」やその先の「２０４０

年問題」など、現場の備えだけではサービスの質を向上はおろか、維持することも困難となる。限

られた資源（ヒト・モノ・カネ）を最大限に活用し、同時に「業務改善」と「生産性向上」を推進する必

要があり、経営者や管理者、現場スタッフ一人一人の意識変革をはかり、ICT／DX 推進をはかる

ことが求められる。

本事業では、３カ年の事業計画に基づいて複数の委員会で構成され、実証研究と教育プログラ

ム開発や検証が行われている。各委員会から前向きな提言（意見）が議事録を通じて共有され、

教育現場と開発チーム、各委員会がハイレベルな検証が図られることを期待したい。実証に参加

した受講生の年代や立場は様々で、得られる情報やデータは今後多様な人材の参入を促す意味

でも大変意義のある内容となっている。一方で、今年度の活動によって浮かび上がった課題につ

いても検証と議論を継続し、ＤＸ等のリカレント教育推進の為の支援体制の強化を図っていくこと

が肝要である。

（（８８））全全体体をを通通じじたた本本外外部部評評価価委委員員会会のの総総評評

本事業に限ったことではないが、事業推進にあたっては、昨今の新型コロナウイルス感染症拡

大悪化への影響は小康状態にはなったものの、いまだに懸念した活動となっており、制約があっ

たことも推察できる。各委員会及び協力頂いた教育機関においては、心より謝意を申し上げる次

第である。そうした想いのなか、本事業への期待を込めて各外部評価委員からは、全体を通じて

次のような意見があったことから、次年度事業の参考としていただきたい。

・実証の為、セミナーのジャンルと対象に限りがあったが、介護現場の課題としては、「人材」（＝

確保・育成・定着）に基づくものが多く見受けられる。

・また、稼働率等の経営戦略についても、課題としては大きなウェートを占めており、長い目で見

たときはそういったテーマも経営層や上級管理層に限らず、一般スタッフにおいてもＤＸや現場で

役立つ専門スキルと一緒に学ぶ必要があると思っている。

・テーマ設定等、大変興味深く、次年度以降、広げて実施を検討する際は、全委員会にも投げか

けても良いと思う。

・事業採択決定が年度後半であったが、短期間の中で、事業実施体制を具体的に構築し、事業

開始にまでこぎ着けたことは高く評価できる。また、今年度は具体的な活動が短期間にならざる

を得なかったが、こうした状況下でも、一定の成果と次年度に向けた課題が得られており、着実
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また、 ～ までの分科会では以下の内容を検討している。尚、教育プログラム開発委員会委員は、

それぞれが２～４つの分科会に属し、企画に携わっており、それぞれの経験や専門性を生かした関わりが

なされていた。

○既存のコンテンツを使ったプログラムの開発

○新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発

○それに伴う教材（動画も含む）の作成

○アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成

（（６６））実実証証委委員員会会にに対対すするる評評価価

外部評価委員会として、（６）において以下の評価を行った。

実証委員会の目的は、開発した教育プログラムと、それに伴う教材を使って実証し、検証することにある。

委員会では、実証の内容と進め方、検証方法、協力体制の確認など、以下の項目①～⑥について、

実証調査を行った。

①開発されたプログラムを活用した講座を希望する福祉施設の介護職及び専門学校の学生や、卒業

生を対象に実施を行う。

⇒限られた時間ではあったが概ね実施出来た。

②習得の効果に関する測定が必要なため、当該講座の試験結果が基本データとなる。講座後、その都

度、学習効果の測定を精密化する。

⇒実施出来た。受講生の層や数にバラツキがあり、データの精緻化については課題がある。

③受講生に対して、プログラムに内容がどこまで習得できたか、研修の改善や継続の有無に関するア

ンケートおよびインタビュー調査を行う。

⇒受講生の生声が盛り込まれており、実施する側やプログラムを提供する側との意識の違いに気付かさ

れた。

④今後、開発したプログラムの導入を考えている福祉施設の介護職や専門学校も教員のためにアシスタ

ントティーチャー養成講座を実施し、全国の福祉施設や専門学校で実施できるよう人材育成を行う。

⇒知識を身に付けることはこれまでの生活で経験がある（学校生活や仕事などを通じて）が、「教え方を

学ぶ」ことは本質的に難しい。知識を身に付けて、同時に教え方やこういった反応に対しては、こうした対

応が望ましいなどケーススタディを入れて育成に目を向けるようにしていきたいので、次年度以降、さらに

期待をしたい。

⑤習得効果測定が基本であるので、講座の修了試験【筆記・実技】で効果が明確になる評価方法を

取る。

⇒筋道や具体的な方策については議論を尽くしたと思う。実施に次年度以降、効果測定やフィードバッ

クの内容などを確立する必要がある。

⑥アシスタントティーチャー養成マニュアルについて、受講したアシスタントティーチャー候補生の活用能力

がどこまで向上したかに関する調査を行う。

⇒最終的には客観的な指標が必要となり、調査方法や実施時期などが決まれば実装にいては慎重に

実施する必要がある。調査の目的と記載をするモチベーションを加味した内容とする必要がある。

（（７７））全全体体をを通通じじててのの評評価価

介護業界を取り巻く環境は厳しいものがある。「２０２５年問題」やその先の「２０４０

年問題」など、現場の備えだけではサービスの質を向上はおろか、維持することも困難となる。限

られた資源（ヒト・モノ・カネ）を最大限に活用し、同時に「業務改善」と「生産性向上」を推進する必

要があり、経営者や管理者、現場スタッフ一人一人の意識変革をはかり、ICT／DX 推進をはかる

ことが求められる。

本事業では、３カ年の事業計画に基づいて複数の委員会で構成され、実証研究と教育プログラ

ム開発や検証が行われている。各委員会から前向きな提言（意見）が議事録を通じて共有され、

教育現場と開発チーム、各委員会がハイレベルな検証が図られることを期待したい。実証に参加

した受講生の年代や立場は様々で、得られる情報やデータは今後多様な人材の参入を促す意味

でも大変意義のある内容となっている。一方で、今年度の活動によって浮かび上がった課題につ

いても検証と議論を継続し、ＤＸ等のリカレント教育推進の為の支援体制の強化を図っていくこと

が肝要である。

（（８８））全全体体をを通通じじたた本本外外部部評評価価委委員員会会のの総総評評

本事業に限ったことではないが、事業推進にあたっては、昨今の新型コロナウイルス感染症拡

大悪化への影響は小康状態にはなったものの、いまだに懸念した活動となっており、制約があっ

たことも推察できる。各委員会及び協力頂いた教育機関においては、心より謝意を申し上げる次

第である。そうした想いのなか、本事業への期待を込めて各外部評価委員からは、全体を通じて

次のような意見があったことから、次年度事業の参考としていただきたい。

・実証の為、セミナーのジャンルと対象に限りがあったが、介護現場の課題としては、「人材」（＝

確保・育成・定着）に基づくものが多く見受けられる。

・また、稼働率等の経営戦略についても、課題としては大きなウェートを占めており、長い目で見

たときはそういったテーマも経営層や上級管理層に限らず、一般スタッフにおいてもＤＸや現場で

役立つ専門スキルと一緒に学ぶ必要があると思っている。

・テーマ設定等、大変興味深く、次年度以降、広げて実施を検討する際は、全委員会にも投げか

けても良いと思う。

・事業採択決定が年度後半であったが、短期間の中で、事業実施体制を具体的に構築し、事業

開始にまでこぎ着けたことは高く評価できる。また、今年度は具体的な活動が短期間にならざる

を得なかったが、こうした状況下でも、一定の成果と次年度に向けた課題が得られており、着実
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な事業実施の進捗状況が伺える。

・次年度は、今年度明らかになった各プログラムの課題を踏まえ、事業計画・次年度計画に沿った

プログラム開発を進めることが望まれる。

・初年度は事業開始が遅れ、スケジュール調整が大変であったようだ。しかしながら、各委員会が

きちんと記録を残し、進捗状況、課題、スケジュールの情報共有がきちんと行われ、初年度とし

ての事業内容は、高く評価できる。ただし、新たな課題も散見されるので、次年度に向け、各委

員会にて、振り返りと反省を行い、次年度に向け、更なる進化と発展（質的な向上）に期待したい。

・多様なプログラムが組まれている点がよかった。

・受講の方式もオンライン形式や対面形式など、受講者の要望に応じて変えることができるなど工

夫がされていた。特に、現在の生産性向上の促進の観点から介護 DX、さらに外国人介護人材

の急増から多様なかかわりについての講座もあり、興味を引くものであった。

・今回、介護報酬改定が行われたが、そのような施策にも対応できるプログラムになると、さらによ

いプログラムになるのではないかと考える。

（（９９））今今後後のの事事業業へへのの期期待待

コロナ禍の影響もあり、介護や障害の現場に限らず、サービスの提供や価値はもちろん、「学び

方」「働き方」についても大きな変革をもたらした。とりわけ学びの場においてはオンラインが加速

度的に普及した。昨今の少子高齢化社会、就業人口減、といった問題があり、今後も現場の介護

スタッフをはじめとした人材確保や育成不足が予見される。

このような中で、多種多様な人材の流入や登用、活用といった状況が続くこともあり、幅広いジャ

ンルの学びが必要となり、学び方、学ばせ方について、いかなる階層においても共有する必要が

ある。学びは重要であり、経験をもとに獲得した知識や技術は大変有益であると思われる。

一方、現場で通用する実践的な内容についてのニーズも高いこともあり、出来る限り多くの対

処事例やケーススタディを取り入れ、体験型かつ習得が出来る内容を検討することも必要と思わ

れる。

次年度の展開として期待したいことは、現場での事例をより多く盛りこみ、課題解決のプロセスを

入れることが望ましい。医療・福祉・介護の現場に限らないが、管理職やリーダーになりたくないと

いった若年層も少なくないとも言われており、マネージャー層を対象とした「リーダーシップ」や法

人における「事業計画の策定」などをワークショップ等で学べる内容なども検討を頂きたい。

また、介護・障害・子育ての現場の離職理由は人間関係が上位で挙げられることも、リーダー

養成において改善できることも期待しており、コンテンツの内容充実も図る一方で、是非とも実施

して頂きたい。

（（1100））事事業業推推進進ににああたたっってて見見直直すすべべきき事事項項

限られた日程、スケジュールであったが、全体的な工程、進捗はスムーズに進んでいるように

思われる。それぞれの委員会に参加された委員各々が、これまでの経験や実績を存分に発揮し、

事業を遂行した成果もあり、年度の目標については達成できたと思われる。

アンケート結果においても概ね高評価を得ているが、参加者のモチベーションが当初より高か

ったのではないかと思われる。関係者が参加にあたって事前に意識付けを行った成果もあったか

と思うが、継続できるかといった点は若干不安な部分もある。その場で学び、それが学校や施設

に戻った時、以降についても意識の高さが継続出来ているか、検証する必要がある。学んだあと

の変化や具体的な改善できた点についても追跡調査が出来れば良い。

また、実証については比較的好意的、協力的に受け入れて頂いたが、実際の現場で活用する

際は、負担が生じることも想定される。負担感を感じさせることなく、参加をしてもらうように、受講

生の環境にも配慮した提供が望ましい。

((1111））本本外外部部評評価価委委員員会会にによよるる評評価価

以上を踏まえ、本外部評価委員会において、本事業が適切に執行され、実施されたことを確認

した。各委員会、委員及び事務局の尽力により、タイトなスケジュールではあったが、多くの関係

団体の協力を得られて、内容の濃い事業を展開できたと思われる。

今後、事業を継続するにあたっては、介護現場にて提供されるサービスの質維持・向上を目途

とした実用的な講座の企画と実証が必要だと思われる。現場の切実な声としては、人材不足の中

でも、マネジメント層の育成や確保が難しいといった内容が見受けられる。特に経営資源となる人

材の育成やマネジメントに注力した講座の企画や具体的な事例を多く取り入れた演習形式の講

座の開講を通じて、どう変化したか、新たな課題は何かなどを見出せる内容となることを強く祈念

する。初年度、参加者に関心を持ってもらい、継続性を維持出来る内容の実証が出来たと評価す

る。

（（1122））ああととががきき

全産業について言及すべきことであるが、サービス業、とりわけ:介護業界においては人材の確

保や育成が困難な状況になることは想定できる。人材の確保が困難な状況が今後もしばらくは続

くものの、状況に甘んじることなく、経営層や管理者層ばかりが思案することなく、全スタッフが一

緒に考え、ベクトルを合わせることが諸問題の解決手段につながるのではないか。

様々な価値観は尊重しながらも、「利用者のため」「仲間のため」といった認識を共有する仕組

みづくりや、人的資源に限りがあるのであれば、「生産性向上」や「業務改善」を図るべく、ICT／

DX の活用を検討し、その検証についても施設や事業所、法人全体で取り組むことが必要ではな

いか。但し、あくまでも施設や事業所、法人における課題の解決ツールの１つとしてのICT／DXの

活用であることは前提である。

外部評価委員会

公益社団法人かながわ福祉サービス振興会

事業推進部 部長

得永 真人
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な事業実施の進捗状況が伺える。

・次年度は、今年度明らかになった各プログラムの課題を踏まえ、事業計画・次年度計画に沿った

プログラム開発を進めることが望まれる。

・初年度は事業開始が遅れ、スケジュール調整が大変であったようだ。しかしながら、各委員会が

きちんと記録を残し、進捗状況、課題、スケジュールの情報共有がきちんと行われ、初年度とし

ての事業内容は、高く評価できる。ただし、新たな課題も散見されるので、次年度に向け、各委

員会にて、振り返りと反省を行い、次年度に向け、更なる進化と発展（質的な向上）に期待したい。

・多様なプログラムが組まれている点がよかった。

・受講の方式もオンライン形式や対面形式など、受講者の要望に応じて変えることができるなど工

夫がされていた。特に、現在の生産性向上の促進の観点から介護 DX、さらに外国人介護人材

の急増から多様なかかわりについての講座もあり、興味を引くものであった。

・今回、介護報酬改定が行われたが、そのような施策にも対応できるプログラムになると、さらによ

いプログラムになるのではないかと考える。

（（９９））今今後後のの事事業業へへのの期期待待

コロナ禍の影響もあり、介護や障害の現場に限らず、サービスの提供や価値はもちろん、「学び

方」「働き方」についても大きな変革をもたらした。とりわけ学びの場においてはオンラインが加速

度的に普及した。昨今の少子高齢化社会、就業人口減、といった問題があり、今後も現場の介護

スタッフをはじめとした人材確保や育成不足が予見される。

このような中で、多種多様な人材の流入や登用、活用といった状況が続くこともあり、幅広いジャ

ンルの学びが必要となり、学び方、学ばせ方について、いかなる階層においても共有する必要が

ある。学びは重要であり、経験をもとに獲得した知識や技術は大変有益であると思われる。

一方、現場で通用する実践的な内容についてのニーズも高いこともあり、出来る限り多くの対

処事例やケーススタディを取り入れ、体験型かつ習得が出来る内容を検討することも必要と思わ

れる。

次年度の展開として期待したいことは、現場での事例をより多く盛りこみ、課題解決のプロセスを

入れることが望ましい。医療・福祉・介護の現場に限らないが、管理職やリーダーになりたくないと

いった若年層も少なくないとも言われており、マネージャー層を対象とした「リーダーシップ」や法

人における「事業計画の策定」などをワークショップ等で学べる内容なども検討を頂きたい。

また、介護・障害・子育ての現場の離職理由は人間関係が上位で挙げられることも、リーダー

養成において改善できることも期待しており、コンテンツの内容充実も図る一方で、是非とも実施

して頂きたい。

（（1100））事事業業推推進進ににああたたっってて見見直直すすべべきき事事項項

限られた日程、スケジュールであったが、全体的な工程、進捗はスムーズに進んでいるように

思われる。それぞれの委員会に参加された委員各々が、これまでの経験や実績を存分に発揮し、

事業を遂行した成果もあり、年度の目標については達成できたと思われる。

アンケート結果においても概ね高評価を得ているが、参加者のモチベーションが当初より高か

ったのではないかと思われる。関係者が参加にあたって事前に意識付けを行った成果もあったか

と思うが、継続できるかといった点は若干不安な部分もある。その場で学び、それが学校や施設

に戻った時、以降についても意識の高さが継続出来ているか、検証する必要がある。学んだあと

の変化や具体的な改善できた点についても追跡調査が出来れば良い。

また、実証については比較的好意的、協力的に受け入れて頂いたが、実際の現場で活用する

際は、負担が生じることも想定される。負担感を感じさせることなく、参加をしてもらうように、受講

生の環境にも配慮した提供が望ましい。

((1111））本本外外部部評評価価委委員員会会にによよるる評評価価

以上を踏まえ、本外部評価委員会において、本事業が適切に執行され、実施されたことを確認

した。各委員会、委員及び事務局の尽力により、タイトなスケジュールではあったが、多くの関係

団体の協力を得られて、内容の濃い事業を展開できたと思われる。

今後、事業を継続するにあたっては、介護現場にて提供されるサービスの質維持・向上を目途

とした実用的な講座の企画と実証が必要だと思われる。現場の切実な声としては、人材不足の中

でも、マネジメント層の育成や確保が難しいといった内容が見受けられる。特に経営資源となる人

材の育成やマネジメントに注力した講座の企画や具体的な事例を多く取り入れた演習形式の講

座の開講を通じて、どう変化したか、新たな課題は何かなどを見出せる内容となることを強く祈念

する。初年度、参加者に関心を持ってもらい、継続性を維持出来る内容の実証が出来たと評価す

る。

（（1122））ああととががきき

全産業について言及すべきことであるが、サービス業、とりわけ:介護業界においては人材の確

保や育成が困難な状況になることは想定できる。人材の確保が困難な状況が今後もしばらくは続

くものの、状況に甘んじることなく、経営層や管理者層ばかりが思案することなく、全スタッフが一

緒に考え、ベクトルを合わせることが諸問題の解決手段につながるのではないか。

様々な価値観は尊重しながらも、「利用者のため」「仲間のため」といった認識を共有する仕組

みづくりや、人的資源に限りがあるのであれば、「生産性向上」や「業務改善」を図るべく、ICT／

DX の活用を検討し、その検証についても施設や事業所、法人全体で取り組むことが必要ではな

いか。但し、あくまでも施設や事業所、法人における課題の解決ツールの１つとしてのICT／DXの

活用であることは前提である。

外部評価委員会

公益社団法人かながわ福祉サービス振興会

事業推進部 部長
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ⅣⅣ事事業業のの振振りり返返りり

（（１１））ププロロググララムム開開発発委委員員会会 本本年年度度事事業業のの振振りり返返りり

プログラム委員会を代表しまして、本事業に多大なるご協力をいただきました、関係者の皆様に心から感謝申し

上げます。

本年度は、プログラムの開発のための実態調査を行い、介護現場が抱えている課題に対してどんなプログラ

ムであればアップデートできるか、また、受講生が継続して受けやすい受講形態とはどのような形態なのかにつ

いて、多くの様々な課題を見いだせたこと、そして、この短時間の中で、6 つの講座に対し、300 人近い受講者を

集められたことについては、本年度の大きな成果であったと思います。

今後、未曽有の少子高齢化社会により、生産年齢人口が激減し、人材難が続く事が予測される中で、手厚い

介護を自然と少数精鋭で行う構造となり、介護職員への期待値はこれまで以上に高まることとなるでしょう。

従って、介護職一人一人に求められるスキルと知識は、より高度なものが求められ、専門職としてアップデー

トをしていく必要があると考えられます。

今回の調査を通して、プログラム委員会では、介護職の経験や役職に合わせた講座をどのように提供してい

くか、そして、習得した知識や技術をどのようにしたら、現場で活用することができるかが、次年度開発するプロ

グラムの大きな課題となりました。

例えば、現在、介護業界では、ICT や DX 等の推進が強く求められています。この課題に合わせ、本年度、講

座を開講致しましたが、こちらについても、役職やレベルに応じて適切な内容を提供することで、より実践的なも

のに進化することが可能であると考えております。また、実践的な知識の習得を積極的に進めることで、介護現

場での各課題解決を図ることが出来る職員の成長を促進し、職員の時間的余裕の創出や介護業務の質の向上

の底上げに貢献できればと考えております。

本事業では、5 年後、10 年後の未来を見据え、現場で利活用できる実践力を身に付けたマルチタスク型の介

護職を目指せるプログラムを開発し、実装していくことが目的であるため、本委員会では、次年度に向け介護業

界に役に立つプログラムが提供できるよう、介護業界で活躍する企業・団体、福祉医療職を養成する教育機関

に所属する方々と共に連携をし、開発に取り組んでいきたいと思います。

プログラム開発委員長

株式会社ビーブリッド

代表取締役 

竹下康平氏

（（２２））実実証証委委員員会会 本本年年度度事事業業のの振振りり返返りり

実証委員を代表しまして、関係者の皆さま、並びに実証へのご協力をして下さった施設様、学校様へ、多大な

る協力をいただきましたことを心より感謝申し上げます。

実証委員会は、開発したプログラムを活用した効果測定をしていくという目的のもとに、本年度は次年度のプ

ログラム開発に向けての必要なデータ収集のために、どのような実証の手法が良いか、また、どのような検証項

目が良いかについて検討を重ねてまいりました。

その結果、既存のプログラムについては、内容については新しい発見もあり、リスキリングに繋がるという意

見が多く見られました。一方で、現場の運用に即した形で活用するには、どのような工夫が必要なのかは次年

度以降の課題としてあげられました。

具体的には就業時間に即した形で学びを得られるよう短期間で行う受講形式や、受講者の講座に合わせた

受講レベルの設定などがあり、次年度のプログラム開発に向けて、実証委員会では、実証協力していただいた

受講生が、現場で求めている課題について実践できるプログラムを開発し、プログラムの有効性について実証

検証を重ねていく必要があるという結論となりました。

実践的なプログラムを開発については、これから必要不可欠となる課題について、プログラムを開発していく

必要があります。例えば、 は介護業界に限らず必ず行わなければならない業務改善です。 年に高

齢者人口のピークがあり、これまで介護において人員配置率は現実的ではなくなってきています。

国では生産性向上などの介護加算などの施策が行われてきていることも踏まえて、人口減少社会に対応す

るために を推進していく必要がある一方で、利用者に対しての、科学的エビデンスを蓄積してサービス

の質を高めていくこと、また、定性的ではなく定量的に介護サービスを検討していくことも求められています。

今後、介護職が行っているケアが利用者のためになっているのか、 によって介護サービスのアウトカ

ムを検討していく必要がある時代に突入します。この課題を解決するためには、この課題に沿ったプログラムの

開発を行うことが必要であると考えられます。

研究としてはまたまた始まったばかりですが、最終ゴールとなる社会実装に向けて、時代の進化をともに介護

現場の教育の現場も変化させながら、介護職がアップデートした専門性を身につけ、学べる環境、そして、未来

の教育に期待が持てるプログラムが提供できるよう、今後も継続して取り組んでいきたいと考えています。

実証委員会委員長

社会福祉法人善光会 理事

最高執行責任者

統括施設局長

≪株式会社善光総合研究所≫

代表取締役社長

宮本 隆史
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（（33））新新たたななるるチチャャレレンンジジへへのの思思いい

はじめに、この研究にご尽力いただきました関係者様、実証校の皆様に心より感謝申し上げます。

本年度、また新たな研究事業をこれまで当センターにお力添えいただいた方々と既存のプログラムの実証調査

ができたことは、本年度の一番の成果となりました。次年度は本年度の成果を踏まえ、新たに 3 つの課題にチャ

レンジをしていきたいと思っています。

1 つ目は、受講生のレベルに合わせた講座の提供を目指し

ます。介護プロフェッショナルのキャリア段位(図1)に紐づけした

講座を提供することで、受講者自身が、自分のレベルに合わ

せた知識・技術を習得し、現場で利活用できる実践力を身に付

け、アップデートできる講座の提供をしたいと考えています。

2 つ目は、プログラムの特性に合わせた受講形態の改善を

目指します。具体的には、プログラムの特性に合わせて、

対面のものは対面で、LMS で済むものは LMS で行っていきた

いと考えています。(図２)ICT/DX なども現場で使う人によって

必要なものが異なるため、来年度以降はモジュール型の講座

の提供をしていきたいと考えています。

3 つ目は、利用者、介護職が楽しめるプログラム開発を目指

します。今回、アンケートの中で、認知症の人に楽しんでいただ

きたいという意見や、提供する側がワクワクするようなプログラ

ムをしたいという意見も多かったことより、提供する側もされる

側も、楽しくワクワクするプログラムの提供をしていきたいと考

えています。

例えば、音楽療法と回想法を組み合わせたプログラムを提供

することで、利用者も、介護職もお互いに笑顔になれ孤独感が

薄れ気持ちが穏やかになるのではないかと思います。(図 3)ま

た、介護職が笑顔を提供できる場が増えることができれば仕事

に対するモチベーションも上がるのではないかと考えられま

す。業務の改善も介護の業界では重要な課題ではあります

が、こういった介護職側もワクワクするようなプログラムを受講

し、現場の環境を整えていくことも必要ではないかと思います。

次年度は、いよいよプログラムの開発を進めていきますが、新たなチャレンジが成果となるよう取り組んでい

きたいと思っています。

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター 

事業責任者 小林 英一
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介護予防事前アンケート結果（回答数 31件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
6 件の回答 
・ヨガ講師 
・キャリアコンサルタント 2 
・あん摩マッサージ指圧師 
・介護事務 
・精神保健福祉士 
・保育士 
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介護予防事前アンケート結果（回答数 31件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
10 件の回答 
・労働局 公共職業安定所 
・養成校（リハビリ） 
・本社 管理部門 
・訪問マッサージ 
・介護福祉士養成校 
・介護部門一般事務 
・専門学校 
・新潟青陵大学 
・放課後等デイサービス、看多機 
・飲食 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
10 件の回答 
・労働局 公共職業安定所 
・養成校（リハビリ） 
・本社 管理部門 
・訪問マッサージ 
・介護福祉士養成校 
・介護部門一般事務 
・専門学校 
・新潟青陵大学 
・放課後等デイサービス、看多機 
・飲食 
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問 16：問 15で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。 
6 件の回答 
・初任者研修受講中 
・スマート介護士 
・ICT 介護技術 
・重度訪問介護 
・知的障害者に関する支援専門員 
・ICT、トラベルヘルパー 

 

 
 
 
 
 

 
 
問 19：問 18で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 
1 件の回答 
・ICTは機器導入が進んでいないから。トラベルヘルパーは訪問介護事業では活用の機会がないから 

 
問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
2件の回答  
・その他 2件 

 
問 21：問 20 で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
回答なし 
 

 

50%50%

問18：問17で「④⑤実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該当するものを
２つ選択してください。
4件の回答

③学んだ内容が現場向きではなかったから

⑥ その他
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問 16：問 15で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。 
6 件の回答 
・初任者研修受講中 
・スマート介護士 
・ICT 介護技術 
・重度訪問介護 
・知的障害者に関する支援専門員 
・ICT、トラベルヘルパー 

 

 
 
 
 
 

 
 
問 19：問 18で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 
1 件の回答 
・ICTは機器導入が進んでいないから。トラベルヘルパーは訪問介護事業では活用の機会がないから 

 
問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
2件の回答  
・その他 2件 

 
問 21：問 20 で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
回答なし 
 

 

50%50%

問18：問17で「④⑤実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該当するものを
２つ選択してください。
4件の回答

③学んだ内容が現場向きではなかったから

⑥ その他
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介護予防事後アンケート結果（回答数 30件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
6 件の回答 
・ヨガ講師 
・キャリアコンサルタント 2級技能士(現在)、保育士、幼稚園教諭 2級資格 
・あん摩マッサージ指圧師 
・あん摩マッサージ指圧師 鍼灸師 
・精神保健福祉士 
・介護事務 
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介護予防事後アンケート結果（回答数 30件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
6 件の回答 
・ヨガ講師 
・キャリアコンサルタント 2級技能士(現在)、保育士、幼稚園教諭 2級資格 
・あん摩マッサージ指圧師 
・あん摩マッサージ指圧師 鍼灸師 
・精神保健福祉士 
・介護事務 
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問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
2 件の回答 

③ 学んだ内容が現場向きではないから 1 件 
⑥ その他 1 件 

 
問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。 
1 件の回答 

・業務内容 
 
問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何ですか。該
当するものを２つ選択してください。 
1 件の回答 
 ⑤ その他 
 
問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。 
1 件の回答 

・現在、就労支援に携わっていますので業務では実践できないと思いますが、シニア層のまわりの方々に広めていきた
いと思います。 
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問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
2 件の回答 

③ 学んだ内容が現場向きではないから 1 件 
⑥ その他 1 件 

 
問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。 
1 件の回答 

・業務内容 
 
問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何ですか。該
当するものを２つ選択してください。 
1 件の回答 
 ⑤ その他 
 
問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。 
1 件の回答 

・現在、就労支援に携わっていますので業務では実践できないと思いますが、シニア層のまわりの方々に広めていきた
いと思います。 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
10件の回答 
・介護予防や、ポジショニング、シーティング、ノーリフティング、排泄等 
・マネジメントやファシリテーションの講座に興味があります。 
・高齢者の加齢による現れる身体の特徴についてや運動指導について 
・体力測定をもう少し詳しく勉強したいです。 
・外国人との関わり方 
・認知症ケア 
・外出支援と介護 ICT/DX 
・介護予防、認知症関連 
・レクリエーション研修 
・介護予防、認知症関連 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
10件の回答 
・介護予防や、ポジショニング、シーティング、ノーリフティング、排泄等 
・マネジメントやファシリテーションの講座に興味があります。 
・高齢者の加齢による現れる身体の特徴についてや運動指導について 
・体力測定をもう少し詳しく勉強したいです。 
・外国人との関わり方 
・認知症ケア 
・外出支援と介護 ICT/DX 
・介護予防、認知症関連 
・レクリエーション研修 
・介護予防、認知症関連 
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外出支援事前アンケート結果（回答数 31件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
1 件の回答 
・ヨガ講師 
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外出支援事前アンケート結果（回答数 31件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
1 件の回答 
・ヨガ講師 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
5 件の回答 
・福祉専門学校 
・東京未来大学福祉保育専門学校 
・本社部門 
・小規模多機能居宅介護 
・特定非営利活動法人 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
5 件の回答 
・福祉専門学校 
・東京未来大学福祉保育専門学校 
・本社部門 
・小規模多機能居宅介護 
・特定非営利活動法人 
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問 16：問 15で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。 
8 件の回答 
・スマート介護士 
・dx福祉実践プログラム 
・ナチュラルセラピー講座 (アロマを使ったケア) 
・スマート介護士 
・介護予防士研修 
・コミュニケーション 
・実務者研修 
・初任者研修 

問 18：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該当
するものを２つ選択してください。 
2件の回答 
③ 学んだ内容が現場向きではなかったから 
④ 学んだ内容を実践する時間がなかったから, ⑥ その他 

 
問 19：問 18 で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 

  回答なし 
 
問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何ですか。
該当するものを２つ選択してください。 
回答なし 

問 21：問 20で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
  回答なし 
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問 16：問 15で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。 
8 件の回答 
・スマート介護士 
・dx福祉実践プログラム 
・ナチュラルセラピー講座 (アロマを使ったケア) 
・スマート介護士 
・介護予防士研修 
・コミュニケーション 
・実務者研修 
・初任者研修 

問 18：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該当
するものを２つ選択してください。 
2件の回答 
③ 学んだ内容が現場向きではなかったから 
④ 学んだ内容を実践する時間がなかったから, ⑥ その他 

 
問 19：問 18 で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 

  回答なし 
 
問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何ですか。
該当するものを２つ選択してください。 
回答なし 

問 21：問 20で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
  回答なし 
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外出支援事後アンケート結果（回答数 31件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
3 件の回答 
ヨガ講師 1 件 保育士 2 件 
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外出支援事後アンケート結果（回答数 31件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
3 件の回答 
ヨガ講師 1 件 保育士 2 件 
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問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
 該当なし 
 
問 18：問 17で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。 
 該当なし 
 
問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何ですか。該
当するものを２つ選択してください。 
 該当なし 
 
問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。 
 該当なし 
 

 

 

 
問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
・トラベルヘルパー1級 
・外出支援 
・介護支援専門員 
・介護技術向上できる研修 
・介護予防、認知症の方に対する知識 
・最新の情報 
・福祉系 2件 
・トラベルヘルパーだけではないが、介護報酬制度が変化していく際に、その変化に事前に対応できるような研修を受けられ
たらと思う。 
・今回の様な外出支援や機能訓練・認知症についての研修。 
・初心者向けの介護福祉士やヘルパーの仕事に関する講座 
・認知症に対する研修 
・2級外出支援 
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問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
 該当なし 
 
問 18：問 17で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。 
 該当なし 
 
問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何ですか。該
当するものを２つ選択してください。 
 該当なし 
 
問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。 
 該当なし 
 

 

 

 
問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
・トラベルヘルパー1級 
・外出支援 
・介護支援専門員 
・介護技術向上できる研修 
・介護予防、認知症の方に対する知識 
・最新の情報 
・福祉系 2件 
・トラベルヘルパーだけではないが、介護報酬制度が変化していく際に、その変化に事前に対応できるような研修を受けられ
たらと思う。 
・今回の様な外出支援や機能訓練・認知症についての研修。 
・初心者向けの介護福祉士やヘルパーの仕事に関する講座 
・認知症に対する研修 
・2級外出支援 
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・人財育成関係 
・トラベルヘルパー2級以上 
・自分のメインの職種とは若干違うタイプのもの 
・時代の変化とともにみられるようになったニーズに対応した研修 
・トラベルヘルパーの上級級 
・アロマセラピーやハンドマッサージ 
・介護技術のスキルアップ研修 
・認知症への理解につながる研修 
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・人財育成関係 
・トラベルヘルパー2級以上 
・自分のメインの職種とは若干違うタイプのもの 
・時代の変化とともにみられるようになったニーズに対応した研修 
・トラベルヘルパーの上級級 
・アロマセラピーやハンドマッサージ 
・介護技術のスキルアップ研修 
・認知症への理解につながる研修 
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介護 ICT/DX事前アンケート結果（回答数 38件） 
 

 

 

 

 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
3 件の回答 
・社会福祉主事、ヘルパー2級 
・レクリエーション介護士、教員免許、防火管理者 
・社会福祉主事、重度訪問介護従業者 
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介護 ICT/DX事前アンケート結果（回答数 38件） 
 

 

 

 

 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
3 件の回答 
・社会福祉主事、ヘルパー2級 
・レクリエーション介護士、教員免許、防火管理者 
・社会福祉主事、重度訪問介護従業者 
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問 16：問 15で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。 
5 件の回答 
・実務者研修 
・認知症介護実践者研修 
・LIFE 
・感染予防 
・介護支援研修等 

 

 
問 18：問 17で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
 該当なし 
 
問 19：問 18で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 
 該当なし 

問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何ですか。該当
するものを２つ選択してください。 
 該当なし 
 
問 21：問 20で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
 該当なし 
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問 16：問 15で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。 
5 件の回答 
・実務者研修 
・認知症介護実践者研修 
・LIFE 
・感染予防 
・介護支援研修等 

 

 
問 18：問 17で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
 該当なし 
 
問 19：問 18で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 
 該当なし 

問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何ですか。該当
するものを２つ選択してください。 
 該当なし 
 
問 21：問 20で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
 該当なし 
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介護 ICT/DX事後アンケート結果（回答数 30件） 
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介護 ICT/DX事後アンケート結果（回答数 30件） 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
6 件の回答 
介護福祉士養成校 1件、本社 1 件、本社で事業所フォロー対応 1 件、内勤（運用構築、研修等） 1 件、 
短期入所生活介護 1 件、人材業界 1 件 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
6 件の回答 
介護福祉士養成校 1件、本社 1 件、本社で事業所フォロー対応 1 件、内勤（運用構築、研修等） 1 件、 
短期入所生活介護 1 件、人材業界 1 件 
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問 18：問 17で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。 
2 件の回答 
・施設自体がまだアナログなので 
・今の職場は訪問介護なので。職場が施設等に変われば実践出来ると思います。 
 

 
問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。 
1 件の回答 
・人口の少ない町なので、利用者の数も少なく、導入コスト等が合わなく導入できなさそうである。 
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問 18：問 17で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。 
2 件の回答 
・施設自体がまだアナログなので 
・今の職場は訪問介護なので。職場が施設等に変われば実践出来ると思います。 
 

 
問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。 
1 件の回答 
・人口の少ない町なので、利用者の数も少なく、導入コスト等が合わなく導入できなさそうである。 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
13 件の回答 
・これからも介護に関わる仕事を続けていくためにスキルアップ研修（知識、技術） 
・介護分野の先進技術などに興味があります。 
・介護保険の改定に関する情報や、ICT・介護ロボットに関する最新の情報、活用事例 
・具体的な内容は不明 
・口腔機能訓練 
・スマート介護士エキスパート 
・人財育成等 
・同じ役職ではなく、他職種で行える勉強会があればいい 
・介護に関する知識が得られれば、どんなものでも前向きに勉強してみたい。 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
13 件の回答 
・これからも介護に関わる仕事を続けていくためにスキルアップ研修（知識、技術） 
・介護分野の先進技術などに興味があります。 
・介護保険の改定に関する情報や、ICT・介護ロボットに関する最新の情報、活用事例 
・具体的な内容は不明 
・口腔機能訓練 
・スマート介護士エキスパート 
・人財育成等 
・同じ役職ではなく、他職種で行える勉強会があればいい 
・介護に関する知識が得られれば、どんなものでも前向きに勉強してみたい。 
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マネジメント事後アンケート（回収数 35件） 
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マネジメント事後アンケート（回収数 35件） 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
6 件の回答 
・快護事業部 
・介護福祉士養成施設 
・管理部門 
・本社快護事業部 
・本社管理部門 
・介護教員 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
6 件の回答 
・快護事業部 
・介護福祉士養成施設 
・管理部門 
・本社快護事業部 
・本社管理部門 
・介護教員 
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問 17：問 16で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該当する
ものを２つ選択してください。 
0 件の回答 

 
問 18：問 17で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。 

0 件の回答 
 
問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何ですか。
該当するものを２つ選択してください。 
0 件の回答 

 
問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。 

0 件の回答 
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問 17：問 16で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該当する
ものを２つ選択してください。 
0 件の回答 

 
問 18：問 17で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。 

0 件の回答 
 
問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何ですか。
該当するものを２つ選択してください。 
0 件の回答 

 
問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。 

0 件の回答 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
18件の回答 
・話す•聞くスキル 
・介護技術など 
・マメジメント、ICT化、 
・実践 
・マネジメント 
・看取りについて 
・介護予防とか介護の現場に直接関わること 
・マネジメント応用、リスク管理 
・教育関連 営業関連 
・マネジメント、ICT 
・ICT、スマート介護 
・わかりやすく共感できた。 
・介護研修 
・コミュニケーション 
・信頼関係の具体的な築き方 
・2件 アンガーマネジメント 
・自身のメンタル管理など 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
18件の回答 
・話す•聞くスキル 
・介護技術など 
・マメジメント、ICT化、 
・実践 
・マネジメント 
・看取りについて 
・介護予防とか介護の現場に直接関わること 
・マネジメント応用、リスク管理 
・教育関連 営業関連 
・マネジメント、ICT 
・ICT、スマート介護 
・わかりやすく共感できた。 
・介護研修 
・コミュニケーション 
・信頼関係の具体的な築き方 
・2件 アンガーマネジメント 
・自身のメンタル管理など 
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マネジメント事前アンケート（回答数 37件） 
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マネジメント事前アンケート（回答数 37件） 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
6 件の回答 
・管理部門 
・介護福祉士養成施設 
・快護事業部 
・介護福祉士養成校教員 
・デイサービス・居宅介護支援事業所・訪問介護・グループホームの複合施設です 
・介護事業 本社部門 

162

令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   162令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   162 2024/03/11   11:12:262024/03/11   11:12:26



問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
6 件の回答 
・管理部門 
・介護福祉士養成施設 
・快護事業部 
・介護福祉士養成校教員 
・デイサービス・居宅介護支援事業所・訪問介護・グループホームの複合施設です 
・介護事業 本社部門 
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問 19：問 18で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 
0 件の回答 

問 21：問 20で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
0 件の回答 
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問 19：問 18で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 
0 件の回答 

問 21：問 20で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
0 件の回答 
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ナチュラルセラピー事前アンケート結果（回答数 18件） 
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ナチュラルセラピー事前アンケート結果（回答数 18件） 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
10 件の回答 
・介護福祉士養成施設教員 
・シンクタンク 
・訪問介護を中心に老健又は特別養護老人ホーム等にて派遣勤務 
・看多機、放課後等デイサービス 
・本社教育部門 
・専門学校 在学中 
・世田谷区立尾山台中学校 
・学校法人 
・ピラティススタジオ 
・医療従事者ではありませんがこれからの医療現場の在り方に興味がありました。 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
5 件の回答 
・ヨガ講師資格  
・保育士  
・教員免許  
・保育士・幼稚園教諭  
・ピラティスインストラクター 1件 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
10 件の回答 
・介護福祉士養成施設教員 
・シンクタンク 
・訪問介護を中心に老健又は特別養護老人ホーム等にて派遣勤務 
・看多機、放課後等デイサービス 
・本社教育部門 
・専門学校 在学中 
・世田谷区立尾山台中学校 
・学校法人 
・ピラティススタジオ 
・医療従事者ではありませんがこれからの医療現場の在り方に興味がありました。 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
5 件の回答 
・ヨガ講師資格  
・保育士  
・教員免許  
・保育士・幼稚園教諭  
・ピラティスインストラクター 1件 
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問 16：問 15で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。 
7 件の回答 
・介護技術講習会・技能実習生実習指導 
・介護福祉士初任研修その他色々 
・重度訪問介護 
・スマート介護士 
・トラベルヘルパー養成講座 
・初任者研修 スマート介護士 
・ヘルパー2級 

問 11：問 10で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。 
1 件の回答 
・非常勤講師 
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問 16：問 15で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。 
7 件の回答 
・介護技術講習会・技能実習生実習指導 
・介護福祉士初任研修その他色々 
・重度訪問介護 
・スマート介護士 
・トラベルヘルパー養成講座 
・初任者研修 スマート介護士 
・ヘルパー2級 

問 11：問 10で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。 
1 件の回答 
・非常勤講師 

171

令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   171令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   171 2024/03/11   11:12:282024/03/11   11:12:28



問 18：問 17で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
1件の回答  
③ 学んだ内容が現場向きではなかったから 

 
問 19：問 18で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 
該当なし 

 
問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何ですか。該当
するものを２つ選択してください。 
1件の回答 
⑤ その他 

 
問 21：問 20で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
1件の回答 
・会社独自のシステムで成り立っていた為 
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問 18：問 17で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該当するも
のを２つ選択してください。 
1件の回答  
③ 学んだ内容が現場向きではなかったから 

 
問 19：問 18で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。 
該当なし 

 
問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何ですか。該当
するものを２つ選択してください。 
1件の回答 
⑤ その他 

 
問 21：問 20で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。 
1件の回答 
・会社独自のシステムで成り立っていた為 
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問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
7 件の回答 
・ヨガ講師 
・保育士 幼稚園教諭 
・教員免許 
・保育士 
・小学校教員、家庭科教員（中高）、保育士、食品衛生管理 など 
・CIBTAC 
・ピラティスインストラクター 

ナチュラルセラピー事後アンケート結果（回答数 21件） 
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問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
7 件の回答 
・ヨガ講師 
・保育士 幼稚園教諭 
・教員免許 
・保育士 
・小学校教員、家庭科教員（中高）、保育士、食品衛生管理 など 
・CIBTAC 
・ピラティスインストラクター 

ナチュラルセラピー事後アンケート結果（回答数 21件） 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
12 件の回答 
・介護福祉士養成校 
・シンクタンク 
・神奈川社会福祉専門学校 
・学校法人 
・世田谷区尾山台中学校、東京女子学院 
・本社管理部門 
・放課後等デイサービス、看多機 
・学校 
・任意団体 わわわのわ（茅ヶ崎市で活動する団体です） 
・プライベートサロン 
・医療、介護に従事しておりません。 
・ピラティススタジオ 

176

令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   176令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   176 2024/03/11   11:12:292024/03/11   11:12:29



問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
12 件の回答 
・介護福祉士養成校 
・シンクタンク 
・神奈川社会福祉専門学校 
・学校法人 
・世田谷区尾山台中学校、東京女子学院 
・本社管理部門 
・放課後等デイサービス、看多機 
・学校 
・任意団体 わわわのわ（茅ヶ崎市で活動する団体です） 
・プライベートサロン 
・医療、介護に従事しておりません。 
・ピラティススタジオ 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
14件の回答 
・介護技術 
・更に踏み込んだ内容のアロマテラピーの講座があれば受講してみたいです。 
・導入することにハードルが低い研修全般 
・介護予防 
・ナチュラルセラピー 
・現場実践に役立つ内容 
・トラベルヘルパー 
・介護予防、認知症の方に対する知識 
・アロマセラピーやハンドマッサージ 
・ナチュラルセラピー 
・環境についての研修など 
・植物療法 

178

令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   178令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   178 2024/03/11   11:12:302024/03/11   11:12:30



問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
14件の回答 
・介護技術 
・更に踏み込んだ内容のアロマテラピーの講座があれば受講してみたいです。 
・導入することにハードルが低い研修全般 
・介護予防 
・ナチュラルセラピー 
・現場実践に役立つ内容 
・トラベルヘルパー 
・介護予防、認知症の方に対する知識 
・アロマセラピーやハンドマッサージ 
・ナチュラルセラピー 
・環境についての研修など 
・植物療法 
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・ナチュラルセラピー、介護予防 
・予防や進行、悪化を防ぐようなもの ex)呼吸法 瞑想やマインドフルネス 食べ物を頂く心得(精進料理) ピラティ
スもおすすめです！  
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・ナチュラルセラピー、介護予防 
・予防や進行、悪化を防ぐようなもの ex)呼吸法 瞑想やマインドフルネス 食べ物を頂く心得(精進料理) ピラティ
スもおすすめです！  
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問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
4 件の回答 
・ブンネメゾット 3級 
・社会福祉主事 
・准看護師 
・看護師 

多様な人とのかかわり事前アンケート結果（回答数９件） 
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問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
4 件の回答 
・ブンネメゾット 3級 
・社会福祉主事 
・准看護師 
・看護師 

多様な人とのかかわり事前アンケート結果（回答数９件） 
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問 14：問 13で「⑤ その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。 
5 件の回答 
・国際教育特任マネージャー 
・次長 
・看護部長 
・本社 
・法人本部 係長級 

問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
4 件の回答 
・介護福祉士養成校教員 
・技能実習生 介護教育 
・本社 管理部門 
・法人本部 
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問 14：問 13で「⑤ その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。 
5 件の回答 
・国際教育特任マネージャー 
・次長 
・看護部長 
・本社 
・法人本部 係長級 

問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
4 件の回答 
・介護福祉士養成校教員 
・技能実習生 介護教育 
・本社 管理部門 
・法人本部 
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多様な人とのかかわり事後アンケート結果（回答数 6件） 
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多様な人とのかかわり事後アンケート結果（回答数 6件） 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
2 件の回答 
・介護福祉士教育専門学校 
・法人本部 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
2 件の回答 
・准看護師 
・社会福祉主事 
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
2 件の回答 
・介護福祉士教育専門学校 
・法人本部 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
2 件の回答 
・准看護師 
・社会福祉主事 
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問 14：問 13で「⑤ その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。 
4 件の回答 
・看護部長 
・次長 
・国際教育特任マネージャー 
・法人本部 係長 
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問 14：問 13で「⑤ その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。 
4 件の回答 
・看護部長 
・次長 
・国際教育特任マネージャー 
・法人本部 係長 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
5 件の回答 
・受講者参加型の研修 
・人材育成（海外人材）教育 
・施設長の資質と役割 
・人事関連、外国人関連 
・マネジメント 
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問 24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
5 件の回答 
・受講者参加型の研修 
・人材育成（海外人材）教育 
・施設長の資質と役割 
・人事関連、外国人関連 
・マネジメント 
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受講後 1か月経過アンケート結果（回収数 74件） 

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。 
11 件の回答 
・キャリアコンサルタント 2 級技能士 1 件   
・ヨガ講師 3 件 
・社会福祉主事 
・介護教育 
・保育士 2 件 
・ヘルパー2 級 
・准看護師 
・精神保健福祉士 
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11 件の回答 
・キャリアコンサルタント 2 級技能士 1 件   
・ヨガ講師 3 件 
・社会福祉主事 
・介護教育 
・保育士 2 件 
・ヘルパー2 級 
・准看護師 
・精神保健福祉士 

 

 

195

令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   195令和5年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書.indd   195 2024/03/11   11:12:342024/03/11   11:12:34



 
問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。 
21 件の回答 
・1件 現在は本社 管理部門の所属ですが、昨年度まではデイサービス（福祉系）に所属していました。 
・1件 大阪労働局 公共職業安定所 
・1件 介護教育 送り出し機関 
・4件 介護福祉士養成校  
・2件 本社管理部門 
・1件 養成校 
・1件 本社管理部門 
・1件 介護福祉士養成専門学校 
・1件 教育機関 
・1件 介護福祉士養成施設 
・1件 介護付旅行サービス東京さんぽ 
・1件 新規事業の開設 
・2件 放課後等デイサービス、看多機 

   ・1件 小規模多機能居宅介護 
   ・1件 短期入所生活介護 
   ・1件 人材業界 
   ・1件 新潟青陵大学 
   ・1件 介護教育関係 
   ・1件 家政婦紹介所 
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問 14：問 13で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。 
 37件の回答 
・6件 無し 
・2 件 機能訓練指導員 
・5 件 学生 
・2 件教務主任 
・2 件 国際教育特任マネージャー 
・4 件 生活相談員 
・2 件 看護師 
・就職支援ナビゲーター 
・事務  
・介護福祉学科教員 
・一般職 
・セクションマネージャー 
・次長（事務管理職） 
・役員 
・新規事業の管理者 
・マネージャー 
・看護部長兼人事 
・代表 
・助教 
・家政婦 
・係長 

 

 

 
問 18：問 17で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できていないと思う」理由を教えてください。 
9 件の回答 
・３件 離職中のため 
・受講後課題提出などの指示はありましたか？受講修了証や資格取得証などはいただけないのでしょうか？講義
の際に後日詳細をメールしますと言われましたが、その後何もありません。素晴らしい資格だと思い受講したので残
念です。 
・訪問介護なので 
・実践に向けた運用の構築が必要となるため 
・学生なので、実践できる場がないから 

   ・まだ勤務していないから 
・設備がない 管理者に提案するも却下された 
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問 14：問 13で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。 
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・家政婦 
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の際に後日詳細をメールしますと言われましたが、その後何もありません。素晴らしい資格だと思い受講したので残
念です。 
・訪問介護なので 
・実践に向けた運用の構築が必要となるため 
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問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できていないと思う」職場の理由を教えてください。 
9 件の回答 
・２件 離職中のため 
・職務内容が違うから 
・受講後課題提出などの指示はありましたか？受講修了証や資格取得証などはいただけないのでしょうか？講義
の際に後日詳細をメールしますと言われましたが、その後何もありません。素晴らしい資格だと思い受講したので残
念です。 
・訪問介護なので 
・実践に向けた運用構築が必要となるため 
・2件 学生なので、実践できる場がないから 
・コミュニケーション不足 ご本人、介護者、家族、医療従事者、ケアマネージャーなどなど、関係者同士の、ネットワ
ークがないため。 

 

 
問24：問23で「①② 受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
48 件の回答 
・8件 認知症について 
・2件 シニアヨガやチェアヨガの講座 
・5件 介護予防の機能訓練内容や疼痛緩和の為のストレッチなどの研修 
・2件 ハンドマッサージ等 
・2件 視線入力、整体マッサージ 
・現場で活かせれるスキル 
・スキルを向上できる内容のもの 
・介護技術に関する研修 
・介護に関する最新技術（ICTや介護技術で）が学べる研修など 
・留学生について 
・外国人雇用関係 
・初心者向けのヘルパー講座 
・福祉系 
・現在の仕事に直結する講座 
・人材育成、チームマネージメント。対話や傾聴などのコミュニケーションワークショップ。 
・段階的にスキルアップできるマネジメント力 
・法令順守研修（身近な事例等から学ぶ感じで） 
・受講者参加型の研修 
・介護保険制度現状や今後の見通し 
・マネジメント、ICT、介護現場で役立つ技術 
・実践的な物もしくは最新の技術を含んだもの 
・トラベルヘルパー上級級 
・トラベルヘルパー 
・トラベルワーカー 
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問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できていないと思う」職場の理由を教えてください。 
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・２件 離職中のため 
・職務内容が違うから 
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の際に後日詳細をメールしますと言われましたが、その後何もありません。素晴らしい資格だと思い受講したので残
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・訪問介護なので 
・実践に向けた運用構築が必要となるため 
・2件 学生なので、実践できる場がないから 
・コミュニケーション不足 ご本人、介護者、家族、医療従事者、ケアマネージャーなどなど、関係者同士の、ネットワ
ークがないため。 

 

 
問24：問23で「①② 受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研修ですか。 
48 件の回答 
・8件 認知症について 
・2件 シニアヨガやチェアヨガの講座 
・5件 介護予防の機能訓練内容や疼痛緩和の為のストレッチなどの研修 
・2件 ハンドマッサージ等 
・2件 視線入力、整体マッサージ 
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・スキルを向上できる内容のもの 
・介護技術に関する研修 
・介護に関する最新技術（ICTや介護技術で）が学べる研修など 
・留学生について 
・外国人雇用関係 
・初心者向けのヘルパー講座 
・福祉系 
・現在の仕事に直結する講座 
・人材育成、チームマネージメント。対話や傾聴などのコミュニケーションワークショップ。 
・段階的にスキルアップできるマネジメント力 
・法令順守研修（身近な事例等から学ぶ感じで） 
・受講者参加型の研修 
・介護保険制度現状や今後の見通し 
・マネジメント、ICT、介護現場で役立つ技術 
・実践的な物もしくは最新の技術を含んだもの 
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・コーチング 
・介護技術やコミュニケーション 
・マネジメント 
・アンガーマネジメント、意思決定支援 
・人材育成 
・多様なさひととのかかわり 
・リスクマネジメント（KYT）有料老人ホーム等について（様々な有料老人ホームがあり、その違いを知りたい） 
・現在職員への心理的なマネジメントとケア 

  ・ケアマネジャー受験対策講座アロマセラピー 
・福祉用具 
・教育、プレゼン 
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専門学校生受講後アンケート結果（回収数 41件） 
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問 7：問 6で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思うスキルアップ講座はどんな  
講座ですか。 
6件の回答 
・利用者様の生活を豊かにできるような講座 
・介護美容 
・これというものはないが、美容関係に興味があるのでそっち方面のスキルアップが図れたらと思います。 
・もっと詳しくアロマについて知りたい 
・認知症について 
・関わりについて 
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令和 年度

専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業

これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究事業

発行年月日 令和 年 月 日

発 行 小川 全夫 （事業代表者）

編 集 小林 英一 （事業責任者）

〒 東京都新宿区高田馬場 宇田川ビル 階

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター

印刷・製本 名鉄局印刷株式会社 東京営業所

〒 東京都千代田区飯田橋 丁目 番７号九段 ビル
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